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被
害
総
額
に
つ
い
て

　

本
市
の
内
部
調
査
に
よ
り
判
明
し
た
被
害
額
は
、
平
成
28
年
8
月
か
ら
平
成

30
年
1
月
分
ま
で
の
給
与
支
給
に
お
い
て
継
続
し
て
行
わ
れ
約
３
，
５
６
８
万

円
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
平
成
25
年
度
か
ら
27
年
度
に
超
過
勤
務
手
当

を
水
増
し
し
た
形
跡
が
あ
り
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
証
拠
書
類
が
押
収
さ
れ
事
実
確
認
が
で
き
な
い
状
況
で
す
の
で
、

引
き
続
き
、
警
察
の
捜
査
と
連
携
し
て
調
査
を
行
い
、
確
定
し
た
被
害
額
を

後
日
公
表
い
た
し
ま
す
。

再
発
防
止
策
の
実
施

■
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化

　

2
月
分
給
与
支
給
か
ら
、
決
裁
前
に
、
職
員
個
別
の
給
与
明
細
及
び
振
込

先
一
覧
を
、
複
数
人
に
よ
り
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
と
と
も
に
、
異
常
な
入
力
値

に
つ
い
て
は
、
給
与
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
た
「
伸
び
率
チ
ェ
ッ
ク
」
等

を
用
い
た
検
査
を
実
施
す
る
等
、人
的
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
給
与
デ
ー
タ
処
理
作
業
後
の
振
込
デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
を
防
止
す
る

た
め
、
振
り
込
み
デ
ー
タ
は
会
計
課
が
作
成
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
給
与
担
当
者
の
早
期
の
異
動
等

　

給
与
担
当
者
は
3
年
を
目
安
に
異
動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
給
与
グ
ル
ー

プ
内
で
の
担
当
業
務
は
、
原
則
、
毎
年
変
更
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

■
給
与
シ
ス
テ
ム
の
改
修

　

現
給
与
シ
ス
テ
ム
で
は
、
権
限
を
持
つ
給
与
担
当
者
な
ら
ば
、
シ
ス
テ
ム

で
計
算
出
力
さ
れ
た
給
与
デ
ー
タ
や
振
込
デ
ー
タ
を
改
ざ
ん
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
計
算
出
力
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
固
定
し
、
修
正
時
に
お
け
る
解

除
は
他
の
権
限
者
と
す
る
等
の
、
不
正
防
止
対
策
を
強
化
し
た
シ
ス
テ
ム
へ

の
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

（
改
修
の
概
要
）

・
名
寄
せ
、
マ
ッ
チ
ン
グ
突
合
機
能
の
構
築

・
会
計
課
に
お
け
る
架
空
口
座
等
の
チ
ェ
ッ
ク

・
債
権
者
以
外
の
名
義
口
座
の
登
録
禁
止

下
野
市
職
員
の
懲
戒
処
分
の
公
表

①
処
分
者

総
務
部
総
務
人
事
課
人
事
給
与
グ
ル
ー
プ

　

主
幹　

吉
葉
仁
一　

49
歳

②
事
件
の
概
要

　

1
月
22
日
午
前
9
時
頃
、
栃
木
県
警
察

本
部
課
員
が
来
庁
し
、
本
市
職
員
が
担
当

す
る
給
与
事
務
に
お
い
て
、
不
正
な
給
与

処
理
が
行
わ
れ
、
公
金
を
詐
取
し
て
い
る

疑
い
が
あ
る
と
の
情
報
提
供
及
び
捜
査
協

力
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
直
ち
に
、
警
察
と
連
携

し
て
調
査
を
開
始
し
、
被
害
が
確
定
し
た

部
分
に
つ
い
て
、
総
務
部
長
名
に
よ
る
被

害
届
を
1
月
24
日
付
で
宇
都
宮
中
央
警
察

署
に
提
出
し
、
同
日
午
後
8
時
8
分
、
当

該
職
員
が
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。

③
処
分
の
理
由
・
内
容

　

当
該
職
員
が
行
っ
た
公
金
詐
取
は
刑
法

及
び
地
方
公
務
員
法
に
抵
触
し
、
法
令
違

反
は
明
白
で
す
。
こ
の
行
為
は
、
全
体
の

奉
仕
者
た
る
公
務
員
に
あ
る
ま
じ
き
非
違

行
為
で
あ
り
、
信
用
失
墜
行
為
の
禁
止
に

も
抵
触
す
る
こ
と
か
ら
、
地
方
公
務
員
法

第
29
条
第
1
項
第
1
号
及
び
第
3
号
の
規

定
に
よ
り
、
１
月
31
日
付
で
懲
戒
免
職
処

分
と
し
た
も
の
で
す
。

市
長
の
お
詫
び
の
こ
と
ば

　

本
市
、
総
務
部
・
総
務
人
事
課
職
員
が
、

公
金
詐
取
に
よ
る
詐
欺
容
疑
で
栃
木
県
警

に
逮
捕
さ
れ
た
件
に
つ
き
ま
し
て
、
市
政

を
預
か
る
市
長
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
に

多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た

こ
と
、
改
め
て
深
く
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま

す
。
今
回
の
事
件
を
未
然
に
防
止
、
あ
る

い
は
、
早
期
に
発
見
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
極
め
て
重
く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

当
該
職
員
に
つ
い
て
は
、
1
月
31
日
付

を
も
っ
て
、
懲
戒
免
職
処
分
を
発
令
し
、

当
該
職
員
の
直
接
の
管
理
監
督
者
で
あ
る

総
務
人
事
課
長
及
び
、
そ
の
指
導
監
督
者

で
あ
る
総
務
部
長
に
つ
い
て
も
、
そ
の
責

任
が
果
た
せ
な
か
っ
た
と
し
減
給
処
分
と

い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
に
お
い
て
は
、
減
額
10
分

の
2
、
3
か
月
、
副
市
長
に
お
い
て
は
、

減
額
10
分
の
1
、
3
か
月
と
す
る
減
額
条

例
を
２
月
市
議
会
定
例
会
で
承
認
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
外
部
の
有
識
者
に
よ
る
第
三

者
委
員
会
を
設
置
し
、
全
職
員
一
丸
と

な
っ
て
、
二
度
と
不
正
を
起
こ
さ
な
い
起

こ
さ
せ
な
い
と
い
う
強
い
決
意
を
も
ち
、

市
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
を
い
た
だ
け
る
下

野
市
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
　
　

平
成
30
年
３
月
１
日

　

下
野
市
長　

広
瀬 

寿
雄

市職員の不祥事に対する報告とお詫びについて
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問
１　

市
内
薬
師
川
に
架
か
る
橋
は
い
く
つ
あ
る
で
し
ょ
う
か
？　

①
5
つ 

②
6
つ 

③
7
つ

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

立
候
補
予
定
者
説
明
会

■
日
時

　

３
月
27
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
か
ら　

■
場
所

　

市
役
所
３
階
３
０
３
会
議
室

※
立
候
補
予
定
者
と
そ
の
関
係
者

は
ご
出
席
く
だ
さ
い
（
１
陣
営
の

出
席
者
は
３
名
ま
で
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
）。

開
票
に
つ
い
て

　

開
票
は
、
４
月
22
日
㈰
午
後
８

時
50
分
か
ら
、
石
橋
体
育
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
す
。
下
野
市
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

で
あ
れ
ば
、
参
観
は
自
由
で
す
。

　

ま
た
、
開
票
速
報
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎（
32
）８
９
１
６

　

（
32
）８
６
１
３

　

gyousei@
city.

　
　
　
　
　

shim
otsuke.lg.jp

身
近
な
政
治
の
代
表
者
を
選
出

す
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

な
る
た
め
、
日
数
を
要
し
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票
・
点
字
投
票
に
つ

い
て

　

病
気
や
け
が
な
ど
で
、
自
分
で

候
補
者
の
氏
名
を
書
く
こ
と
が
で

き
な
い
方
や
、
目
が
不
自
由
で
点
字

投
票
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
投
票

所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

※
ご
本
人
に
投
票
所
ま
で
お
越

し
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

選
挙
公
報
の
配
布
に
つ
い
て

　

候
補
者
の
政
見
等
を
記
載
し
た

選
挙
公
報
は
、
新
聞
折
り
込
み
に

よ
り
各
世
帯
へ
配
布
し
ま
す
。（
４

月
19
日
㈭
予
定
）

　

※
新
聞
未
購
読
の
方
は
、
お
手

数
で
す
が
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
て
お

送
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
ほ
か
、
次
の
施
設
に
も
配

置
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
選
挙
公
報
配
置
場
所

　

市
役
所
・
市
公
民
館
・
市
図
書

館
・
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
・

ゆ
う
ゆ
う
館
・
オ
ア
シ
ス
ポ
ッ
ポ

館
・
市
内
郵
便
局
・
市
内
金
融
機

関
・
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
（
一
部
）

自
治
医
大
期
日
前
投
票
所

　

４
月
18
日
㈬
、
４
月
19
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

　

大
学
構
内
の
医
学
部
教
育
研
究

棟
１
階
会
議
室
に
、
期
日
前
投
票

所
を
期
間
限
定
で
設
置
し
ま
す
。

車
で
お
越
し
の
方
は
、
東
口
・
北

口
警
備
員
詰
所
で
駐
車
場
の
案
内

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

■
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
の

指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　

栃
木
県
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

指
定
を
受
け
て
い
る
病
院
等
に
入

院
等
し
て
い
る
方
は
、
そ
の
施
設

内
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の

で
、
施
設
管
理
者
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

一
定
基
準
以
上
の
障
が
い
や
要

介
護
区
分
に
該
当
す
る
方
は
、
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
予
め
「
郵
便
投
票

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
の
で
、
お
早
め
に
市

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
他
市
区
町
村
で
の
不
在
者
投
票

　

旅
行
や
出
張
な
ど
で
、
他
の
市

町
村
に
滞
在
し
て
い
る
方
は
、
滞

在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在

者
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
郵

便
で
の
や
り
と
り
が
数
回
必
要
に

■
期
日
前
投
票
期
間

　

４
月
16
日
㈪
〜
21
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

■
期
日
前
投
票
所

　

下
野
市
役
所

※
入
場
券
が
お
手
元
に
届
い
て
い

る
場
合
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
と
き
、
予
め
入
場
券
裏
面

の
「
期
日
前
投
票
宣
誓
書
兼
請
求

書
」
欄
に
記
入
し
て
お
持
ち
い
た

だ
く
と
、
受
付
が
早
く
済
み
ま
す
。

　
（
記
入
の
際
は
、
ご
家
族
の
入

場
券
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。）

■
市
役
所
駐
車
場
利
用
に
つ
い
て

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
30
分
ま
で
の
ご
利
用
は
30

分
無
料
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
午
前
８
時
30
分
前
に

入
場
し
た
と
き
、
ま
た
は
お
帰
り

が
午
後
５
時
30
分
を
超
え
る
と
き

は
、
ご
利
用
が
30
分
以
内
で
も
有

料
と
な
り
ま
す
の
で
、
投
票
所
係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
割
引

処
理
を
し
ま
す
。

投
票
で
き
る
人

　

平
成
12
年
４
月
23
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
で
、
平
成
30
年
１
月
14

日
ま
で
に
下
野
市
へ
転
入
の
届
出

を
し
、
引
き
続
き
住
ん
で
い
る
方
。

（
投
票
ま
で
に
市
外
へ
転
出
し
た

方
は
、
投
票
所
入
場
券
が
届
い
て

も
投
票
で
き
ま
せ
ん
。）

投
票
所
入
場
券
に
つ
い
て

　

投
票
所
な
ど
を
記
載
し
た
投
票

所
入
場
券
は
、
４
月
16
日
㈪
に
発

送
し
ま
す
。

　

投
票
所
入
場
券
は
、
選
挙
が
あ

る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と
、

投
票
所
で
選
挙
人
名
簿
の
本
人
照

合
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の
も

の
で
す
。

　

入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
場
合

や
な
く
し
て
し
ま
っ
た
と
き
で
も
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ

ば
投
票
は
で
き
ま
す
の
で
、
投
票

所
で
受
付
の
係
員
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　

投
票
日
に
予
定
が
あ
る
方
は
、

期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

投
票
日
時
：
４
月
22
日
㈰
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

下
野
市
議
会
議
員
選
挙
の
お
知
ら
せ
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【
正
解
は
③
】　

名
前
は
一
の
橋
か
ら
七
の
橋
で
す
。
春
に
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
名
所
と
な
り
ま
す
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ3月23日～3月25日に栃木県全域を舞台とした

国際サイクルロードレースが開催されます

ツール・ド・とちぎ2018

　
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
と
ち
ぎ
」

と
は

　

栃
木
県
全
域
を
舞
台
と
し
て
２

年
を
か
け
て
県
内
全
市
町
を
巡
る
、

全
国
に
先
駆
け
た
Ｕ
Ｃ
Ｉ
（
国
際

自
転
車
競
技
連
合
）
公
認
の
サ
イ

ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
す
。
昨
年

の
３
月
31
日
か
ら
４
月
２
日
に
か

け
て
開
催
さ
れ
た
第
１
回
大
会
は
、

約
６
万
６
千
人
の
方
が
観
戦
に
訪

れ
、
沿
道
で
熱
い
声
援
を
送
り
ま

し
た
。

　

第
２
回
大
会
と
な
る
今
回
は
、

３
月
23
日
㈮
か
ら
25
日
㈰
の
３
日

間
に
わ
た
り
、
３
つ
の
コ
ー
ス
で

競
技
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
国
内
か

ら
は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
か
ら
も
プ

ロ
の
選
手
が
参
加
し
、
迫
力
あ
る

レ
ー
ス
を
展
開
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
観
戦
く
だ
さ
い
。

　

第
２
回
ツ
ー
ル
・
ド
・

と
ち
ぎ

■
開
催
日

　

３
月
23
日
㈮
〜
25
日
㈰

■
主
催

　

ツ
ー
ル
・
ド
・
と
ち
ぎ
実
行
委

員
会

※
３
月
25
日
㈰
に
レ
ー
ス
が
行
わ

れ
る
第
３
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
下
野

市
が
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第2ステージ
3月 24日（土） 約105㎞パレード含む

ロードレース

小山思いの森（小山市）
　　　　  ～日光だいや川公園（日光市）

那須塩原市那須塩原市

日光市日光市
塩谷町塩谷町 矢板市矢板市

宇都宮市宇都宮市鹿沼市鹿沼市

佐野市佐野市

足利市足利市 栃木市栃木市

小山市小山市

芳賀町芳賀町

那須町那須町

大田原市大田原市

高根沢町高根沢町

さくら市さくら市

那須烏山市那須烏山市

壬生町壬生町

真岡市真岡市上三川町上三川町

下野市下野市

市貝町市貝町

那珂川町那珂川町

茂木町茂木町

益子町益子町

野木町野木町

START

FINISH

FINISH

START

第1ステージ
3月 23日（金） 約7.25㎞

個人タイムトライアル

渡良瀬遊水地　谷中湖（栃木市）

約259㎞
総走行距離

第3ステージ
3月25日（日） 約147㎞パレード含む

ロードレース

那須町スポーツセンター（那須町）
　　　　　   ～井頭公園（真岡市）

お問い
合わせ先

ツール・ド・とちぎ実行委員会

〒320-0026 栃木県宇都宮市馬場通り4丁目2番8号 喜作園ビル2F

TEL: 028-680-6860
Mail: info@tourdetochigi.com

3／23（金）　第1ステージ
スタート

ゴール

小山思いの森

日光だいや川公園
渡良瀬遊水地（谷中湖）

スタート 10:00予定
ゴール 13：15頃

那須町スポーツセンター

井頭公園

3／24（土）　第2ステージ 3／25（日）　第3ステージ
一般部門
スタート
国際レース
スタート

10:00予定

13:30予定
10:00予定
12:20頃

広報しもつけ　2018.3

Shimotsuke
4



問
２　

ツ
ー
ル
ド
と
ち
ぎ
２
０
１
８
と
は
？　

①
テ
レ
ビ
の
旅
番
組　

②
洋
菓
子
の
国
際
大
会　

③
自
転
車
の
大
会

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

　

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　

ツ
ー
ル
・
ド
・
と
ち
ぎ
の
大
会

実
施
に
伴
い
、
交
通
規
制
が
行
わ

れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
日
時

　

３
月
25
日
㈰

　

午
後
０
時
15
分
頃〜

１
時
40
分
頃

※
交
通
規
制
時
間
は
、
競
技
状
況

等
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
規
制
内
容

・
規
制
時
間
内
は
、
コ
ー
ス
は
全

面
通
行
禁
止
と
な
り
ま
す
。

・
周
辺
道
路
は
、
駐
車
禁
止
で
す
。

路
上
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
当
日
は
、
周
辺
道
路
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

・
競
技
中
は
、
警
察
及
び
立
哨
員

の
指
示
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課

　

☎（
32
）８
８
８
６

　

大
会
運
営
に
つ
い
て

　

ツ
ー
ル
・
ド
・
と
ち
ぎ
実
行
委

員
会

　

☎
０
２
８（
６
８
０
）６
８
６
０

※競技中の「コース（選手走路）」は一部を除き、全面
交通規制となります。

※競技中は警察、警備員、交通立哨員の指示に従って、
大会を安全に運営できるようご協力をお願いします。

※交通規制時間は競技状況等によって変更になる場
合がありますのでご了承願います。

3月25日（日）交通規制日

全面通行止めコース（選手走路）

規制パトカー通過まで横断可能

三王山交差点 ～ 坂上小南交差点
12:15頃～13:40頃

薬師寺薬師寺

町田町田

田中田中

薬師寺

4

小山石橋バイパス

小山石橋バイパス

谷地賀谷地賀

八龍神社八龍神社

田 

川
田 

川

310

道の駅しもつけ道の駅しもつけ

拡大図   道の駅しもつけ付近

310

336

44

44

下野市

江
川
江
川

吉田西小吉田西小

吉田東小吉田東小

祇園小祇園小

仁良川
簡易局
仁良川
簡易局

薬師寺局薬師寺局

長沼局長沼局

真
岡
市
二
宮

運
動
公
園

真
岡
市
二
宮

運
動
公
園

本吉田

富士見台
病院

富士見台
病院

祇園原
公園
祇園原
公園

自治
医科大学
付属病院

自治
医科大学
付属病院

南河内
図書館
南河内
図書館

薬師寺南

下坪山北

下坪山

薬師寺

道
の
駅
し
も
つ
け

道
の
駅
し
も
つ
け

八龍神社八龍神社

田
中
橋
東

田
中
五
差
路

坂上小南

三王山

35

坪
山
橋

坪
山
橋

塚
越
橋

塚
越
橋

谷
地
賀
橋

谷
地
賀
橋 内

川
橋

内
川
橋境

橋
境
橋

4

  鬼
 怒
川

  鬼
 怒
川

砂
ケ
原
橋

砂
ケ
原
橋

仁良川

日興運輸日興運輸

拡大図

三王山
ふれあい公園
三王山
ふれあい公園

ふれあい館ふれあい館

大
道
泉
橋

大
道
泉
橋
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平成28年度財務書類

【
正
解
は
③
】　
詳
し
く
は
、
4
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
下
野
市
も
通
過
し
ま
す
！

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

平成28年度財務書類を作成しました
　民間企業の考え方を取り入れた会計基準で皆さまに財政
状況をお知らせするため、総務省より示された「総務省方
式改訂モデル」を用いて財務書類4表を作成しました。
　なお、本紙においては財務4表のうち「貸借対照表（バ
ランスシート）」のみ掲載し、それ以外の財務書類は市の
ホームページに掲載しましたので、そちらをご覧ください。

貸借対照表（バランスシート）とは
　地方公共団体の決算は、その年度における収
入・支出の状況を表しているのに対し、貸借対
照表は今までに市が建設してきた学校や福祉施
設、道路、公園などの資産【市民の財産】の状
況と、そのために将来負担しなければならない
借入金などの負債を把握することができます。

普通会計バランスシート
（平成29年3月31日現在）

借方（資金の使われ方）
１ 公共資産
①　有形固定資産	 933億	 9,483万円
　　庁舎、道路、公園、学校、保育園、
　　公民館、体育館などの土地、建物
②　売却可能資産	 1億	 84万円

934億9,567万円Ⓐ
２ 投資等
①　投資及び出資金	 1億	 7,797万円
②　基金など	 82億	 9,139万円
③　その他	 7億	 3,930万円
　　長期延滞債権など

92億866万円
３ 流動資産
①　資　金
　　現金や必要に応じてすぐ使える基金（預金）
　・財政調整基金	 20億	 139万円
　・減債基金	 30億	 6,119万円
　・歳計現金	 13億	 7,692万円
②　未収金	 	 7,072万円

65億1,022万円
●資産合計

1,092億1,455万円Ⓑ（1,092億　907万円）

貸方（資金調達のされ方）
１ 固定負債
　１年以上先に支払うもの
①　地方債	 223億	 2,296万円
②　長期未払金	 1億	 1,732万円
③　退職手当引当金	 27億	 2,497万円

251億6,525万円
２ 流動負債
　１年以内に支払うもの
①　翌年度償還予定地方債	 22億	 3,956万円
②　未払金	 	 8,893万円
③　賞与引当金	 5億	 5,811万円

28億8,660万円
●負債合計

280億5,185万円Ⓒ（277億2,143万円）
１ 純資産
　すでに負担して、支払いが済んでいる資産
①　国県補助金など	 153億	 7,300万円
②　一般財源など	 657億	 8,970万円

●純資産合計
811億6,270万円Ⓓ（814億8,764万円）

●負債・純資産合計
1,092億1,455万円Ⓑ（1,092億907万円）

・資 産 合 計	 1,092億1,455万円【市民１人当たり182万円（182万円）】
・負 債 合 計	 280億5,185万円【市民１人当たり 47万円（ 46万円）】
・純資産合計	 811億6,270万円【市民１人当たり135万円（136万円）】
※平成29年3月31日現在、住民基本台帳人口　60,062人
　普通会計とは一般会計と仁良川地区土地区画整理事業特別会計の一部を合算したものです。

（　）内は前年度の金額

◇バランスシートから分かること◇
　これまで下野市は、1,092億1,455万円Ⓑの資産を形成してきました。そのうち、公共資産（学校・道路・
公園など）の934億9,567万円Ⓐが将来に引継ぐ資産になります。資産のうち、811億6,270万円Ⓓは、これま
での世代の負担で、すでに支払いが済んでいます。残りの280億5,185万円Ⓒを将来の世代が負担していくこ
とになります。

広報しもつけ　2018.3
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平成28年度財務書類

問
３　
「
ま
ろ
に
☆
え
～
る
」
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
開
催
決
定
！
開
催
場
所
は
？　
①
日
本
武
道
館　
②
天
平
の
丘
公
園　
③
東
京
ド
ー
ム

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

連結バランスシート
（平成29年3月31日現在）

借方（資金の使われ方）
１ 公共資産
①　有形固定資産	 1,418億	 1,051万円
②　無形固定資産	 	 113万円
③　売却可能資産	 1億	 440万円

1,419億1,604万円
２ 投資等
①　投資及び出資金	 	 7,401万円
②　貸付金	 4億	 7,018万円
③　基金など	 100億	 9,425万円
④　その他	 5億	 4,683万円
　　長期延滞債権など

111億8,527万円
３ 流動資産
①　資　金	 184億	 4,408万円
②　未収金	 2億	 5,465万円
③　販売用不動産	 2億	 4,224万円
④　その他	 39億	 3,007万円
⑤　回収不能見込額	 △2,399万円

228億4,705万円
●資産合計

1,759億4,836万円（1,740億9,082万円）

貸方（資金調達のされ方）
１ 固定負債
①　地方債	 343億	 9,867万円
②　長期未払金	 1億	 1,733万円
③　退職手当引当金等	 35億	 9,431万円

381億1,031万円
２ 流動負債
①　翌年度償還予定地方債	 31億	 8,130万円
②　未払金	 2億	 644万円
③　賞与引当金	 6億	 7,183万円
④　その他	 1億	 8,437万円

42億4,394万円
●負債合計

423億5,425万円（428億2,301万円）
１ 純資産
①　国県補助金など	 252億	 9,961万円
②　一般財源など	 1,082億	 9,450万円

●純資産合計
1,335億9,411万円（1,312億6,781万円）

●負債・純資産合計
1,759億4,836万円（1,740億9,082万円）

・資産合計	 1,759億4,836万円【市民１人当たり293万円（291万円）】
・負債合計	  423億5,425万円【市民１人当たり 71万円（ 72万円）】
・純資産合計	 1,335億9,411万円【市民１人当たり222万円（219万円）】
※平成29年3月31日現在、住民基本台帳人口　60,062人
　連結バランスシートは普通会計と下記の特別会計及び関係団体を加えたものです。

（　）内は前年度の金額

◇会計
水道事業会計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計（保険事業勘定・介護サービス事業勘定）
区画整理事業特別会計（石橋駅周辺・仁良川地区）
公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計

◇連結対象会計・団体◇

◇団体
小山広域保健衛生組合
県南公設地方卸売市場事務組合
石橋地区消防組合
後期高齢者医療広域連合
一般財団法人グリムの里いしばし
公益財団法人下野市農業公社
社会福祉法人下野市社会福祉協議会
公益社団法人下野市シルバー人材センター
株式会社道の駅しもつけ
一般社団法人下野市観光協会

■問い合わせ先　　財政課　☎（３２）８８８９

広報しもつけ　2018.3
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Sh imotsuke-C i t y  Topics まちの話題

【
正
解
は
②
】　

詳
し
く
は
、
9
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

　職業能力開発促進法に基づく技能検定にお
いて特級・１級に合格された方々の表彰式を
１月23日に市役所において開催しました。
　平成28年度前期・後期の合格者の表彰を行
い、表彰式では受賞者を代表して、上野雄司
氏が表彰式のお礼とともに今後の抱負を述べ
ました。受賞者は次のとおりです。
（敬称略・順不同）
特級　・機械検査　有賀伸忠　・プラスチック成形　髙安正郎
一級　・鋳造　山本沙紀　・金属熱処理　二瓶英幸、五月女義勝　・機械加工　本橋一真
　　　・金属プレス加工　田代亮平　・ダイカスト　沼田拓矢
　　　・建設機械整備　内木一成、坂本康弘、大西威志、上島淳佑、荒井宏明　・とび　本間義行
　　　・塗装　嶋田欣司、戸室文明、堀江康一郎　・油圧装置調整　高倉輝久、森戸悠輔、伊澤良一
　　　・冷凍空気調和機器施工　三浦宏太　・配管　坂本明和　・金属材料試験　上野雄司

　１月６日に石橋体育センターにおいて「第40回グリムの里新
春書きぞめ大会」が開催されました。
　市内外から集まった109名の参加者が、新たなる１年間への
思いを込めて、日頃の練習の成果を発揮して、素晴らしい作品
を書き上げました。
　最後に、参加者全員が自信作を一斉に持ち上げて会場全体に
披露すると、見守っていた家族や来賓の方から大きな拍手が送
られました。
　大会開始前には、栃木県文化協会副会長鈴木源泉先生と小山
高校書道部による書道パフォーマンスが行われ、迫力ある書道
に皆さん感動されていました。

　栃木県名誉農業士に池田榮さん、栃木県農業士に上野高明
さんと有野力さんがそれぞれ認定され、１月９日、県公館に
おいて県知事から認定証書が贈られました。
　名誉農業士に認定された池田さんは、22年間の長きにわ
たり農業士として地域農業の中核的な役割を果たし、本県農
業の振興に尽力された功績が認められたもので、農業士に認
定された上野さんと有野さんは、模範的かつ先進的な農業経
営を実践し、地域農業の振興と青年農業者の育成指導を行う
農業経営者として認められたものです。

グリムの里新春書きぞめ大会

栃木県名誉農業士・栃木県農業士に認定
３名の方が認定されました

技能検定合格者表彰
受賞おめでとうございます

有野さん夫妻　上野さん夫妻　池田さん夫妻

広報しもつけ　2018.3
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Sh imotsuke-C i t y  Topics まちの話題

問
４　

平
成
29
年
度
の
日
本
の
自
殺
者
数
は
？　

①
約
2
千
人　

②
約
2
万
人　

③
約
20
万
人

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

　小山農業協同組合から管内小中学校へ地元産のコシヒカリ（愛
称：うまかん米）330㎏を寄贈いただきました。この事業は小山
農業協同組合において、地産地消や食育の推進、地域貢献を目的
に初めて実施されました。いただいたお米は管内小中学校の学校
給食に利用され、児童・生徒がおいしくいただきました。

　ご当地アニメ「サクラノチカイ」完成記念として、アニメの舞台となっている天平の丘公園で、「まろに☆
え～る」のキャラクターの声を担当する声優によるライブイベントを開催します。ストーリーの となってい
る淡墨桜が開花する時期に、アニメの世界を
体感しに来ませんか。花まつりが開催される
天平の丘公園に、ぜひお越しください。
■開催日　３月24日(土)
■場所　天平の丘公園　野外ステージ
■入場料　無料
■問い合わせ先
　下野市観光協会
　☎（39）6900

小山農業協同組合 宇都宮農業協同組合

小中学校の給食にいちごを寄贈いただきました
ありがとうございます

小中学校の給食にお米を寄贈いただきました

まろに☆え～る淡墨桜ライブを開催します！

　宇都宮農業協同組合と小山農業協同組合から市内の小中学校にいちごゼリーといちごが寄贈され、１月22日
から26日の給食でいただきました。
　栃木県農業協同組合中央会では「地元特産品を利用した食育応援事業」として、食への関心、食を支える農
の役割を感じてもらうことを目的として、学校給食へのいちごの提供を実施しています。

広報しもつけ　2018.3

Shimotsuke
9



【
正
解
は
②
】　
詳
し
く
は
、
18
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

■
掲
載
内
容

　
市
が
実
施
す
る
主
な
学
習
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

・
生
涯
学
習
文
化
課

・
公
民
館

・
図
書
館

・
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

・
市
役
所
各
課
の
学
習
情
報

・
ま
ち
づ
く
り
リ
ク
エ
ス
ト
講
座

■
配
布
方
法

　
３
月
中
旬
配
布
予
定

①
最
寄
り
の
施
設

・
市
役
所

・
各
公
民
館
・
図
書
館
・
生
涯
学

習
情
報
セ
ン
タ
ー

②
各
戸
配
布

　
自
治
会
加
入
者
に
は
、
自
治
会

を
通
じ
て
各
戸
配
布
し
ま
す
。

③
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
生
涯
学
習
文
化
課
の
ペ
ー
ジ
か

ら
電
子
版
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
文
化
課

　
☎（
32
）８
９
１
９

『
生
涯
学
習
情
報
誌
エ
ー
ル
』

発
刊
の
お
知
ら
せ

　

生
涯
学
習
情
報
誌
エ
ー
ル
は
、

「
く
ら
し
に
役
立
つ
学
び
の
応
援

団
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
自
分
ら
し
く
豊
か
な
人
生
を

送
る
た
め
の
多
様
な
学
習
情
報
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
か
ら
、
さ
ら
に
内

容
を
充
実
す
る
た
め
、
新
た
に
市

役
所
各
課
の
学
習
情
報
・
ま
ち
づ

く
り
リ
ク
エ
ス
ト
講
座
メ
ニ
ュ
ー

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

年
輪
の
つ
ど
い
を
初
開
催

　
１
月
７
日
、
南
河
内
公
民
館
に

て
年
輪
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
こ
の
集
い
は
、
60
歳
と
い
う
人

生
の
節
目
を
迎
え
、
セ
カ
ン
ド
ラ

イ
フ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
方
を
対

象
に
、
社
会
参
加
・
地
域
参
加
に

取
り
組
む
き
っ
か
け
作
り
と
、
同

世
代
で
集
い
、
交
流
を
深
め
る
機

会
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
、
成
人

式
と
同
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
代
表
者
が
「
第
二

の
人
生
に
お
い
て
大
い
に
活
躍
し
、

さ
ら
に
ま
い
進
す
る
」
と
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
、
式
典
後
に
は
、
記

念
講
演
会
と
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

公
民
館
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た

　
２
月
の
土
日
に
か
け
て
、
市
内

４
つ
の
公
民
館
で
公
民
館
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
各
公
民
館
と
も
自
主
サ
ー
ク
ル

等
の
発
表
、
展
示
が
さ
れ
、
模
擬

店
も
出
店
し
、
多
く
の
来
館
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
相
談
窓
口

　
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時　
４
月
２
日
㈪

　
午
後
１
時
～
２
時

■
相
談
受
付

　
下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
（
パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎（
40
）０
９
１
１

朗
読
サ
ー
ク
ル

「
晴
れ
ば
れ
」
の
ご
案
内

一
緒
に
朗
読
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

　
南
河
内
東
公
民
館
講
座「
朗
読・

ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
修
了

生
で
自
主
サ
ー
ク
ル
活
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
腹
式
呼
吸
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

発
声
練
習
、
滑
舌
の
訓
練
、
朗
読

の
実
践
な
ど
、
日
常
会
話
だ
け
で

な
く
声
を
使
っ
た
活
動
に
も
活
か

せ
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
笑
い
あ
り
、
少
し
緊
張
あ
り
の

和
気
あ
い
あ
い
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　
朗
読
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
は

ぜ
ひ
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
毎
月
第
２
金
曜
日

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
会
費

　
毎
月
１
，
５
０
０
円

■
場
所

　
南
河
内
東
公
民
館

■
講
師

　
朗
読
家　
坂
本
裕
功
氏

■
問
い
合
わ
せ
先

　
南
河
内
東
公
民
館

　
☎（
48
）５
５
１
１

平成30年度版
生涯学習情報誌エールの表紙（イメージ）
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問
５　
栃
木
県
の
女
性
の
平
均
寿
命
は
ワ
ー
ス
ト
●
位
？　
①
２
位　
②
12
位　
③
20
位

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

ご成人おめでとうございます
　成人式を１月７日に市内３会場で開催し、592人の若者が大人の仲間入りを果たしました。
　会場では、艶やかな振袖や真新しいスーツに身を包んだ新成人たちが、大人になった喜びと懐かし
い友人たちとの再会に明るい笑顔を浮かべながら、人生の節目となる大切な日を楽しみました。
　新成人の皆さんこれからのご活躍を期待しています。

実行委員紹介　～　式典の運営にご協力いただきました実行委員の皆様お疲れ様でした。～
（敬称略）

■南河内会場実行委員　　渡辺　麻夏　　山崎　隼人　　溝口　拓斗　　今村　茜音
■石橋会場実行委員　　　齋藤　絢香　　黒坂　康平　　小林　武史　　青木　美音　　新井　達己
■国分寺会場実行委員　　池　あかり　　星野　克幸　　前原　隆史　　松本　将弥
■ひとこと
○成人式を大切な仲間と共に迎えられ、大変嬉しく思います。これから社会の一員としての自覚と責
任を持ち、自分の夢に向かって努力していきたいです。
○改めて自分が大人になるということの責任を感じました。将来への希望や不安もありますが、一歩
一歩しっかりとこれからの人生を歩んでいきたいと思います。
○素敵な成人式を下野市で行うことができてとても嬉しいです。この日を忘れずに、これからも努力
していきたいと思います。

南河内会場 石橋会場 国分寺会場

広報しもつけ　2018.3
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教
育
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た

【
正
解
は
①
】　

詳
し
く
は
、
19
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

　

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
は
、
生

徒
が
自
分
自
身
を
見
つ
め
、
今
ま

で
以
上
に
学
校
生
活
を
よ
り
良
く

し
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
、
そ
の

取
組
を
地
域
に
発
信
し
て
い
く

「
下
野
市
子
ど
も
未
来
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
発
表
を
、
市
内
の
４
中

学
校
の
生
徒
代
表
が
行
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課

　

☎(

32)

８
９
１
７

　

永
山
幹
稀

　
（
南
河
内
第
二
中
３
年
）

　

星
愛
優
香

　
（
南
河
内
第
二
中
３
年
）

　

横
地
諒
宗
（
石
橋
中
３
年
）

　

本
田
愛
（
石
橋
中
３
年
）

　

齋
藤
貴
大
（
国
分
寺
中
３
年
）

　

宮
川
健
汰
（
国
分
寺
中
３
年
）

優
秀
優
良
教
職
員

　

芋
川
晴
恵
（
薬
師
寺
小
教
諭
）

　

松
川
博
美
（
祇
園
小
教
諭
）

　

鈴
木
薫
（
古
山
小
教
諭
）

　

鯉
沼
裕
子
（
細
谷
小
教
頭
）

　

大
島
久
美
子

　
（
石
橋
中
栄
養
教
諭
）

口
笛
コ
ン
サ
ー
ト
・
子
ど
も

未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

　

表
彰
に
続
い
て
、「
口
笛
コ
ン

サ
ー
ト
〜
心
ス
キ
ッ
プ
、
夢
へ
ス

テ
ッ
プ
〜
」
と
題
す
る
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
第
41
回
国
際
口
笛
コ
ン
ク
ー

ル
Ｉ
Ｗ
Ｃ
２
０
１
４
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
東
京
藝
術
大
学

在
籍
の
青
柳
呂
武
氏
と
ピ
ア
ニ
ス

ト
で
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
在
籍

の
追
川
礼
章
氏
を
お
招
き
し
、
口

笛
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
素
晴
ら
し
い

演
奏
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
魅
了

し
ま
し
た
。

　

馬
場
琴
珠

　
（
国
分
寺
中
３
年
・
柔
道
）

　

高
瀬
未
怜

　
（
国
分
寺
中
２
年
・
新
体
操
）

　

猪
野
桜
花

　
（
宇
都
宮
短
期
大
学
附
属
高
等

学
校
３
年
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

島
﨑
繭
吏

　
（
栃
木
商
業
高
等
学
校
２
年
・

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

　

古
河
芳
菜

　
（
栃
木
商
業
高
等
学
校
２
年
・

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

　

三
浦
千
夏

　
（
栃
木
商
業
高
等
学
校
１
年
・

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

　

小
林
蒼

　
（
國
學
院
大
學
栃
木
高
等
学
校

３
年
・
柔
道
）

　

川
中
子
宙
夢

　
（
國
學
院
大
學
栃
木
高
等
学
校

２
年
・
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

　
Ｊ
Ｈ
Ｃ
い
し
ば
し
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）
９
名

　

南
河
内
中
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
８
名

　

国
分
寺
中
野
球
部
19
名

　

国
分
寺
中
新
体
操
部
５
名

善
行
篤
行
者

　

黒
川
璃
子
（
南
河
内
中
３
年
）

　

内
木
睦
（
南
河
内
中
３
年
）

　

齋
藤
淳
哉

　
（
国
分
寺
東
小
６
年
・
囲
碁
）

　

渡
邊
陽
奈

　
（
南
河
内
中
２
年
・
作
文
）

　

星
愛
優
香

　
（
南
河
内
第
二
中
３
年
・
作
文
）

　

星
優
莉
香

　
（
南
河
内
第
二
中
１
年
・
作
文
）

　

田
口
昂
征

　
（
国
分
寺
中
２
年
・
囲
碁
）

　

国
分
寺
東
小
囲
碁
チ
ー
ム
３
名

　

国
分
寺
中
囲
碁
団
体
３
名

■
ス
ポ
ー
ツ
活
動

　

海
老
原
智
陽

　
（
吉
田
東
小
６
年
・
陸
上
）

　

加
島
太
翔

　
（
祇
園
小
６
年
・
相
撲
）

　

坂
本
颯

　
（
緑
小
５
年
・
水
泳
）

　

前
田
希
音

　
（
石
橋
小
２
年
・
水
泳
）

　

藤
中
尊

　
（
古
山
小
６
年
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

川
越
優
真

　
（
国
分
寺
小
２
年
・
柔
道
）

　

鈴
木
わ
か
ば

　
（
石
橋
中
３
年
・
陸
上
）

　

伊
藤
和
佐

　
（
国
分
寺
中
３
年
・
柔
道
）

　

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
を
図
る
た
め
第
12
回
教
育
の
つ

ど
い
が
、
１
月
27
日
国
分
寺
公
民

館
に
お
い
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

教
育
委
員
会
表
彰
で
は
、
文
化

活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
活
躍
さ

れ
た
児
童
・
生
徒
・
一
般
の
方
に

対
す
る
表
彰
と
、
中
学
生
の
善
行

篤
行
表
彰
、
優
れ
た
教
育
実
践
を

行
っ
て
い
る
教
職
員
を
顕
彰
す
る

優
秀
優
良
教
職
員
表
彰
が
行
わ
れ
、

永
山
教
育
委
員
長
よ
り
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
敬
称
略
）

優
秀
優
良
者

■
文
化
活
動

　

谷
田
貝
美
桜

　
（
吉
田
西
小
５
年
・
作
文
）

　

鳥
海
一
樹

　
（
祇
園
小
５
年
・
作
文
）

　

大
林
昌
生

　
（
祇
園
小
４
年
・
作
文
）

　

森
下
岳
飛

　
（
祇
園
小
３
年
・
は
が
き
）

　

小
林
怜
央
奈

　
（
古
山
小
４
年
・
作
文
）
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新
・
下
野
市
風
土
記

新
・
下
野
市
風
土
記

新・下野市風土記

　

こ
れ
ま
で
2
回
に
わ
た
っ
て
飛
鳥
時
代
と
飛
鳥
地

方
に
つ
い
て
記
し
ま
し
た
。
ど
う
し
て
も
古
代
史
は
、

文
字
資
料
が
多
く
残
り
発
掘
調
査
が
進
ん
で
い
る
近

畿
地
方
を
中
心
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
東と

う
ご
く国

の
記
述
は
少
な
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
東
国
・
下し

も
つ
け毛

野の

（
下し

も
つ
け
の
く
に

野
国
）
に
も
近
畿
地
方
と
同
様
に
人
々
の
営い

と
な

み
（
歴
史
）
が
あ
り
ま
し
た
。
現
代
の
私
達
が
想
像

し
て
い
る
以
上
に
古
墳
〜
奈
良
時
代
（
１
４
０
０
〜

５
０
０
年
以
上
前
）
頃
に
は
、
当
地
域
と
中
央
、
様
々

な
地
域
は
既
に
強
い
結
び
つ
き
が
あ
り
、
多
く
の
人
・

モ
ノ
・
情
報
が
往
来
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

5
世
紀
以
降
、
豪
族
（
地
域
の
首し

ゅ
ち
ょ
う長
で
国く

に
ぬ
し主
と
呼

ば
れ
た
か
）
に
支
配
さ
れ
て
い
た
地
域
は
、
6
世
紀

に
な
る
と
ヤ
マ
ト
政
権
の
政
治
制
度
が
地
域
へ
波
及

し
、
新
た
な
「
国く

に
の
み
や
つ
こ
せ
い
ど

造
制
度
」
と
し
て
豪
族
の
中
か
ら

中
央
の
信
認
を
得
た
国

く
に
の
み
や
っ
こ
造
が
新
た
な
地
方
官
と
し
て

選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
国
造
は
朝
廷
に
お
け
る
役
割

や
国
造
が
統
括
す
る
地
域
の
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
に

よ
っ
て
、
氏し

せ
い姓
制せ

い
ど度
に
よ
り
臣お

み

・
君き

み

・
公き

み

・
連む

ら
じ

・
直あ

た
え

な
ど
の
姓か

ば
ね

が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
地
方
で
は「
地
域
力
」

の
格
差
に
よ
り
そ
の
地
域
を
統
括
す
る
豪
族
の
格か

く
づ付

け
が
さ
れ
た
よ
う
な
も
の
で
す
。
ま
た
、「
部べ

民み
ん

制
」

や
「
屯み

や
け倉
制
」
も
こ
の
こ
ろ
導
入
さ
れ
ま
す
。
部
民

制
は
百く

だ
ら済
の
制
度
に
な
ら
っ
て
導
入
さ
れ
た
制
度
で
、

大
き
く
は
（
１
）
王
族
や
皇お

う
じ（
み
こ
）
子
に
関
す
る
名な

し
ろ代
・
子こ

し
ろ代

（
２
）
王
権
に
奉ほ

う
し仕
す
る
職し

ょ
く
の
う能
集し

ゅ
う
だ
ん団
（
３
）
豪
族
が
所

有
す
る
部か

き
べ曲
の
3
種
類
に
分
か
れ
ま
す
。『
日
本
書
紀
』

に
よ
れ
ば
敏び

達だ
つ

天
皇
6
年
（
５
７
７
年
）
に
、
こ
の

名
代
・
子
代
の
中
に
「
壬み

ぶ

べ

生
部
」
が
新
た
に
設
け
ら

れ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
壬
生
部
は
「
乳
部
」
と

も
記
さ
れ
、
中
央
王
権
と
直
接
結
び
つ
い
た
部
民
と

考
え
ら
れ
お
り
、
皇
子
に
母
乳
を
与
え
る
人
達
、
皇

子
を
守
り
育
て
る
人
達
、
ま
た
、
そ
の
人
達
の
収
益

の
た
め
の
土
地
と
人
を
指
し
ま
す
。
全
国
的
に
み
て

も
東
国
に
は
壬
生
部
が
多
く
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
お

隣
の
壬
生
町
の
起
源
に
も
関
連
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
余
談
で
す
が
、
壬
生
町
犬い

ぬ
か
い飼
の
地
名
は
、

直
接
の
由
来
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
部
民
制

の
犬い

ぬ
か
い
べ

養
部
と
の
関
係
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
字

が
示
す
よ
う
に
番
犬
の
ブ
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
と
と
も

に
宮き

ゅ
う
ち
ゅ
う中
の
警
護
を
す
る
軍
事
に
秀ひ

い

で
た
集
団
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
平
城
宮
の
東
門
、
平
安
京
の
大だ

い
だ
い
り

内
裏

の
外が

い
か
く郭
十
二
門
の
う
ち
の
一
つ
が
若わ

か

犬い
ぬ
か
い
も
ん

養
門
と
呼
ば

れ
、
犬
養
部
が
管
理
し
て
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
藤ふ

じ
は
ら
の原

不ふ

ひ比
等と

と
再
婚
し
て
光こ

う
み
ょ
う明
皇こ

う
ご
う后
の
母
と
な
っ
た
県あ

が
た

犬い
ぬ
か
い養
三み

ち

よ

千
代
も
こ
の
犬
養
部
に
関
連
す
る
氏
族
で
す
。

「
屯み

や
け倉
制
」
の
屯
倉
と
は
、
も
と
も
と
「（
敬
語
の
ミ
）

+

（
建
物
・
倉
庫
を
指
す
ヤ
ケ
）
に
よ
る
言
葉
で
、
王

権
が
所
有
す
る
施
設
を
指
す
言
葉
で
、
王
権
が
直ち

ょ
っ
か
つ轄

す
る
拠
点
・
土
地
を
指
し
ま
す
。
屯
倉
に
は
「
田た

べ部
」

と
呼
ば
れ
る
田
地
を
耕
作
す
る
部
民
が
土
地
と
セ
ッ

ト
で
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
大
正
時
代
に
『
大
日
本
地

名
辞
書
』
を
編
さ
ん
し
た
吉よ

し
だ田
東と

う

吾ご

の
説
で
は
、
上

三
川
町
の
「
多た

こ
う功
」
は
こ
の
田
部
・
田た

ご
う郷
（「
タ
ゴ
ー
リ
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。）
が
訛な

ま

っ
て
で
き
た
地
名
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
屯
倉
か
ら
の
収
益
は
国
税
と
し
て
収
納
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、そ
の
土
地
と
そ
こ
の
住
民
（
労
働
力
）

も
王
権
直
轄
の
特
別
枠
と
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
も
し

か
す
る
と
6
世
紀
後
半
か
ら
7
世
紀
に
壬
生
町
周
辺

に
勢
力
を
持
ち
東
国
で
も
最
大
級
の
円
墳
で
あ
る

壬み
ぶ
く
る
ま

生
車
塚づ

か

古
墳
を
築
造
し
た
豪
族
は
、
中
央
と
直
接

結
び
つ
い
た
氏
族
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
上

三
川
町
多
功
も
王
権
と
の
関
連
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
地
に
も
7
世
紀
初
頭
の
東
国
を
代
表
す
る
50
ｍ

級
の
方ほ

う
ふ
ん墳
で
あ
る
多た

こ
う功
大お

お
つ
か
や
ま

塚
山
古
墳
が
築
造
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
古
墳
に
隣
接
し
て
築
か
れ
た
多た

こ
う功
南み

な
み
は
ら原

１
号
墳
（
30
ｍ
級
方
墳
）
の
築
造
が
終
わ
っ
た
直
後

と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
時
期
と
考
え
ら
れ
る
7
世

紀
第
３
四
半
期
頃
に
最
初
の
下
野
薬
師
寺
が
建
立
さ

れ
ま
す
。
言
わ
ず
と
知
れ
た
「
下
毛
野
氏
」
の
一
族

の
た
め
の
寺
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、
下し

も
つ
け毛
野の

朝あ
そ

臣ん

を

名
乗
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
下
毛
野
国
造
の
末ま

つ
え
い裔
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
下
野
市
域
だ
け
で
な
く
、
現
在
の
壬

生
町
周
辺
、
上
三
川
町
周
辺
、
さ
ら
に
当
時
は
那な

す
の須

国く
に

で
あ
っ
た
那
珂
川
町
・
旧
馬
頭
町
周
辺
な
ど
は
古

墳
〜
飛
鳥
時
代
頃
の
東
国
を
代
表
す
る
史
跡
・
遺
跡

の
宝
庫
で
あ
り
、
今
後
も
大
切
に
守
り
続
け
る
べ
き

地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

東
の
飛
鳥
（
本
市
と
壬
生
町
・
上
三
川
町
）

下
野
市
教
育
委
員
会　

文
化
財
課
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春の火災予防運動春の火災予防運動

住宅用火災警報器は
設置していますか？

住宅用火災警報器は消防法・火災予防条例により
すべての住宅に設置が義務付けられています。

３つの習慣
■ 寝たばこは、絶対やめる。
■ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
■ ガスこんろなどのそばを離れる時は、必ず火を消す。

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

※※※ 消防署からのお知らせ ※※※
石橋地区消防組合では、消防・災害情報メール配信を始めました。
登録の手順は、石橋地区消防組合ホームページに掲載されています。

■お問い合わせ先　通信指令課　☎（５３）１１１９

４つの対策
■ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
■ 寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
■ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
■ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

火災と救急・救助は１１９番

石 橋 地 区 消 防 組 合
ht t p : / /www .119 - i f d . o r . j p /
下 野 市 ・ 壬 生 町 ・ 上 三 川 町

石 橋 地 区 消 防 団 連 絡 協 議 会
石 橋 地 区 危 険 物 保 安 協 会
石橋地区女性防火クラブ連絡協議会

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

期間中
下野市・壬生町は防災情報伝達システム等による屋外拡声器でお知らせします。（随時）
上三川町はサイレンを鳴らします。（夕方６時）

住宅火災で亡くなった方の約６割が「逃げ遅れ」です。火災警報器は火災の発生をいち早く知らせ、
逃げ遅れを防ぐとともに素早い消火活動につなげて被害を小さくする効果があります。
※古い住宅用火災警報器は、電子部品の寿命や電池切れなどで、火災を感知しなくなることがあるため、とても
　危険です。取り替えの目安は、10年。平成18年6月1日に新築住宅での取り付けが義務付けられました。
（既存住宅は平成21年6月1日）そろそろ交換の目安の10年。あなたのご家庭では大丈夫ですか？

ピーピーピー火事
です

消したはず　気持ちで消すより　目で確認
やまもと ほ   の    か

下野市立南河内第二中学校　 １年　山本 帆ノ香

第37回石橋地区少年消防クラブ防火標語展　≪春季最優秀作品≫

広報しもつけ　2018.3
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個
人
番
号
確
認
書
類

　

次
の
３
点
の
い
ず
れ
か
１

つ・
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
申
請

を
し
た
希
望
者
の
み
に
交
付

さ
れ
る
顔
写
真
入
り
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）

・
通
知
カ
ー
ド
（
各
世
帯
に

送
付
さ
れ
た
紙
製
の
カ
ー
ド
）

・
個
人
番
号
記
載
の
住
民
票

本
人
確
認
書
類

■
１
点
で
足
り
る
も
の

　
（
顔
写
真
付
き
の
公
的
証
明

書
）

・
個
人
番
号
カ
ー
ド

・
運
転
免
許
証

・
パ
ス
ポ
ー
ト

・
在
留
カ
ー
ド　
　

等

■
２
点
必
要
と
な
る
も
の

・
健
康
保
険
証

・
年
金
手
帳

・
年
金
証
書

・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
母
子
手
帳

・
児
童
扶
養
手
当
証
書　

等

　

個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

の
利
用
が
開
始
さ
れ
、
児
童
手

当
の
一
部
の
手
続
を
す
る
た
め

に
は
、
ご
家
族
の
個
人
番
号
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

■
個
人
番
号
が
必
要
と
な
る
手

続「認
定
請
求
手
続
」

　

第
１
子
の
出
生
や
転
入
等
に

よ
り
児
童
手
当
を
新
規
で
申
請

す
る
場
合

※
受
給
者
と
児
童
が
別
居
す
る

場
合
の
「
別
居
監
護
申
立
」
の

手
続
等
で
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
手
続
に
必
要
と
な
る
も
の

・
請
求
者
（
受
給
者
）
と
配
偶

者
の
「
個
人
番
号
確
認
書
類
」

・
窓
口
で
手
続
を
す
る
方
の

「
本
人
確
認
書
類
」

※
請
求
者
（
受
給
者
）
本
人
以

外
の
方
が
窓
口
で
手
続
を
す
る

場
合
に
は
、「
委
任
状
」（
法
定

代
理
人
の
場
合
は
、「
戸
籍
謄

本
」）
が
必
要
で
す
。

※
請
求
者
（
受
給
者
）
と
児
童

が
別
居
す
る
場
合
に
は
、
児
童

の
「
個
人
番
号
確
認
書
類
」
も

必
要
と
な
り
ま
す
。

公
務
員
に
な
っ
た
と
き

公
務
員
で
な
く
な
っ
た
と
き

　

公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
か
ら

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
勤
務
先

が
変
わ
り
、
公
務
員
に
な
っ
た
と

き
や
公
務
員
で
な
く
な
っ
た
と
き

は
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
と
勤

務
先
の
両
方
で
手
続
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
詳
細
は
、
こ
ど
も
福
祉

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
手
続
が
遅
れ
、
市
区
町
村
と
勤

務
先
の
両
方
か
ら
手
当
の
支
給
を

受
け
た
場
合
に
は
、
手
当
を
返
還

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

児
童
手
当
は
、
原
則
、
申
請

し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
異
動
日

が
月
末
に
近
く
、
申
請
が
翌
月

と
な
っ
た
場
合
で
も
異
動
日
の

翌
日
か
ら
15
日
以
内
の
手
続
で

あ
れ
ば
申
請
月
分
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
（
15
日
特
例
）。

　

申
請
が
遅
れ
る
と
、
遅
れ
た

月
分
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
手
続
は
異
動

日
の
翌
日
か
ら
15
日
以
内
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
に
必
要
な
も
の

・
請
求
者
の
健
康
保
険
証

・
請
求
者
本
人
名
義
の
預
金
通
帳

・
印
鑑

・
保
護
者
の
個
人
番
号
確
認
書
類

（
詳
細
は
下
段
）

・
窓
口
で
手
続
を
す
る
方
の
本
人

確
認
書
類
（
詳
細
は
下
段
）

※
次
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
左

記
の
書
類
が
追
加
で
必
要
で
す
。

【
請
求
者
本
人
以
外
の
方
が
窓
口

で
手
続
を
す
る
場
合
】

・
委
任
状
（
法
定
代
理
人
の
場
合

は
戸
籍
謄
本
）

【
児
童
と
別
居
し
て
い
る
場
合
】

・
児
童
の
属
す
る
世
帯
全
員
分
の

住
民
票

・
児
童
の
個
人
番
号
確
認
書
類

転
居
（
下
野
市
内
で
の
引
越
し
）

　

住
所
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
受
給
者
と
児
童
が

別
居
す
る
場
合
は
、
別
居
監
護
申

立
の
手
続
が
別
途
必
要
と
な
り
ま

す
。

引
越
し
に
伴
う
児
童
手
当
の
手

続
に
つ
い
て

　

３
月
・
４
月
は
引
越
し
が
多
く

な
る
時
期
で
す
。
引
越
し
に
伴
う

転
入
・
転
出
等
の
届
出
と
は
別
に
、

児
童
手
当
の
手
続
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
手
続
が
遅
れ
る
と
、
手

当
の
支
給
さ
れ
な
い
月
が
発
生
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
手
続
は
、

必
ず
異
動
日
（
転
出
予
定
日
）
の

翌
日
か
ら
15
日
以
内
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

転
出
（
下
野
市
外
へ
の
引
越
し
）

　

受
給
者
の
方
が
転
出
を
さ
れ
る

と
下
野
市
か
ら
支
給
さ
れ
る
手
当

は
終
了
と
な
り
ま
す
。
下
野
市
で

の
手
続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

引
き
続
き
手
当
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
転
出
先
の
市
区
町
村
に
て

手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

転
入
（
下
野
市
内
へ
の
引
越
し
）

　

他
の
市
区
町
村
か
ら
下
野
市
へ

転
入
を
さ
れ
た
場
合
に
は
、「
認

定
請
求
手
続
」
が
必
要
で
す
。
手

続
を
さ
れ
な
い
と
手
当
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
に
関
す
る
手
続
の
ご
案
内

■
問
い
合
わ
せ
先　
　

こ
ど
も
福
祉
課　

☎（
32
）８
９
０
３

児
童
手
当
の
認
定
請
求
手
続
に
は

ご
家
族
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で
す
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■
留
意
事
項

　

次
の
事
項
に
該
当
す
る
方
は
申

し
込
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
破
産
手
続
き
開
始
の
決
定
を
受

け
て
復
権
を
得
て
い
な
い
者

②
禁
固
刑
以
上
の
刑
に
処
さ
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
る
ま
で
の
者

③
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人

④
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に

成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す

る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
、
そ
の

他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た
は
こ

れ
に
加
入
し
た
者

⑤
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

３
年
法
律
第
77
号
）
第
２
条
第
６

号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
ま
た
は

当
該
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を

有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者

局
窓
口
、
各
公
民
館
に
設
置
す
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
申
込
方
法
に
よ
っ
て
、
提
出
す

る
申
込
書
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
４
月
23
日
㈪
～
５
月
25
日
㈮

※
申
し
込
み
状
況
等
に
よ
り
、
受

付
期
間
を
延
長
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
延
長
す
る
場
合
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
５
月
25
日
㈮
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
選
出
方
法

農
業
委
員

　
候
補
者
が
16
名
を
超
え
た
場
合
、

ま
た
は
市
長
が
必
要
と
認
め
た
場

合
は
、
選
考
委
員
会
を
開
催
し
候

補
者
を
選
考
し
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
同
一
農
区
で
候
補
者
が
複
数
と

な
っ
た
場
合
は
、
選
考
委
員
会
を

開
催
し
、
候
補
者
を
選
考
し
ま
す
。

■
情
報
の
公
表

　
法
令
の
規
定
に
よ
り
、
個
人
ま

た
は
団
体
か
ら
推
薦
を
受
け
た
者
、

一
般
か
ら
応
募
し
た
者
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
、
受
付
期
間
の
中

間
時
点
及
び
終
了
後
に
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表
し
ま
す
。

・
公
表
す
る
事
項

氏
名
、
職
業
、
年
齢
、
性
別
、
経

歴
、
農
業
経
営
の
状
況
等

員
は
農
地
等
の
利
用
に
つ
い
て
最

適
化
の
推
進
に
取
り
組
む
体
制
強

化
の
た
め
に
設
置
さ
れ
、担
当
農
区

に
お
い
て
、農
地
や
農
業
者
に
対
す

る
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
定
員　
20
名

　
（
記
載
の
担
当
農
区
ご
と
）

■
報
酬　
月
額
３
２
，０
０
０
円

■
任
期　
委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら

　
平
成
33
年
９
月
３
日
㈮
ま
で

■
主
な
業
務
内
容

・
担
当
農
区
の
農
地
等
の
利
用
に

つ
い
て
最
適
化
の
推
進
に
係
る
現

場
活
動

・
農
地
の
出
し
手
と
受
け
手
の
掘

り
起
こ
し
を
行
い
、
担
い
手
へ
の

農
地
利
用
集
積
の
推
進

・
農
業
者
へ
の
経
営
意
向
に
関
す

る
個
別
訪
問
調
査
な
ど

※
農
業
委
員
会
の
議
決
を
必
要
と

す
る
委
嘱
に
よ
って
選
出
さ
れ
ま
す
。

共
通
事
項

■
申
込
方
法

⑴
個
人
推
薦
⑵
団
体
推
薦
⑶
一
般

応
募
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。
所

定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
は
、
農
業
委
員
会
事
務

農
業
委
員

　
農
業
者
の
代
表
と
し
て
、
市
内

の
農
地
利
用
の
調
整
を
主
な
業
務

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
上

の
農
業
者
の
代
表
者
機
関
と
し
て

の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

■
定
員　
16
名

※
認
定
農
業
者
が
過
半
数（
９
名
）

以
上
で
あ
る
こ
と
が
要
件
で
す
。

■
報
酬

会
長　
　
月
額
５
２
，
０
０
０
円

会
長
職
務
代
理

月
額
４
３
，
０
０
０
円

委
員　
　
月
額
３
８
，
０
０
０
円

■
任
期　
９
月
４
日
㈫

～
平
成
33
年
９
月
３
日
㈮

■
主
な
業
務
内
容

・
農
地
の
貸
借
・
売
買
・
農
地
転

用
の
許
可
に
つ
い
て
、
総
会
に
出

席
し
て
審
議
・
判
断
を
行
う
こ
と

・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
施
策
に

関
す
る
意
見
の
決
定

・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
指
針
の

作
成
な
ど

※
市
議
会
の
同
意
を
得
て
市
長
に

よ
っ
て
任
命
さ
れ
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
新
制
度
に
お
い
て
新
設
さ
れ
ま

し
た
。
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

　
新
制
度
で
の
農
業
委
員
会
が

　
９
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
よ
り
、

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
田
畑
な
ど
の

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進

を
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
に
対
す
る
熱
意
・
見
識
を

も
ち
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
と
し
て
ご
尽
力
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
農
業
者
に
限

ら
ず
、
一
般
の
方
か
ら
も
広
く
募

集
し
ま
す
。

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
募
集
！

■
問
い
合
わ
せ
先　
農
業
委
員
会
事
務
局
☎（
32
）８
９
１
５
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田
畑
を
農
地
以
外
に
利
用
す
る

　
と
き
は
許
可
が
必
要
で
す

　
田
畑
な
ど
の
農
地
を
、
農
地
以

外
（
宅
地
や
工
業
用
地
、
駐
車
場

な
ど
）
に
利
用
す
る
こ
と
を
農
地

転
用
と
い
い
ま
す
。
農
地
転
用
の

際
に
は
農
業
委
員
会
へ
の
許
可
や

届
出
が
必
要
で
す
。

　
農
地
転
用
は
申
請
地
の
所
在
に

よ
っ
て
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。

申
請
地
が
市
街
化
区
域
の
場
合

　
農
業
委
員
会
へ
の
届
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

申
請
地
が
市
街
化
区
域
外
（
市

街
化
調
整
区
域
）
の
場
合

　
農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

※
必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
申
請
地
の
面
積
が
４
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
下
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

許
可
を
得
ず
に
農
地
転
用
を

行
っ
た
場
合
、
罰
則
が
科
せ
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
３
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
３
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
）

　
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
農
業
委
員
等
の
募
集
に
つ
い
て

　
説
明
会
を
行
い
ま
す

■
日
時　
３
月
27
日
㈫
午
後
６
時

■
場
所　
市
役
所

■
内
容

・
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
業
務
内
容
の
説
明
・

申
込
方
法
に
つ
い
て

・
申
込
書
の
記
入
に
つ
い
て
等

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推

進
と
は
？

　
農
地
を
地
域
の
担
い
手
へ
貸
し

出
す
こ
と
で
、
農
地
の
効
率
的
利

用
を
進
め
る
こ
と
や
、
耕
作
放
棄

地
の
発
生
防
止
や
そ
の
解
消
、
農

業
へ
の
新
規
参
入
の
支
援
活
動
を

指
し
ま
す
。

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
ち
が
い
は
？

　
農
業
委
員
は
農
地
の
貸
借
・
売

買
・
農
地
転
用
の
許
可
に
つ
い
て
、

総
会
で
の
議
決
権
を
有
し
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
総

会
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
は
担
当
農
区
で
の
地
域

で
の
農
地
や
農
業
者
に
対
す
る
現

場
で
の
活
動
が
主
な
業
務
に
な
り

ま
す
。

申込区分 担　当　す　る　農　区 定数
南河内１ 下原、西区、一丁目、二丁目、三丁目、緑 １名

南河内２ 四丁目、五丁目、六丁目、祇園町、成田、祇園 １名

南河内３ 町田上、町田下、谷地賀上、谷地賀下、下文狹、西田中、東田中 １名

南河内４ 地久目喜、仁良川上、仁良川下 １名

南河内５ 本吉田、本吉田南、磯部 １名

南河内６ 川島、上吉田、鯉沼、三王山 １名

南河内７ 塚越、的場、上坪山、東根 １名

南河内８ 絹板、絹板台、台坪山、西坪山 １名

石　橋１ 石橋、花の木、大松山、上大領、中大領 １名

石　橋２ 東前原、下大領、入の谷、下石橋 １名

石　橋３ 上台、下長田 １名

石　橋４ 細谷、橋本 １名

石　橋５ 上古山１農区、上古山２農区、上古山３農区、上原 １名

石　橋６ 下古山１区、下古山２区、下古山３区、通古山１区、通古山２区、若林南、若林北 １名

国分寺１ 駅前、下町、仲町、上町、医大前 １名

国分寺２ 関根井、笹原 １名

国分寺３ 箕輪１、箕輪２、川西１、川西２、南国分 １名

国分寺４ 川東、川北、川南 １名

国分寺５ 国分１、国分２、国分３、紫 １名

国分寺６
柴南１、柴南２、柴南３、柴南４、柴南５、柴北１、柴北２、柴北３、駅東、烏ヶ森、旭ヶ丘、
日の出町、丸野町

１名

※農業委員については、申し込み時に担当する農区を指定することはできません。

農地利用最適化推進委員の担当する農区一覧
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Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
就
職
や
入
学
の
条
件
に
、
Ｍ
Ｒ

（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
を
加
え
る
と
こ
ろ
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
の
感
染
予
防
と
、
周

囲
へ
の
二
次
感
染
予
防
の
た
め
、

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
対

象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
対
象
者

　
年
長
児

（
平
成
23
年
４
月
２
日
～
平
成
24

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

■
助
成
内
容

　
未
接
種
の
方
は
、
期
間
内
（
３

月
31
日
㈯
ま
で
）
は
無
料
（
公
費

負
担
）
で
接
種
で
き
ま
す
の
で
、

早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

二
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
小
学
校
６
年
生
の
時
期
に
、
二

種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混

合
）
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
お
済
で
な

い
方
は
、
期
間
内
（
13
歳
の
誕
生

日
の
前
日
ま
で
）
に
接
種
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。
対
象
年
齢
の
方

は
、
無
料
（
公
費
負
担
）
で
接
種

で
き
ま
す
が
、
対
象
年
齢
を
過
ぎ

る
と
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
小
学
校
卒
業
後
も
13
歳
未
満

（
13
歳
の
誕
生
日
の
前
日
）
ま
で

は
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
が
、
可

能
な
限
り
小
学
校
６
年
生
で
の
接

種
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
提

出
は
お
済
み
で
す
か
？

　
平
成
29
年
度
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

の
ポ
イ
ン
ト
が
15
ポ
イ
ン
ト
以
上

貯
ま
っ
た
方
は
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
を
健
康
増
進
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
郵
送
、
各
公
民
館
に
あ

る
カ
ー
ド
回
収
箱
経
由
で
の
提
出

も
可
）。
提
出
い
た
だ
い
た
方
に

は
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
は
、
必
ず

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
生
年

月
日
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
提
出
期
限　
３
月
31
日
㈯

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効
。

※
健
康
増
進
課
窓
口
は
、
３
月
31

日
㈯
は
休
み
と
な
り
ま
す
。
各
公

民
館
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子
育
て
巡
回
相
談

　
子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩
み

や
心
配
ご
と
の
相
談
を
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
心
理
士
・
保

育
士
等
が
お
受
け
し
ま
す
。

■
日
時　
３
月
19
日
㈪

　
午
前
９
時
～
11
時

■
場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
く
し
（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

■
相
談
員　
心
理
士
・
保
育
士

■
日
時　
３
月
26
日
㈪

　
午
前
９
時
～
11
時

■
場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

み
る
く
（
わ
か
ば
保
育
園
内
）

■
相
談
員

　
心
理
士
・
看
護
師
・
保
育
士

※
「
み
る
く
」
を
初
め
て
利
用
さ

れ
る
場
合
に
は
、
防
犯
対
策
の
た

め
に
入
館
者
登
録
（
名
札
代
）
３

１
０
円
が
か
か
り
ま
す
。

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

随
時
保
育
士
が
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

H
ea

lth
 Information

保健便り Health Information
ヘルスインフォメーション

お
知
ら
せ

相　
　
談

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る
く

　
３
月
は「
自
殺
対
策
強
化
月

間
」で
す
。ス
ト
レ
ス
社
会
と

言
わ
れ
る
現
代
社
会
で
こ
こ

ろ
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
皆
さ
ん
は「
ス
ト
レ
ス
サ
イ

ン
」の
こ
と
は
ご
存
知
で
す

か
？「
ス
ト
レ
ス
サ
イ
ン
」は
大

き
く
分
け
て
３
つ
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、イ
ラ
イ
ラ
、不
安
、

気
分
の
落
ち
込
み
な
ど
の「
こ

こ
ろ
の
サ
イ
ン
」で
す
。２
つ
目

は
、飲
酒
量・
喫
煙
量
の
増
加
、

仕
事
で
の
ミ
ス
や
事
故
、ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
の
増
加
な
ど
の「
行

動
の
サ
イ
ン
」で
す
。３
つ
目
は

頭
痛
、肩
こ
り
、腰
痛
、目
の
疲

れ
、動
悸
、息
切
れ
、食
欲
低
下
、

便
秘
、下
痢
、不
眠
な
ど
の「
か

ら
だ
の
サ
イ
ン
」で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き

合
う
に
は
、自
分
の
ス
ト
レ
ス

サ
イ
ン
を
知
り
、「
セ
ル
フ
ケ

ア
」を
し
て
、早
め
に
対
処
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。趣
味
を

楽
し
ん
だ
り
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

等
の
軽
い
運
動
を
す
る
等
自

分
に
あ
っ
た「
セ
ル
フ
ケ
ア
」

を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ
こ
っ
と

健
康
メ
モ
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保健便り■問い合わせ先■　健康増進課　☎（32）8905保健便り ■問い合わせ先■　健康増進課　☎（32）8905

医
療
コ
ラ
ム
　
国
保
で
わ
か
る
！
健
康
安
心
！

獨
協
医
科
大
学
　
准
教
授
　
種
市
　
ひ
ろ
み

栃
木
県
の
平
均
寿
命
に
つ
い
て

ご
存
知
で
す
か
？

い
つ
も
下
位
な
の
で
す

　
昨
年
12
月
、
厚
生
労
働
省
は
都

道
府
県
別
生
命
表
を
公
表
し
ま
し

た
。
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
て
、

ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、栃
木
県
の
平
均
寿
命
は
、女
性

が
ワ
ー
ス
ト
２
位
、
男
性
が
ワ
ー

ス
ト
６
位
で
し
た
。
特
に
女
性
の

平
均
寿
命
は
、
昭
和
50
年
（
１
９

７
５
年
）
か
ら
今
ま
で
常
に
ワ
ー

ス
ト
５
に
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
い
っ
た
い
ど
う
し
た
こ
と
か
…

と
不
思
議
に
思
い
ま
す
。
ち
な
み

に
、
女
性
の
平
均
寿
命
の
ト
ッ
プ

は
長
寿
で
有
名
な
長
野
県
、
男
性

の
ト
ッ
プ
は
滋
賀
県
で
し
た
。

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
の
生
命
表
は
、死
亡
状
況
を

都
道
府
県
単
位
で
比
較
分
析
す
る

た
め
に
、５
年
ご
と（
国
勢
調
査
年
）

に
作
成
さ
れ
ま
す
。今
回
公
表
さ

れ
た
生
命
表
は
、平
成
27
年（
２
０

１
５
年
）の
国
勢
調
査
に
よ
る
も
の

で
、11
回
目
の
結
果
発
表
と
な
り

ま
す
。平
均
寿
命
は
年
々
伸
び
て
い

ま
す
が
、な
ぜ
、都
道
府
県
に
よ
っ

て
差
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。そ
の

理
由
を
探
る
う
え
で
重
要
な
手
掛

か
り
は
、何
が
原
因
で
亡
く
な
っ
て

い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。主
な

病
気
の
う
ち
、栃
木
県
が
上
位
を

占
め
る
も
の
を
調
べて
み
ま
し
た
。

栃
木
県
の
特
徴

　
す
る
と
、
脳
梗
塞
、
脳
出
血
な

ど
の
脳
血
管
疾
患
、
急
性
心
筋
梗

塞
な
ど
の
心
疾
患
と
い
っ
た
脳
・

循
環
器
系
の
疾
患
に
よ
る
死
亡
が
、

全
国
的
に
み
て
上
位
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
亡
く
な
っ

た
方
の
人
数
と
し
て
は
、「
が
ん
」

が
ト
ッ
プ
で
す
が
、
が
ん
で
亡
く

な
っ
た
方
の
割
合
（
死
亡
率
）
を

他
の
都
道
府
県
と
比
較
し
て
み
る

と
、
47
都
道
府
県
中
、
男
性
22
位
、

女
性
26
位
と
、
ち
ょ
う
ど
真
ん
中

く
ら
い
で
、
そ
れ
ほ
ど
高
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

脳
・
循
環
器
と
い
え
ば

　
脳
・
循
環
器
系
の
疾
患
と
い
う

と
、
皆
さ
ん
は
何
を
想
像
し
ま
す

か
。
そ
う
で
す
。
生
活
習
慣
病
で

す
。
生
活
習
慣
の
影
響
を
受
け
る

病
気
で
す
。
例
え
ば
、
脳
梗
塞
は

高
血
圧
と
、
心
筋
梗
塞
は
動
脈
硬

化
と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
糖
尿
病
や
脂
質
異
常
症

（
高
脂
血
症
）
と
も
関
連
し
、
禁

煙
や
運
動
、
食
事
と
い
っ
た
生
活

習
慣
の
見
直
し
、
そ
し
て
ス
ト
レ

ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
重
要
で
す
。

す
ぐ
に
、簡
単
に
で
き
る
こ
と

　
健
康
に
関
す
る
講
演
会
、
テ
レ

ビ
や
新
聞
な
ど
、
世
の
中
に
健
康

情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。わ
か
っ

て
い
る
け
れ
ど
、
好
き
な
も
の
は

食
べ
た
い
、
運
動
は
時
間
が
な
い

か
ら
で
き
な
い
、
た
ば
こ
を
や
め

る
と
ス
ト
レ
ス
が
…
な
ど
、
で
き

な
い
理
由
を
挙
げ
る
と
き
り
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
歩
き
ま
し
ょ

う
。
格
好
よ
く
言
う
と
「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
で
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
薦
め
る
理
由

　

ア
メ
リ
カ
で
の
研
究
で
す
が
、

週
２
時
間
未
満
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
す
る
グ
ル
ー
プ
と
比
較
す
る
と
、

全
く
し
な
い
グ
ル
ー
プ
の
死
亡
リ

ス
ク
が
26
％
上
昇
し
た
と
い
う
の

で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
い
っ
て

も
、
20
分
で
1.6
㎞
歩
く
程
度
の
速

さ
で
す
か
ら
、
お
買
い
物
の
と
き
、

ち
ょ
っ
と
だ
け
速
く
歩
く
程
度
の

速
さ
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
習

慣
と
し
て
行
う
こ
と
で
、
心
疾
患

に
よ
る
死
亡
リ
ス
ク
が
20
～
30
％

低
下
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
高
血
圧
、

脂
質
異
常
の
リ
ス
ク
も
低
下
さ
せ
、

も
ち
ろ
ん
肥
満
に
も
効
果
的
で
す
。

さ
ら
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
ス

ト
レ
ス
解
消
に
も
役
立
ち
ま
す
。

気
分
を
明
る
く
す
る
作
用
が
あ
り
、

う
つ
症
状
の
軽
減
に
も
役
立
つ
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
実
は
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
こ
こ
ろ
の
緊
張

を
和
ら
げ
、
脳
内
で
の
「
エ
ン
ド

ル
フ
ィ
ン
」
の
分
泌
を
高
め
て
い

ま
す
。
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
と
は
、

脳
内
で
働
く
神
経
伝
達
物
質
の
ひ

と
つ
で
、
鎮
痛
効
果
が
あ
り
、
気

分
の
高
揚
・
幸
福
感
な
ど
を
感
じ

や
す
く
な
り
ま
す
。

春
の
日
差
し
の
中

　
気
分
は
う
き
う
き
、
桜
や
新
緑

の
中
を
幸
せ
な
気
持
ち
で
歩
い
て

み
ま
し
ょ
う
。エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
が

出
て
、ま
す
ま
す
幸
せ
な
気
分
！

心
も
体
も
健
康
に
。

参
考
文
献

厚
生
労
働
省
：
平
成
27
年
都
道
府

県
別
生
命
表
年
齢
調
整
死
亡
率
の

概
況

一
般
社
団
法
人　
日
本
生
活
習
慣

病
予
防
協
会
：
生
活
習
慣
病
の
調

査
・
統
計

都道府県別平均寿命（平成27年）

男性（歳） 女性（歳）

全　国　80.77 全　国　87.01

１ 滋　賀　81.78 長　野　87.67

２ 長　野　81.75 岡　山　87.67

３ 京　都　81.40 島　根　87.64

… …

41 福　島　80.12 和歌山　86.47 

42 栃　木　80.10 岩　手　86.44 

43 鹿児島　80.02 福　島　86.40 

44 和歌山　79.94 秋　田　86.38 

45 岩　手　79.86 茨　城　86.33 

46 秋　田　79.51 栃　木　86.24 

47 青　森　78.67 青　森　85.93

都道府県別死亡率における
栃木県の順位（47都道府県中）

病　　名 男性 女性

脳血管疾患 ４位 ２位

脳　梗　塞 ８位 ３位

心　疾　患 ５位 ５位

急性心筋梗塞 15 位 ８位

大動脈瘤・解離 ６位 ４位
厚生労働省：平成27年度データ
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国民年金だより

に
請
求
書
（
黄
色
）
を
発
送
し
て

い
ま
す
。
ご
相
談
・
お
手
続
き
が

お
済
み
で
な
い
方
は
、
年
金
事
務

所
へ
ご
予
約
の
う
え
お
早
目
に
ご

相
談
・
お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
黄
色
の
請
求
書
が
届
か
な
い
方

で
も
、
任
意
加
入
の
申
出
に
よ
り

期
間
を
加
え
た
り
、
合
算
対
象
期

間
を
含
め
て
年
金
を
受
給
で
き
た

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
自
身
の
資
格
期
間
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
年
金
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
資
格
期
間
：
保
険
料
納
付
済
・

免
除
期
間
、
合
算
対
象
期
間
、
厚

生
年
金
の
加
入
期
間
な
ど

※
制
度
改
正
の
注
意
点

・
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
年
齢

要
件
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

・
遺
族
の
年
金
や
障
が
い
の
年
金

の
権
利
を
有
し
て
い
る
場
合
、
老

齢
の
年
金
を
決
定
し
て
も
併
給
調

整
に
よ
り
停
止
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
今
回
の
制
度
改
正
に

よ
っ
て
手
続
き
を
行
っ
て
も
、
受

け
取
る
年
金
額
が
変
わ
ら
な
い

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

・
遺
族
厚
生
年
金
の
受
給
要
件
は

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
亡
く
な
ら

れ
た
方
の
資
格
期
間
が
25
年
以
上

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

受
給
資
格
期
間
の
短
縮

　
平
成
29
年
８
月
か
ら
、
年
金
を

受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
期

間
が
10
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
年
金
機
構
に
お
い
て
、
資

格
期
間
が
10
年
以
上
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
た
方
に
は
、
ご
自
宅
宛

き
く
だ
さ
い
。

■
申
請
先　
市
民
課

■
必
要
な
も
の

　
年
金
手
帳
、
印
鑑
、
学
生
証
ま

た
は
在
学
証
明
書
、
失
業
し
た
場

合
は
雇
用
保
険
の
離
職
票
ま
た
は

受
給
資
格
者
証

将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に

　

学
生
納
付
特
例
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間

に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
（
下
記
の

表
を
参
照
）。
就
職
な
ど
で
収
入

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
額
す

る
た
め
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る「
追

納
制
度
」
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
年
度

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度

目
以
降
は
、
当
時
の
保
険
料
に一定

の
金
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
先　
市
民
課

■
必
要
な
も
の

　
年
金
手
帳
、
印
鑑

ま
す
）

■
所
得
の
基
準
額

　

免
除
を
受
け
る
年
度
の
前
年
所

得
が
１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
の

数
×
38
万
円
＋
社
会
保
険
料
控
除

等
以
下
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

■
承
認
期
間
と
更
新
手
続
き

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は

4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
と
な
り

ま
す
。

　

次
の
年
度
も
同
じ
学
校
に
在
学

予
定
で
あ
る
場
合
、
3
月
下
旬
に

更
新
の
案
内
と
申
請
書
が
送
ら
れ

て
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
学
生

で
あ
れ
ば
、
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
上
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
申
請
書
を
紛
失
し
た
場

合
や
、
前
年
度
と
違
う
学
校
に
在

学
し
て
い
る
場
合
は
、
市
民
課
で

申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
受
付

　
平
成
30
年
度
分
（
平
成
30
年
4

月
～
平
成
31
年
3
月
分
）
の
学
生

納
付
特
例
は
、
4
月
2
日
㈪
か
ら

受
付
と
な
り
ま
す
。

※
更
新
手
続
き
を
さ
れ
た
方
は
申

請
不
要
で
す
。

　
申
請
時
か
ら
2
年
1
か
月
前
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
って
い
ま
す
。

　

申
請
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
未
納

と
な
っ
て
い
る
方
は
早
め
に
お
手
続

学
生
納
付
特
例
に
つ
い
て
の
ご

案
内

　
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
の
方
は
、

学
生
で
あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
学
生
に
つ
い
て
は
、
申
請
に

よ
り
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
本
人
の
所
得

が一定
以
下
の
学
生
が
対
象
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
家
族
の
方
の
所
得

は
問
い
ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
人

　

対
象
と
な
る
学
生
と
は
、
大
学

（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

及
び
各
種
学
校
、
一
部
の
海
外
大

学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
、

夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
課
程

の
方
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん

ど
の
学
生
の
方
が
対
象
に
な
り
ま

す
。（一部
対
象
外
の
学
校
が
あ
り

国民年金
だより
問い合わせ先

市民課　　☎（32）8895
栃木年金事務所

☎0282（22）4131

納付 学生納付特例 
（承認期間） 未納

老齢基礎年金
受給資格期間 ○ 

入ります
○ 

入ります
× 

入りません

年金額に計算 ○ 
入ります

× 
入りません

× 
入りません

障 が い 基 礎 年 金 の 受 給 資 格 期 間 
遺 族 基 礎 年 金 の 受 給 資 格 期 間

○ 
入ります

○ 
入ります

× 
入りません

学生納付特例承認期間と年金受給資格期間等との対応表

未納のままだと、障がい基礎年金や遺族基礎年金に該当するような場合でも、納付要件
が満たされず、年金が受給できない場合があります。
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■問い合わせ先■　環境課　☎（32）8898

環境トピッ
クス

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
平
成
18
年
８
月
ま
で
に
建
て
ら

れ
た
建
築
物
な
ど
に
は
、
ア
ス
ベ

ス
ト
を
含
む
建
材
が
使
用
さ
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
解
体
等
工
事
の
発
注
者
は
、
受

注
業
者
が
行
う
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

建
材
の
使
用
状
況
の
事
前
調
査
及

び
費
用
負
担
な
ど
に
協
力
を
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際

に
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
適
正
管
理

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ

り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県
環
境
保
全
課

　
☎
０
２
８（
６
２
３
）３
１
８
８

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
は

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出

せ
ま
せ
ん
！

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
以
外
は
す

べ
て
事
業
所
ご
み
で
す
。
飲
食
店

や
店
舗
、
事
務
所
な
ど
か
ら
で
る

ご
み
（
事
業
系
一
般
廃
棄
物
）
は
、

一
般
家
庭
用
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の

ご
み
は
事
業
者
自
ら
の
責
任
に
お

い
て
適
正
に
処
理
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
原
則
で
す
。
事
業
者
の
皆

様
に
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

に
よ
り
処
理
さ
れ
ま
す
よ
う
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業

者
に
委
託
す
る
場
合

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
が
許
可
業

者
と
契
約
し
、
排
出
す
る
方
法
で

す
。
排
出
曜
日
・
時
間
、
排
出
場

所
、
排
出
方
法
な
ど
は
、
許
可
業

者
と
相
談
の
う
え
取
り
決
め
て
く

だ
さ
い
。（
収
集
許
可
業
者
に
つ

い
て
は
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

■
自
ら
処
理
施
設
に
搬
入
す
る
場

合
　
事
業
者
が
自
ら
処
理
施
設
等
に

運
ん
で
処
理
す
る
場
合
は
、
適
正

な
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
処
理
機
器
等
の
設
置
に

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す

　
ご
み
減
量
化
対
策
と
し
て
、
家

庭
の
台
所
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
生

ご
み
の
自
家
処
理
を
推
進
す
る
た

め
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
や
機
械
式

生
ご
み
処
理
機
を
設
置
さ
れ
た
方

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
申
請
方
法
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
環
境
課
の
窓
口
ま
た
は
お

電
話
に
て
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
補
助
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
し
て
お
り
、

市
税
を
完
納
し
て
い
る
方
。（
過

去
５
年
間
、
本
補
助
金
を
受
け
た

方
を
除
く
）

■
補
助
対
象
処
理
機
器

　
市
が
認
め
る
家
庭
用
生
ご
み
処

理
機
器
１
台
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
に
つ
い
て
は
２

基
と
し
、
他
の
処
理
機
器
と
は
別

に
数
え
ま
す
。

■
補
助
金
の
額

　
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内
と
し
、

機
械
式
生
ご
み
処
理
機
に
つ
い
て

は
上
限
２
０
，
０
０
０
円
、
コ
ン

ポ
ス
ト
容
器
に
つ
い
て
は
１
基
に

つ
き
上
限
４
，
０
０
０
円
と
し
ま

す
。

生
ご
み
の
水
を
切
り
ま
し
ょ
う

　
生
ご
み
の
約
80
％
は
水
分
で
す
。

水
分
は
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
重
量

を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
腐
敗
し

悪
臭
を
発
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

■
水
切
り
の
効
果

　

ご
み
の
減
量
化
や
悪
臭
防
止
、

焼
却
処
理
時
の
燃
焼
効
率
上
昇
な

ど
が
期
待
で
き
ま
す
。

■
水
切
り
の
ポ
イ
ン
ト

①
野
菜
・
果
実
は
皮
を
む
い
て
か

ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。

②
水
分
の
多
い
も
の
は
細
か
く
切

り
ま
し
ょ
う
。

③
水
切
り
容
器
や
ネ
ッ
ト
な
ど
の

水
切
り
グ
ッ
ズ
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

④
ご
み
と
し
て
出
す
前
に
ひ
と
絞

り
し
て
水
切
り
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。
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廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は

原
則
禁
止
で
す

　
「
洗
濯
物
に
煙
の
臭
い
が
つ
い

て
し
ま
う
」「
煙
の
臭
い
で
窓
が

開
け
ら
れ
な
い
」
な
ど
、
ご
み
を

焼
却
し
た
際
に
発
生
す
る
煙
や
臭

い
で
困
っ
て
い
る
人
が
あ
な
た
の

ご
近
所
に
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
自
分
で

焼
却
せ
ず
、
決
め
ら
れ
た
日
に
行

政
カ
レ
ン
ダ
ー
の
「
家
庭
ご
み
の

正
し
い
分
け
方・出
し
方
」に
従
っ

て
分
別
し
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
自
宅
で
刈
っ
た
雑
草
等

を
排
出
す
る
際
に
は
、
ご
み
減
量

化
の
た
め
、
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
お

出
し
く
だ
さ
い
。

　
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
、
み

ん
な
が
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

　
市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の

構
築
と
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
不

用
品
リ
サ
イ
ク
ル
の
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の『
譲
り
ま
す
』『
譲
っ

て
ほ
し
い
』
情
報
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は

環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
た
い
〉

浴
衣
用
女
性
も
の
下
駄
（
23
㎝
）、

授
乳
用
ク
ッ
シ
ョ
ン
、
ひ
な
人
形

（
ケ
ー
ス
タ
イ
プ
）、
七
五
三
５
歳

男
子
の
着
物
セ
ッ
ト

〈
譲
っ
て
ほ
し
い
〉

子
ど
も
用
自
転
車
（
14
イ
ン
チ
、

16
～
18
イ
ン
チ
、
24
イ
ン
チ
）、

扇
風
機
、
ふ
と
ん
、
電
子
レ
ン
ジ
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
テ
レ
ビ
、

テ
レ
ビ
録
画
機
器
、
ソ
フ
ァ
ー
、

ヤ
マ
ハ
教
材
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
石

油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
サ
イ
ク
ロ

ン
掃
除
機
、
薬
師
寺
幼
稚
園
運
動

着
・
制
服
女
子
一
式
、
南
河
内
二

中
制
服
（
女
子
）、
女
児
服
（
１

３
０
～
１
５
０
㎝
）、男
児
服
（
１

２
０
～
１
４
０
㎝
）、
国
分
寺
中

男
子
制
服
・
体
操
着
（
１
６
０
～

１
６
５
㎝
）

ペ
ッ
ト
の
受
動
喫
煙
に
注
意
！

　
煙
草
の
副
流
煙
は
、
人
だ
け
で

は
な
く
犬
や
猫
等
の
ペ
ッ
ト
の
健

康
に
悪
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
動
物
た
ち
は
人
間
以

上
に
臭
い
に
敏
感
で
す
。
煙
草
の

臭
い
が
想
像
以
上
に
大
き
な
ス
ト

レ
ス
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

ペ
ッ
ト
に
も
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

　
煙
草
以
外
に
も
、
化
学
薬
品
の

使
用
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
消
臭

剤
や
殺
虫
剤
等
も
、
体
の
小
さ
い

動
物
達
に
は
悪
影
響
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
近
く
で
使
用
す
る

こ
と
は
避
け
、
使
用
し
た
ら
十
分

に
換
気
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

資
源
物
の
持
ち
去
り
禁
止

　
資
源
物
の
持
ち
去
り
行
為
を
防

止
す
る
た
め
、
資
源
物
収
集
日
に

は
環
境
課
の
職
員
が
早
朝
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
持

ち
去
り
行
為
が
あ
っ
た
場
合
は
、

持
ち
去
り
行
為
者
に
対
し
て
警
告

を
行
い
ま
す
が
、
悪
質
な
も
の
に

対
し
て
は
禁
止
命
令
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
で
も
従
わ
な
い
持

ち
去
り
行
為
者
に
対
し
て
は
、
刑

事
告
発
を
行
い
ま
す
。（
罰
則
：

20
万
円
以
下
の
罰
金
）

　
持
ち
去
り
行
為
者
の
車
両
の
制

止
や
声
か
け
は
、
ト
ラ
ブ
ル
や
事

故
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、

持
ち
去
り
行
為
を
見
か
け
た
ら
、

環
境
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
「
日
時
」「
場
所
」「
資
源
物
の

種
類
」「
車
両
の
特
徴（
ナ
ン
バ
ー
、

車
種
、色
）」「
行
為
者
の
特
徴（
人

数
、
性
別
、
年
齢
）」
を
分
か
る

範
囲
で
結
構
で
す
の
で
、
情
報
提

供
を
お
願
い
し
ま
す
。

リ
ユ
ー
ス
食
器
で
エ
コ
な

イ
ベ
ン
ト
を
！

　
市
内
で
実
施
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

に
お
い
て
リ
ユ
ー
ス
食
器
（
繰
り

返
し
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
飲

食
食
器
）
を
用
い
て
飲
食
品
を
提

供
す
る
団
体
に
対
し
、
リ
ユ
ー
ス

食
器
の
レ
ン
タ
ル
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
団
体

　
自
治
会
、
商
工
会
、
学
校
、
観

光
協
会
、
民
間
非
営
利
団
体
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
）
等
の
市
内
団
体

■
補
助
金
額

　
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
レ
ン
タ
ル
費

用
の
２
分
の
１
の
額
（
１
０
０
円

未
満
切
り
捨
て
、
上
限
３
０
，
０

０
０
円
）

※
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
紛
失
ま
た
は

破
損
等
に
よ
る
弁
償
額
に
つ
い
て

は
補
助
の
対
象
か
ら
除
き
ま
す
。

※
予
算
の
範
囲
内
で
の
交
付
と
な

り
ま
す
。

■
申
請
方
法

　
必
要
書
類
を
事
業
実
施
日
の
14

日
前
ま
で
に
環
境
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
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狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
と

飼
犬
の
新
規
登
録
を
行
い

ま
す

　
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
と
飼
犬

の
新
規
登
録
を
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
。

■
予
防
注
射
料

　
３
，５
０
０
円
（
１
頭
当
た
り
）

■
登
録
料
（
新
規
登
録
の
み
）

　
３
，０
０
０
円
（
１
頭
当
た
り
）

・
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

・
案
内
は
が
き
が
送
ら
れ
た
方
は

会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
集
合
注
射
に
来
ら
れ
な
い
場
合

は
、
最
寄
り
の
動
物
病
院
で
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
飼
犬
が
亡
く
な
っ
た
と
き
や
、

登
録
内
容
に
変
更
や
訂
正
が
生
じ

た
と
き
は
、
環
境
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

・
集
合
注
射
の
会
場
は
地
区
ご
と

で
す
が
、
い
ず
れ
の
会
場
で
も
受

け
ら
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
犬
猫
が
ご
近
所

か
ら
好
か
れ
る
た
め
に

　
誰
も
が
犬
猫
を
好
き
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
犬

猫
の
飼
い
方
は
誰
も
が
不
快
に
感

じ
ま
す
。

　
周
囲
の
人
か
ら
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
飼
い
主
は
責
任
と
自
覚

を
も
っ
て
犬
猫
を
飼
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

■
『
ふ
ん
・
尿
』
の
処
理
は
飼
い

主
の
責
任
で
す

　
散
歩
中
は
「
ふ
ん
・
尿
」
を
片

付
け
る
道
具
（
ふ
ん
を
拾
う
ス

コ
ッ
プ
、
尿
を
流
す
水
入
り
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
）
を
携
帯
し
、
必

ず
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

■
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
放
し
飼
い
を
す
る
と
、
人
に
か

み
つ
い
た
り
、
物
を
壊
し
て
し

ま
っ
た
り
と
い
う
危
険
が
あ
り
、

周
囲
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

犬
猫
の
避
妊
去
勢
手
術
に

は
市
か
ら
の
補
助
が
あ
り

ま
す

　
動
物
の
愛
護
と
適
正
な
管
理
を

啓
発
し
、
人
と
犬
や
猫
と
の
共
生

社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、
犬
猫

の
避
妊
及
び
去
勢
手
術
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
申
請
方
法
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
環
境
課
の
窓

口
ま
た
は
お
電
話
に
て
、
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
し
て
お
り
、

市
税
を
完
納
し
て
い
る
方
。

■
補
助
対
象
動
物

　
対
象
者
が
飼
育
す
る
犬
猫
と
し
、

毎
年
度
一
世
帯
当
た
り
犬
１
頭
及

び
猫
１
匹
ま
で
。
た
だ
し
、
犬
に

つ
い
て
は
、
補
助
対
象
年
度
に
狂

犬
病
予
防
法
に
規
定
す
る
登
録
及

び
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
金
の
額

・
避
妊
手
術

　
犬　
５
，
０
０
０
円

　
猫　
４
，
０
０
０
円

・
去
勢
手
術

　
犬　
４
，
０
０
０
円

　
猫　
３
，
０
０
０
円

日 地
区 実施時間 場　　所

４
月
7
日
（
土
）

石
橋

９：20～10：00 石北コミセン１号館（上原）
10：15～10：55 石橋北小学校南側
11：10～11：40 若林公民館
13：00～13：40 石橋商工会館駐車場
13：55～14：15 下野市農村環境改善センター
14：30～15：00 細谷小北側駐車場

国
分
寺

９：00～９：40 国分寺西小学校
９：55～10：15 川南集落研修センター
10：30～11：40 日酸公園
13：00～13：40 医大前コミュニティセンター
14：00～15：00 旧国分寺庁舎玄関前

南
河
内

９：15～９：55 別処山公園駐車場
10：15～10：55 南河内東体育館
11：15～11：40 谷地賀公民館
13：00～13：50 下野薬師寺歴史館駐車場
14：10～15：00 南河内図書館南側駐車場

４
月
８
日
（
日
）

石
橋

９：00～９：40 中大領構造改善センター
９：55～10：35 こどもの広場いしばし（旧テーマ館）
10：50～11：40 旧石橋庁舎中庭
13：00～13：40 児山館
14：00～15：00 古山小学校校舎東側
14：20～15：00 東前原農村公園

国
分
寺

９：10～10：00 東方館
10：15～10：50 柴公園
11：10～11：40 蔓巻公園
13：00～13：25 朝日公民館南側
13：00～14：00 関根井公民館
13：45～15：00 烏ケ森公園トイレ北側

南
河
内
９：15～10：20 ＧＴコミュニティセンター
10：40～11：40 祇園原公園ステージ前

広報しもつけ　2018.3
Shimotsuke23



図書館インフォメーション

 日 月 火 水 木 金 土

 日 月 火 水 木 金 土

 日 月 火 水 木 金 土

     1 2 3
 4 5 6 7 8 9 10
 11 12 13 14 15 16 17
 18 19 20 21 22 23 24
 25 26 27 28 29 30 31

     1 2 3
 4 5 6 7 8 9 10
 11 12 13 14 15 16 17
 18 19 20 21 22 23 24
 25 26 27 28 29 30 31

     1 2 3
 4 5 6 7 8 9 10
 11 12 13 14 15 16 17
 18 19 20 21 22 23 24
 25 26 27 28 29 30 31

Library Inform
ation

図
書
館

図
書
館
利用案内
■３月の図書館カレンダー
　（○印は休館日）

|南河内図書館 ☎48-2395

|石橋図書館 ☎52-1136

|国分寺図書館 ☎44-3399

ＱＲコード

ＱＲコード

■開館時間
　午前９時～午後７時
■図書館ホームページ
（蔵書検索・予約システム）

　PC・スマホからのご利用
　http://www.library.
　　 shimotsuke.tochigi.jp/

　携帯電話からのご利用
　https://ilisod001.apsel.jp/
　　 shimotsuke-lib/wopc/pc/mSrv

石橋図書館
■おはなし会
3月3日㈯　午前10時30分～
3月17日㈯　午前10時30分～
4月7日㈯　午前10時30分～
■著者を囲む会

「水樹涼子さん講演会＆サイン会」
3月10日㈯　午後1時30分～3時
定員：30名　※申し込み受付中
■工作会「モールでコモノづくり！」
3月11日㈰　午後2時30分　※先着10名
■読書会
3月14日㈬　午前10時～
テキスト　角田 光代 著「対岸の彼女」
■本の修理体験講座
3月15日㈭　午前10時～
3月17日㈯　午後2時～
定員：各回10名　※申し込み受付中
内容：初心者向けの簡易的な修理体験
修理したい本をお持ちください。
■ちいさなおはなし会
3月19日㈪　午前10時30分～
■新聞コラム書き写しの会
3月19日㈪　午前10時～11時30分

国分寺図書館
■新聞コラム書き写しの会（第1・3金曜）
3月2日㈮・16日㈮　午前10時～
■お話ポケットの会のおはなし会
3月10日㈯　午後2時～
絵本「じぶんだけのいろ」ほか
■読み聞かせボランティア養成講座
第2回目　実践・アドバイス
お子さまとの参加大歓迎！
3月11日㈰　午後1時30分～3時
協力：お話ポケットの会
対象：高校生以上　定員：20名
※要申し込み
■読書会
3月17日㈯　午前10時～
テキスト　西木 正明 著「凍れる瞳」
■ダンボールクラフト

「アシモをつくろうＰＡＲＴ2」
3月28日㈬　午後2時～4時
対象：小学生
定員：15組　※要申し込み
■自治医大心肺蘇生講習会
3月31日㈯　午後1時～4時
協力：自治医科大学シミュレーション
サークル　※参加自由

南河内図書館
■読書会
3月10日㈯　午前10時～
テキスト　齋藤 孝 著

「年を取るのが楽しくなる教養力」
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
3月10日㈯　午前10時30分～

「モリくんのいちごカー」ほか
3月24日㈯　午後2時～

「むしさんどこいくの」ほか
■赤ちゃんといっしょ「ベビーマッサージ」
3月15日㈭　午前10時30分～
対象：0歳児（2か月～）と保護者
定員：15組　※要申し込み
持ち物：バスタオル
講師：有野　なつみ先生

（ＲＴＡ認定スクール　えくぼ　認定講師）
■上映会「ケアニン」バリアフリー対応
日本語字幕付き
3月24日㈯　午後2時～
対象：中学生以上
場所：2階視聴覚室　※申し込み不要・出入自由
■エッグハント「卵をさがそう！」
3月31日㈯　午前11時～午後3時（予定）
＊1人1回、図書館に隠してある卵を探そう

図書館講座や催しものについては、図書
館ホームページでもご案内しています。
くわしくは各図書館におたずねください。

図書館購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
・ソバニイルヨ（石）	 …喜多川 泰
・嘘を愛する女（石）	 …岡部 えつ
・枕詞はサッちゃん（国）	 …内藤 啓子
・遺訓（石・国）	 …佐藤 賢一
・魔邸（南）	 …三津田 信三
・花精の舞（石・南）	 …波多野 聖

＜児童書＞
・ドラゴンの飼い方（石・国）	…伊藤 慎吾
・大根はエライ（石・国・南）	…久住 昌之
・はいちーず（国）	 …山岡 ひかる
・せかいいちまじめなレストラン
　（石・国・南）	 …たしろ ちさと
・えがないえほん（石・国・南）
	 …Ｂ・Ｊ・ノヴァク
・もりのちいさなしたてやさん（南）
	 …こみね ゆら

※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図
書館どこでも貸出（貸出中は予約）が
可能です。
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読書人

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【（石）＝石橋　（国）＝国分寺　（南）＝南河内】
所蔵館以外でも予約をかけていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

石橋図書館 ☎（52）1136／国分寺図書館 ☎（44）3399／南河内図書館 ☎（48）2395

図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人
今月のテーマ

芥川賞・直木賞

　１月16日に第158回芥川賞・直木
賞の受賞作が発表されました。最終
選考に残った作品と合わせてご紹介
します。発表後に単行本化された作
品など、現在発注中のものもありま
すので、詳しくは図書館にてお
尋ねください。

おらおらでひとりいぐも
若竹 千佐子 著

河出書房新社
74歳、ひとり暮らしの桃子さん。
捨てた故郷、疎遠になった息子と
娘、そして亡き夫への愛。悲しみ
の果てに、辿り着いたものとは？

「老いの境地」を描いた感動作。
（石・国・南）

芥
川
賞
受
賞
作

百年泥
石井 遊佳 著

新潮社
元夫から借りた金を返すため、日
本語教師になりインドに移り住み、
現地で百年に一度の大洪水に遭い、
川の濁流に押し流され堆積した泥
から現れた品々にまつわる出来事
を追体験する。（石・国・南）

芥
川
賞
受
賞
作

銀河鉄道の父
門井 慶喜 著

講談社
日本人なら誰でも知っている宮沢
賢治が題材。生涯夢を追い続けた
賢治と、父・政次郎との慈愛と対
立の月日を、父の視点から描いた
物語。宮沢賢治が身近に感じられ
るかも。（石・国・南）

直
木
賞
受
賞
作

火定

澤田 瞳子 著
ＰＨＰ研究所

天平の世、人々に襲った悲劇を生々
しく映し出す描写は、まさに地獄絵
図。天然痘の蔓延を食い止めようと
する医師達の奮闘を描く。

（石・国・南）

彼方の友へ

伊吹 有喜 著
実業之日本社

老人施設に届けられた可憐な箱。舞
台は平成から過去へ。戦前戦後に少
女雑誌を作り続けた人々と少女ハツ
の熱い想いが今溢れ出す。

（石・国・南）

ふたご

藤崎 彩織 著
文藝春秋

友達がピアノという女の子と異彩な少
年、二人の居場所はどこにあるのか…
感動の青春小説。著者はSEKAINO 
OWARIのバンドメンバー。（石）

くちなし

彩瀬 まる 著
文藝春秋

不倫相手と別れる際に左腕をねだる
女性「くちなし」、運命の相手に出
逢うとお互いの体に咲く花が見える
という「花虫」など7編の傑作短編集。

（石）

〈芥川賞候補作品〉
●雪子さんの足音
　木村 紅美 著（石・国）

●愛が挟み撃ち
　前田 司郎 著（石・国）

●ディレイ・エフェクト
　宮内 悠介 著（石・国）

直木賞候補作品
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スポーツ振興課スポーツ振興課
☎（32）８９２０☎（32）８９２０問い合わせ先

■
問
い
合
わ
せ
先

　
南
河
内
柔
道
部

　
担
当
　
梅
津

☎
０
９
０（
７
９
４
６
）１
２
４
０

３
年
軽
量
級

　
優　
勝　
渡
邉
悠
生（
石
）

　
準
優
勝　
谷
田
貝
有
菜（
Ｊ
）

　
第
３
位　
稲
葉
悠
真（
石
）

３
年
重
量
級

　
優　
勝　
後
藤
虎
志
朗（
石
）

　
準
優
勝　
江
田
新
太（
国
）

　
第
３
位　
近
藤
壮
秀（
国
）

４
年

　
優　
勝　
江
田
遥
聖（
国
）

５
年
男
子
軽
量
級

　
優　
勝　
野
澤
来
生（
石
）

　
第
３
位　
吉
田
龍
信（
石
）

５
年
男
子
重
量
級

　
準
優
勝　
近
藤
優
兼（
国
）

　
第
３
位　
池
田
優
弥（
国
）

５
年
女
子
軽
量
級

　
優　
勝　
川
越
愛
留（
国
）

　
準
優
勝　
樺
山　
舞（
石
）

５
年
女
子
重
量
級

　
優　
勝　
岩
崎
史
南（
国
）

　
準
優
勝　
岩
崎
妃
南（
国
）

　
第
３
位　
吉
田
希
音（
石
）

６
年
重
量
級

　
優　
勝　
豊
田
和
磨（
南
）

　
準
優
勝　
狩
野
竜
也（
国
）

　
第
３
位　
加
島
太
翔（
Ｊ
）

※（
南
）：
南
河
内
柔
道
部
、

（
国
）：
国
分
寺
柔
道
会
、（
石
）：

石
橋
柔
道
会
、（
Ｊ
）：
Ｊ
Ｃ
Ｃ
下

野

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

市
長
杯
少
年
柔
道
大
会
を

開
催
し
ま
し
た

　
平
成
29
年
12
月
17
日
に
、
石
橋

武
道
館
に
て
第
12
回
下
野
市
長
杯

少
年
柔
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
内
外
の
小
学
生
・
幼
児
78

名
が
集
ま
り
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
（
敬
称
略
）

○
団
体
戦

　
優　
勝　
国
分
寺
柔
道
会

　
準
優
勝　
栃
木
市
柔
道
教
室

　
第
３
位　
石
橋
柔
道
会

◯
個
人
戦
（
市
内
の
み
）

１
年
幼
児
・
軽
量
級

　
優　
勝　
野
澤
和
生（
石
）

　
準
優
勝　
高
橋
勇
気（
石
）

　
第
３
位　
松
本
蒼
太（
石
）

１
年
幼
児
・
重
量
級

　
優　
勝　
吉
葉
琉
真（
石
）

　
準
優
勝　
照
内
翔
太（
石
）

２
年

　
優　
勝　
川
越
優
真（
国
）

　
準
優
勝　
片
桐
温
飛（
石
）

　
第
３
位　
谷
田
貝
倭
斗（
Ｊ
）

体
育
協
会

シ
ン
グ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

　
下
野
市
テ
ニ
ス
協
会
の
公
式
試

合
と
し
て
第
13
回
シ
ン
グ
ル
ス
テ

ニ
ス
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
4
月
1
日
㈰
午
前
8
時

30
分
集
合

（
雨
天
時
は
翌
週
に
順
延
）

■
場
所

　
国
分
寺
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト■
対
象
者

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

■
種
目

　
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
、
一
般

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
、
壮
年
男
子
シ

ン
グ
ル
ス
（
45
歳
以
上
）

　
全
種
目
下
野
市
代
表
選
手
選
考

の
対
象
と
し
ま
す

■
参
加
費　
１
，
５
０
０
円

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

■
申
込
期
間

　
3
月
12
日
㈪
～
22
日
㈭
午
後
5

時
ま
で

■
申
込
方
法

　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載

し
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
、
国
分
寺

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
南
河
内

体
育
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
の
窓

口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
申
し
込
み

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
規
定
の

申
込
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
受
付
完
了
の
返
信
メ
ー
ル
を
送

信
し
ま
す
。）

■
対
戦
組
み
合
わ
せ
表
発
表

　
３
月
27
日
㈫
以
降
に
テ
ニ
ス
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　
テ
ニ
ス
協
会

■
問
い
合
わ
せ
先

　
担
当
　
井
上

　
☎
０
９
０（
１
４
６
７
）０
２
６
５

　
　

tennis_m
urao@

nifty.
comテニ

ス
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://scta.b.la9.jp/

URL
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総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
会
員
募
集
の
ご
案
内

　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
３
つ
の

「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

　
運
動
が
好
き
な
方
は
も
ち
ろ
ん
、

運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り

と
し
て
も
最
適
な
ス
ポ
ー
ツ
団
体

で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
地
域
に

交
流
の
場
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

○
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
っ
て
ど
ん
な
ク
ラ
ブ
な
の
？

　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

と
は
、
多
世
代
が
一
緒
に
な
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
む
こ
と
を
テ
ー
マ
に
活
動
し

て
い
る
地
域
に
根
ざ
し
た
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
み
ん
な
が

主
役

　
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ

れ
と
で
も・い
つ
ま
で
も
」を
モ
ッ

ト
ー
に
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
よ
う

な
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
そ
の
地
域
に

住
む
皆
さ
ん
が
自
ら
主
役
と
な
り
、

自
主
運
営
し
て
い
く
み
ん
な
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

下
野
市
教
育
委
員
会

シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
塾
参
加

者
募
集

　

シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
、
余
暇
を

使
っ
て
同
世
代
の
人
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　
毎
月
第
３
土
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
内
容

　
全
12
回
。
月
ご
と
に
ハ
イ
キ
ン

グ
・
街
散
策
、
野
外
ゲ
ー
ム
や
料

理
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
対
象　
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の

市
内
在
住
者
ま
た
は
市
内
在
勤
者

■
費
用

　
１
，０
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

※
料
理
材
料
費
・
交
通
費
等
は
別

途
徴
収
し
ま
す
。

■
定
員　
30
名

■
申
し
込
み　
３
月
１
日
㈭
午
前

９
時
か
ら
30
日
㈮
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
必
要

事
項
：
①
住
所
②
氏
名
③
生
年
月

日
④
性
別
⑤
電
話
番
号
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
32
）８
９
２
０

　NPO法人グリムの里スポーツクラブでは、随時会員を募集しております。現在400数名の会員により
各種スポーツクラブ活動やイベントを行なっています。また、４月から健康麻雀クラブも発足し、スポー
ツ以外の活動にも輪を広げており、年２回開催しているキッズ教室のトランポリン教室や、２～３歳児を
対象とした親子体操教室も実施しております。あなたも、健康で明るい地域社会づくりのために活動して
いるグリムの里スポーツクラブに参加して楽しい人生を送りませんか？
■クラブ年会費
　　一般会員　2,000円　　正会員　4,000円　　　中学生以下　1,000円
■活動しているスポーツ
　・グラウンドゴルフ　　　・ターゲットバードゴルフ　　・パークゴルフ　　・ゲートボール
　・ソフトバレーボール　　・ペタンク　　　　　　　　　・カローリング　　・スポーツ輪投げ
　・バドミントン　　　　　・バウンドテニス　　　　　　・フィットネス　　・卓球
　・ラージボール卓球　　　・ソフトテニス　　　　　　　・テニス　　　　　・健康麻雀
■体験スポーツ
　上記活動種目で興味がある種目がある場合は、どなたでも体験することができますので事務局までご連
絡ください。
■主なイベント
　・グリムの里スポーツまつり　　・グラウンドゴルフ交流大会　　・パークゴルフ交流大会
　・ゲートボール交流大会　　　　・ペタンク交流大会　　　　　　・カローリング交流大会
　・スポーツ輪投げ交流大会　　　・バドミントン交流大会　　　　・ラージ卓球交流大会
　・ソフトテニス交流大会　　　　・クリスマスのつどい　　　　　・親子体操教室年２回
　・健康ハイキング　　　　　　　・軽スポーツ教室
　・キッズトランポリン教室　年２回
■申し込み・問い合わせ先
　スポーツ交流館内クラブ事務局　　担当　鈴木　　☎（52）1182（月・水・金）

会員募集のお知らせ　グリムの里スポーツクラブ
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会員募集のお知らせ　元気ワイワイ南河内
　いつでも、どこでも、いつまでも、より多くの人が生涯を通じてスポーツを楽しめる地域コミュニティ
として、「ＮＰＯ法人元気ワイワイ南河内」平成30年度の会員募集を開始します。
会員になると下表に記載のスポーツ教室1～12にどれでもいくつでも参加できます。（13～15は別途参
加費有り）
■クラブ年会費
　一般　10,000円、ジュニア(中学生以下)　7,000円、夫婦(2人)　16,000円
　ファミリー(同居家族2人以上)　　上記会員区分から1人2,000円引きした額の合計
※会費にはクラブ活動中の傷害保険料が含まれます。
※既に会員で継続を希望される方は、会費と会員証、カードケースをお持ちください。

■申し込み・問い合わせ先
　南河内体育センター内クラブ事務局　（受付時間平日午前９時～午後５時）　☎(48)5401

No. 教室名 曜日 時間 会　場 募　集　対　象

1 剣道
毎週火・金曜日 午後7時30分

～9時30分
南河内第二中武道場

小学1年生から一般
(小学生は午後9時
まで)第2・4日曜日 午後6時30分

～8時30分

2 卓球
(硬式・ラージ)

毎週土曜日(祝祭日第
5除く) 午後1時～3時 南河内体育センター 小学3年生～一般

3 ミ ニ バ ス ケ ッ ト
ボール 毎週木曜日(第5除く) 午後7時～9時 南河内体育センター 小学3年生～中学3

年生

4 バレーボール 毎週土曜日(第5除く) 午前10時～正午 南河内体育センター 小学2年生～中学3
年生

5 バドミントン 毎週月曜日・火曜日
(祝祭日第5除く) 午後7時～9時 南河内体育センター

小学4年生～一般
（月曜日は小中学生、
火曜日は大人）

6 ピラティス 第2・4水曜日 午前10時30分
～正午 南河内武道館 一般

7 足腰元気アップ体操 第2・4木曜日 午前10時～正午 南河内体育センター 一般

8 シニアテニス
サークル

第1・3日曜日 午後1時～3時
南河内テニスコート 原 則 と し て45歳 以

上の初心者・初級者
毎週水曜日(自主練習) 午前9時30分

～11時30分

9 エアロビクス 第1・3木曜日 午後1時30分
～3時 南河内体育センター 一般

10 社交ダンス 第1・3火曜日 午後7時～9時 南河内公民館 一般

11 フラダンス 第2・4金曜日 午後1時30分～3
時 南河内東公民館 一般

12 カローリング 毎週水曜日 午前10時～正午 南河内体育センター 一般

13 おためし教室 随時企画。新しい企
画をお試しで実施

14 ハイキング&
トレッキング 自然散策に良い時期 花のきれいな山等 小学4年生～一般

15
イベント・講習会

（フェスティバル・
カヌー・スキー）

随時設定 小学生以上
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会員募集のお知らせ　夢くらぶ国分寺
　NPO法人 夢くらぶ国分寺では明るく元気で健康的な地域実現を目指して、今年も地域の皆さまに
色々なスポーツを楽しんでいただけるように、平成30年度のクラブ会員募集を行います。
■対象　平成30年度に新規に会員登録を希望される方
■年会費、スポーツ安全保険

※カヌー教室を除き、高校生以上の方の保険加入は任意です。
■申し込み
　申込受付開始は3月18日(日)午前9時から先着順とし、当日の最終受付時間は午前11時30分です。
　当日先着順に会員登録申込書を配布しますので記入のうえ年会費と保険料を添えて提出してください。
　以降の申込受付は事務局在席日での受付になります。
　※一人につき1名の申し込みとなります。（家族以外は一人で複数名分の申し込みは認めません）
平成30年度実施予定のスポーツ教室

※会員外で参加する場合は参加費が変わります。※クライミング教室は、30年度は募集中止となります。
※健康ウォーキング、障がい者も一緒にやさしいスポーツ教室、未就園児親子体操教室、ビギナー水泳
教室、カヌー教室の募集についてはクラブホームページと広報しもつけでお知らせします。
■申し込み・問い合わせ先
　国分寺B&G海洋センター内クラブ事務局担当　増山　☎(44)0849(火・水・金曜日午前8時30分～午後5時15分)

中学生以下 高校生 成人 65歳以上 ファミリー(同居家族) 健康ウォーキング
年会費 1,000円 1,000円 3,000円 2,000円 7,000円 300円

保険料 800円 1,850円 1,850円 1,200円 全員の保険料の合計額 参加費に含む

事業項目 曜日 時間 会場 対象 参加費

１ 国分寺キッズクラブ 土曜日
日曜日

午前9時30分
～11時30分

国分寺運動公園
B&G海洋センター他 小学2~6年 11,000円/17回

(旅費自己負担)

2 Jr.ソフトテニス教室 土曜日 午後１時～3時 B&Gテニスコート 小学3~6年 1,200円/月

3 同上(補習教室) 1～3月
土曜日 午後3時10分～5時 B&Gテニスコート 小学6年生 3,000円/3か月

4 一般ソフトテニス教室
(STAC) 土曜日 午後3時30分

～5時30分 B&Gテニスコート 国中生徒
一般成人 500円/月

5 幼児サッカー教室 土曜日 午前8時30分
～10時 南河内東体育館 3 歳 以 上 の

幼児 1,500円/月

6 小学サッカー教室 土曜日 午後6時30分
～8時30分 みのわ古城公園 小学生 1,500円/月

7 フットサル教室 木曜日 午後7時30分
～9時30分 南河内東体育館 中学生以上 1,500円/月

8 就園児親子体操教室
(キッズワールド)

火曜日
月3回

午後3時15分
～4時30分 B&G海洋センター 3歳以上の

就園児
1,800円/月
2人目1,000円/月

9 ヒップホップダンス教室 土曜日
2回/月 午後5時～6時 東方台地コミュニティ

友愛館
小学2年生
～中学生 1,200/月

10 キンボールスポーツ教室 水曜日
2回/月

午後6時30分
～8時30分 国分寺小体育館 小学2~6年 1,000円/月

11 Jr.バレーボール教室 木曜日 午後6時30分
～8時30分 国分寺小体育館 小学2~6年 1,500円/月
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月 火 水 木 金 土 日

一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。！

め
す
す
お
に
く
と

今月誕生日の児童を掲載しています。掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

市民活動補助事業公開プレゼンテーション…P31

未就学児の保護者にデマンドバス利用券を交付します…P33

高齢者の方にデマンドバス利用券を交付します…P33

三王山ふれあい公園全面供用開始…P38

南河内農産物加工組合会員を募集します…P46

 

 

 

 

今
月
誕
生
日
！…

誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん（
小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
（32）
８
８
８
６
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）及
び
写
真
デ
ー
タ（
４
０
０
キ
ロ
バ
イ
ト
以
上
が
望
ま
し
い
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ
さ
い
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。掲
載
可
否
の
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

誕生日のみんな！
おめでとう

史跡まつり（2.14）ひと・まちづくり講演会
（2.16）

ママパパ
Englishサロン
（2.36）

キンボールスポーツ大会
（1.20）
ゆうがお混声合唱の集い
（3.31）
三王山ふれあい公園グラ
ンドオープン（3.38）

健康づくり基
礎教室（2.11）

がん患者と家
族のサロン
（2.32）

パソコン相談
窓口（2.17）

オレンジカフェ
（3.36）

市民講演会（2.29）ヘルシースタ
ート教室（2.11）
ママパパ
Englishサロン
（2.36）

市民活動補助事業
プレゼンテーション
（3.31）
緊急情報伝達試験放送
（3.36）
司法書士無料相談
（3.48）

こころの健康
相談（2.11）

市民課窓口開庁日（3.32）まろに☆えーるライブ
イベント（3.9）

ツール・ド・とちぎ（3.4）

行政書士無料
相談（3.48）
オレンジカフェ
（3.36）

子育て巡回相
談（3.18）

天平の花まつり
開始（3.40）

シングルステニス大会
（3.26）
市民課窓口開庁日（3.32）

市民課窓口開庁日（3.32）認知症介護者
交流会（2.29）

子育て巡回相
談（3.18）

市民課窓口開庁日（3.32）パソコン相談
窓口（3.10）

オレンジカフェ
（3.36）

ママパパ
Englishサロン
（3.31）

市民活動補助事業プレ
ゼンテーション（3.31）

司法書士無料
相談（3.48）
ゆうがお混声
合唱の集い
（3.31）
オレンジカフェ
（3.36）

狂犬病予防集合注射（3.23）

323/1 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 4/1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

そうちゃん

はるとくん

紗蘭
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イ
ベ
ン
ト

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

お
知
ら
せ

下
野
市
市
民
活
動
補
助
事

業
の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す

　
「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
団
体
が

自
主
的
に
取
り
組
む
市
民
活
動
等

の
事
業
を
補
助
制
度
で
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

申
請
さ
れ
た
事
業
は
、
選
考
会

で
事
業
内
容
を
公
開
で
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
た
だ
き
、
選

考
会
委
員
が
公
益
性
や
効
果
・
成

果
等
を
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
親
子
向
け
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
自
然
保
護
活
動
な

ど
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。
目
的

や
内
容
を
、
分
か
り
や
す
く
ス
ラ

イ
ド
シ
ョ
ー
を
用
い
て
説
明
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

■
日
時

　

４
月
14
日
㈯

　

午
後
1
時
〜

■
場
所

　

市
役
所
2
階　

会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
32
）８
８
８
７

人
権
擁
護
委
員
（
再
任
）
の
紹
介

　

１
月
１
日
付
け
で
、
諏
訪
守
氏

が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

諏
訪
氏
に
は
平
成
24
年
か
ら
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
人
権
擁
護
活

動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、

今
後
も
活
発
な
活
動
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
に
関

す
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
相

談
所
で
定
期
的
に
相
談
を
お
受
け

す
る
ほ
か
、
電
話
な
ど
で
も
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
全
国
共
通
人
権
相
談

　

☎（
０
５
７
０
）０
０
３
１
１
０

　
（
ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
ひ
ゃ
く

と
お
ば
ん
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
32
）８
８
８
７

役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　

株
式
会
社
フ
レ
ン
ド
様
か
ら
、

車
い
す
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
貢
献
の
た
め
、
し
も
つ
け

風
土
記
の
丘
資
料
館
に
設
置
し
、

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
に
よ
る

マ
マ
パ
パEnglish

サ
ロ
ン

　

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
英
会

話
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

国
際
交
流
員
の
マ
シ
ア
ス
さ
ん

と
一
緒
に
、
遊
び
な
が
ら
気
軽
に

英
会
話
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？
も
ち
ろ
ん
、
大
人
の
方
の
み

の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
子
ど
も
好

き
の
方
や
外
国
人
の
方
も
大
歓
迎

で
す
！

■
日
時

①
４
月
５
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
11
時

②
４
月
19
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
11
時

■
場
所　

薬
師
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

■
参
加
費

　

無
料

　

た
だ
し
参
加
者
は
国
際
交
流
協

会
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

年
会
費
１
，
０
０
０
円

■
定
員　

10
名

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
32
）８
８
８
７

ゆ
う
が
お
混
声
合
唱
の
集
い

　

ゆ
う
が
お
混
声
合
唱
の
集
い
２

０
１
８
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
ピ
ア
ノ

の
調
べ
に
、
心
と
体
を
癒
さ
れ
て

み
ま
せ
ん
か
？
皆
さ
ま
お
誘
い
あ

わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

■
開
催
日
時　

３
月
11
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
開
演

■
場
所　

グ
リ
ム
の
館

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

事
務
局　

根
本

　

skg91@
y4.dion.ne.jp

お
知
ら
せ

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

山
中
学
様
か
ら
、
金
１
万
円
の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

下
野
市
美
術
家
協
会
様
か
ら
、

金
10
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
昨
年
の
12
月
に
庁
舎
１
階

ロ
ビ
ー
で
、
協
会
展
・
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
展
を
開
催
し
た
売
上
金
の

一
部
で
す
。
学
校
の
美
術
教
育
に

1

広報しもつけ　2018.3

Shimotsuke
31



募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

■
取
扱
業
務

・
届
書
の
受
付

　

転
入
、
転
出
、
転
居
、
世
帯
変

更
届
、
印
鑑
登
録

　

国
民
健
康
保
険
及
び
国
民
年
金

の
取
得
・
喪
失
の
届
出
（
４
月
１

日
㈰
の
み
）

・
証
明
書
の
交
付

　

住
民
票
の
写
し
、
住
民
票
記
載

事
項
証
明
、
印
鑑
証
明
書
、
戸
籍

全
部
・
個
人
事
項
証
明
書
（
戸
籍

謄
本
・
抄
本
）、
戸
籍
の
附
票
の

写
し
、
身
分
証
明
書

■
取
扱
で
き
な
い
業
務

・
パ
ス
ポ
ー
ト
関
係
業
務

・
区
画
整
理
地
（
仁
良
川
・
田
中
・

石
橋
の
一
部
）
へ
の
転
入
・
転
居

・
他
市
区
町
村
や
関
係
各
課
へ
の

確
認
が
必
要
な
業
務
（
児
童
手
当

認
定
請
求
、
各
種
医
療
助
成
申
請

な
ど
）

※
ご
不
明
な
点
は
事
前
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課

　

☎（
32
）８
８
９
６

・
委
任
状
（
代
理
の
方
が
手
続
す

る
と
き
）

・
そ
の
他
、
該
当
す
る
手
続
に
必

要
な
書
類

※
新
築
へ
の
転
入
、
転
居
に
は
、

建
築
確
認
証
や
検
査
済
証
明
な
ど

も
併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

市
民
課
窓
口
を
土
日
に
も

開
庁
し
ま
す

　

住
所
異
動
の
時
期
に
伴
い
、
土

曜
日
と
日
曜
日
に
も
市
民
課
の
窓

口
を
開
庁
し
ま
す
。
お
仕
事
の
都

合
な
ど
で
平
日
に
手
続
き
が
で
き

な
い
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
一
部
の
業
務
や
他
市
区

町
村
・
関
係
各
課
等
に
確
認
を
必

要
と
す
る
手
続
き
に
つ
き
ま
し
て

は
、
お
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
内
容
に
よ
っ
て
は
平
日
、

再
度
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
土
日
開
庁
日

・
３
月
25
日
㈰

・
３
月
31
日
㈯

・
４
月
１
日
㈰

・
４
月
７
日
㈯

■
開
庁
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

■
開
庁
場
所

　

本
庁
舎
市
民
課

※
転
出
先
住
所
、
転
出
日
を
ご
確

認
の
う
え
、
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

転
出
届
を
す
る
と
「
転
出
証
明

書
（
無
料
）」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
「
転
出
証
明
書
」
を
添
え
て
、

新
し
い
住
所
地
で
転
入
届
を
し
て

く
だ
さ
い
。

転
居
・
転
入
届

　

下
野
市
内
の
引
越
・
他
市
区
町

村
か
ら
下
野
市
に
住
所
を
移
す
と

き
に
提
出
し
ま
す
。

■
必
要
な
も
の

・
前
住
所
地
で
交
付
さ
れ
た
「
転

出
証
明
書
」（
他
市
区
町
村
か
ら

転
入
す
る
方
の
み
）

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド（
お

持
ち
の
方
）

・
在
留
カ
ー
ド
ま
た
は
特
別
永
住

者
証
（
外
国
籍
の
方
）

・
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
等
）

・
印
鑑
（
認
め
印
可
）

転
入
・
転
出
等
の
届
出
に
つ
い
て

　

住
所
を
変
更
す
る
と
き
は
、
転

入
・
転
出
等
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

届
出
の
際
に
必
要
な
書
類
が
な

い
場
合
は
、
手
続
き
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

ご
確
認
の
う
え
、
市
民
課
窓
口
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

転
出
届

　

下
野
市
か
ら
他
市
区
町
村
に
住

所
を
移
す
と
き
に
提
出
し
ま
す
。

■
必
要
な
も
の

・
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
等
）

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
）

・
在
留
カ
ー
ド
ま
た
は
特
別
永
住

者
証
（
外
国
籍
の
方
）

・
印
鑑
（
認
め
印
可
）

・
委
任
状
（
代
理
の
方
が
手
続
す

る
と
き
）

・
そ
の
他
、
返
納
の
必
要
が
あ
る

も
の
（
印
鑑
登
録
証
、
国
民
健
康

保
険
証
な
ど
）

春
は
就
職
・
進
学
・
転
勤
の
季
節
で
す

届
出
を
お
忘
れ
な
く

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

保
健
師

■
募
集
人
数　

１
名

■
勤
務
日
数　

月
20
日
勤
務

■
勤
務
内
容

　

在
宅
医
療
・
在
宅
療
養
を
支
援

す
る
た
め
、
多
職
種
研
修
会
や
会

議
の
企
画
・
運
営
や
情
報
収
集
・

分
析
を
行
い
ま
す
。

歯
科
衛
生
士

■
募
集
人
数　

１
名

■
勤
務
日
数　

月
10
日
勤
務

■
勤
務
内
容

　

口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
の
基
盤
整

備
と
予
防
活
動
を
行
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

訪
問
歯
科
診
療
及
び
訪
問
衛
生

指
導
の
経
験
が
あ
る
方
で
、
介
護

保
険
の
知
識
が
あ
る
方

管
理
栄
養
士

■
募
集
人
数　

１
名

■
勤
務
日
数　

月
20
日
勤
務

■
勤
務
内
容

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
と

も
に
、
介
護
予
防
健
康
教
育
活
動

や
個
別
の
栄
養
指
導
・
訪
問
指
導

等
を
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課
☎（
32
）８
９
０
４
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イ
ベ
ン
ト

地
域
で
の
見
守
り
活
動
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

市
で
は
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
と
し
て
高
齢
者
の
安

心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

地
域
全
体
で
の
見
守
り
活
動
の
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
で
活
動
し
て
い
る
配
達
業
者
、

電
力
・
ガ
ス
会
社
、
金
融
機
関
等

35
か
所
の
事
業
所
と
協
定
を
結
び
、

地
域
内
で
の
見
守
り
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
だ
け
で
な
く
、

さ
り
げ
な
い
見
守
り
・
声
か
け
に

ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
地
域

の
高
齢
者
が
孤
立
せ
ず
に
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

見
守
り
の
中
で
気
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
32
）８
９
０
４

と
な
り
ま
す
。

■
申
請
場
所

・
高
齢
福
祉
課

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
く

ぶ
ん
じ

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
い
し

ば
し

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な

み
か
わ
ち

■
申
請
方
法

　

印
鑑
、
下
野
市
お
で
か
け
号
登

録
証
、
身
分
証
明
書
（
年
齢
が
確

認
で
き
る
も
の
）
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

※
代
理
申
請
も
可
能
で
す
。
そ
の

際
は
、
代
理
者
の
印
鑑
も
あ
わ
せ

て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
申
請
受
付
開
始
日

　

３
月
12
日
㈪

※
利
用
開
始
は
４
月
１
日
㈰
か
ら

に
な
り
ま
す
。

■
利
用
券
の
交
付

　

申
請
内
容
を
審
査
し
た
後
、
郵

送
に
て
交
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
32
）８
９
０
４

高
齢
者
の
方
に
デ
マ

ン
ド
バ
ス
利
用
券
を

交
付
し
ま
す

　

電
車
・
バ
ス
等
の
交
通
機
関
を

利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者

の
方
に
対
し
て
、
外
出
支
援
と
社

会
参
加
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
デ

マ
ン
ド
バ
ス
「
お
で
か
け
号
利
用

券
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
分
の
利
用
券
を
次

の
と
お
り
交
付
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
申
請
さ
れ
た
方

も
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
４
月
以
降
、
平
成
29
年

度
の
利
用
券
は
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
交
付
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
31

年
３
月
31
日
㈰
時
点
で
、
満
75
歳

以
上
の
方
で
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
利

用
登
録
済
の
方
（
未
登
録
の
方
は

申
請
時
に
受
付
し
ま
す
。）

■
交
付
枚
数

　

利
用
者
１
人
に
対
し
10
枚
を
交

付
し
ま
す
。

※
乗
車
１
回
に
つ
き
１
枚
を
使
用

し
ま
す
。

■
有
効
期
限

　

交
付
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31

日
㈰
ま
で
。

※
１
年
間
利
用
で
き
る
「
お
で
か

け
号
利
用
券
」
の
交
付
は
年
１
回

■
申
請
受
付
開
始
日

　

3
月
19
日
㈪

※
利
用
券
は
、
4
月
1
日
㈰
か
ら

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
ご
利
用
に
あ
た
っ
て

・
利
用
券
は
、
未
就
学
児
の
保
護

者
（
申
請
者
及
び
申
請
者
と
同
一

世
帯
の
方
に
限
り
ま
す
。）
が
、

未
就
学
児
と
と
も
に
デ
マ
ン
ド
バ

ス
を
利
用
す
る
場
合
に
の
み
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
複
数
の
保
護
者
が
同
時
に
乗
車

す
る
場
合
は
、
人
数
分
の
利
用
券

が
必
要
で
す
。

・
未
就
学
児
は
無
料
の
た
め
利
用

券
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
未
就

学
児
が
乗
車
す
る
に
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す
。

・
利
用
券
は
再
交
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

・
利
用
券
の
有
効
期
限
は
平
成
31

年
3
月
31
日
㈰
ま
で
で
す
。

※
4
月
以
降
、
平
成
29
年
度
の
利

用
券
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
32
）８
９
０
３

未
就
学
児
を
持
つ
保
護

者
に
デ
マ
ン
ド
バ
ス
利

用
券
を
交
付
し
ま
す

　

子
育
て
世
帯
の
外
出
を
支
援
す

る
た
め
未
就
学
児
を
持
つ
保
護
者

の
方
に
「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
（
お
で

か
け
号
）
利
用
券
」
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
分
の
申
請
を
3
月

19
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
申
請
さ
れ
た
方

も
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

■
交
付
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
未
就
学

児
を
持
つ
保
護
者
の
方
で
、
デ
マ

ン
ド
バ
ス
利
用
登
録
済
の
方
（
未

登
録
の
方
は
申
請
時
に
受
付
し
ま

す
。）

※
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
利
用
登
録
は

利
用
す
る
方
全
員
（
未
就
学
児
を

含
む
）
分
が
必
要
で
す
。

■
交
付
枚
数

　

1
世
帯
に
つ
き
10
枚
交
付
し
ま

す
（
年
度
内
有
効
）。

■
申
請
方
法

　

印
鑑
と
下
野
市
デ
マ
ン
ド
バ
ス

利
用
登
録
証
を
お
持
ち
の
う
え
、

こ
ど
も
福
祉
課
窓
口
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
利
用
券
は
後
日
郵
送
し
ま
す
の

で
、
ご
利
用
希
望
日
の
1
週
間
前

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

2

3
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区画整理事業地内の宅地公売

公売保留地一覧

申 込 方 法

　仁良川地区土地区画整理事業地内の宅地（保留地）を公売します。購入を希望する方は、区画整理課
までお問い合わせください。各区画の面積及び価格は下記のとおりです。

※全区画容積率200％、建ぺい率60％
※売買時における仲介手数料は掛かりません。保留地は現状有姿で引渡します。
※各区画の位置図、寸法、外観などの詳細は、市ホームページに掲載してあります。
※保留地番号８と９の擁壁工事等の諸費用は、土地購入者の負担となります。

■公売方法　抽選（受付期間終了後は先着順）
■受付期間　４月２日㈪～４月27日㈮
　　　　　　（閉庁日は除く）
■受付場所　区画整理課
■抽 選 日：５月８日㈫　午前10時　
■必要書類：抽選参加申込書、住民票、納税証明書
■問い合わせ先　区画整理課　☎（32）8910

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

367.57

479.50

312.71

305.35

390.50

323.95

244.01

351.11

351.11

302.18

302.18

213.05

29,100

26,700

25,900

28,900

23,000

25,200

37,100

23,800

23,800

38,200

38,200

36,000

10,696,000

12,802,000

8,099,000

8,824,000

8,981,000

8,163,000

9,052,000

8,356,000

8,356,000

11,543,000

11,543,000

7,669,000

面　積
（㎡）

単　価
（円／㎡）

価　格
（円） 番号

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

258.61

295.32

377.28

284.52

377.28

277.73

284.55

250.30

185.97

185.97

241.93

35,300

42,200

34,500

34,500

34,500

34,500

32,700

32,700

32,700

32,700

37,000

9,128,000

12,462,000

13,016,000

9,815,000

13,016,000

9,581,000

9,304,000

8,184,000

6,081,000

6,081,000

8,951,000

面　積
（㎡）

単　価
（円／㎡）

価　格
（円）

上三川高校

自治医大病院

薬師寺
小学校

南河内中学校

仁良川地区
土地区画整理事業

南河内公民館
南河内図書館

道の駅しもつけ

自
治
医
大
駅
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

が
実
施
さ
れ
ま
す

　
地
震
な
ど
の
災
害
時
や
武
力
攻

撃
時
に
、
国
の
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（J-A

LERT

）
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
緊
急
情
報
を
、
確
実

に
皆
様
へ
お
伝
え
す
る
た
め
、
全

国
一
斉
の
情
報
伝
達
試
験
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
市
で
も
、
下
野
市
防
災
情
報
伝

達
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
情
報
伝
達
手

段
の
試
験
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時

　
3
月
14
日
㈬　
午
前
11
時

　
災
害
等
発
生
に
よ
り
試
験
が
延

期
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
試
験
内
容

　
市
内
63
か
所
に
設
置
し
て
あ
る

屋
外
拡
声
器
及
び
市
内
の
公
共
施

設
内
、
学
校
施
設
内
計
49
か
所
よ

り
次
の
放
送
内
容
が
一
斉
に
放
送

さ
れ
ま
す
。

■
放
送
内
容

　
「
こ
れ
は
、J-A

LERT

の
テ
ス

ト
で
す
。」
×
3
回

■
そ
の
他

　
市
以
外
の
地
域
で
も
、
同
日
に

全
国
的
に
様
々
な
情
報
伝
達
手
段

で
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
用
語
解
説

　

J-A
LERT

（
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー

ト
）
と
は
、
地
震
な
ど
の
災
害
時

や
武
力
攻
撃
時
に
国
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
緊
急
情
報
を
人
工
衛
星
な

ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
情
報
伝
達
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
下
野
市
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ

ム
と
は
、J-A

LERT

（
ジ
ェ
イ
・

ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
り
受
信
し
た
緊

急
情
報
を
、
市
内
に
設
置
し
た
屋

外
拡
声
器
63
か
所
及
び
、
学
校
施

設
等
の
館
内
放
送
設
備
49
か
所
か

ら
自
動
放
送
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で

す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
お
知

ら
せ
し
た
い
市
か
ら
の
重
要
な
事

項
を
放
送
す
る
ほ
か
、
定
時
に
音

楽
も
放
送
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
安
全
安
心
課

　
☎（
32
）８
８
９
４

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ「
し
も
つ
け

茶
屋
」開
催
日
の
お
知
ら
せ

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地

域
住
民
、
専
門
職
な
ど
、
誰
も
が

気
軽
に
参
加
で
き
、
集
う
こ
と
の

で
き
る
場
所
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
「
し
も
つ
け
茶
屋
」
の
開
催

日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
介
護
や
認
知
症
に
関
す
る
相
談

を
お
受
け
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
、
悩
ん
で
い
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
度

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

　
３
月
６
日
㈫
、14
日
㈬
、22
日
㈭

　
４
月
３
日
㈫
、11
日
㈬
、19
日
㈭

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

■
会
場　
南
河
内
児
童
館
1
階

■
参
加
費

　
１
０
０
円（
飲
み
物
代
と
し
て
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
福
祉
課

　
☎（
32
）８
９
０
４

高
齢
者
サ
ロ
ン
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

　
４
月
か
ら
、
緑
小
学
校
を
お
借

り
し
て
、
サ
ロ
ン
を
開
設
し
ま
す
。

　
こ
の
サ
ロ
ン
で
は
、
高
齢
者
を

対
象
に
介
護
予
防
の
体
操
を
実
施

し
ま
す
。
手
首
や
足
首
に
重
り
を

付
け
て
行
う
簡
単
な
体
操
６
種
類

を
毎
週
１
回
続
け
る
こ
と
で
、
筋

力
が
向
上
し
て
転
倒
予
防
等
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
足
腰
が
弱
っ
て
き
た
と
感
じ
て

い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
開
催
日
時

　
毎
週
水
曜
日

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

■
場
所

　
緑
小
学
校
体
育
館
２
階

■
参
加
費　
毎
回
１
０
０
円
（
予

定
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な

み
か
わ
ち

　
☎（
48
）１
１
７
７

認
知
症
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
１
月
20
日
、
ゆ
う
ゆ
う
館
に
て
、

「
認
知
症
の
人
を
支
え
る
街
づ
く

り
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
で
あ
る
永
島
徹
氏
か
ら
の

講
話
を
通
し
て
、
認
知
症
の
人
と

家
族
の
想
い
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
、
地
域
で
で
き
る
こ
と
等
、

多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
参
加
者
１
２
８
名
、

サ
ポ
ー
ト
医
を
含
め
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
22
名
と
、
多
く
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
か
ら

の
コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、

参
加
者
み
ん
な
が
と
も
に
支
え
合

う
街
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
温

か
い
会
に
な
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
福
祉
課

　
☎（
32
）８
９
０
４
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労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

の
ご
案
内

　
労
働
基
準
監
督
官
は
労
働
者
が

安
心
し
て
働
け
る
環
境
の
実
現
を

任
務
と
す
る
国
家
公
務
員
で
す
。

■
受
験
資
格

１
．
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

２
．
平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
の

生
ま
れ
の
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
平
成

31
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
方

⑵
人
事
院
が
⑴
の
基
準
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

■
申
し
込
み

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

詳
し
く
は
左
記
のU

RL

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

general/saiyo/kantokukan.
htm
l

■
受
付
期
間　
３
月
30
日
㈮
午
前

９
時
～
４
月
11
日
㈬

■
試
験
日

・
１
次
試
験　
６
月
10
日
㈰

・
２
次
試
験　
７
月
11
日
㈬
～
13

日
㈮
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
日

■
問
い
合
わ
せ
先

　
栃
木
労
働
局
監
督
課

　
☎
０
２
８（
６
３
４
）９
１
１
５

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
、
年
末
年

始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
～
午
後
５
時
15
分

■
対
象
者

①
固
定
資
産
の
所
有
者

②
土
地
を
有
償
で
借
り
て
い
る
方

③
家
屋
を
有
償
で
借
り
て
い
る
方

④
固
定
資
産
の
処
分
を
す
る
権
利

を
有
す
る
一
定
の
方

■
必
要
な
も
の

・
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

　
（
納
税
通
知
書
、
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
等
）

・
対
象
者
の
②
～
④
に
該
当
す
る

方
は
、
そ
れ
ら
を
確
認
で
き
る
も

の
。（
賃
貸
借
契
約
書
等
）

　
代
理
人
の
方
は
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
の
他
に
、
委
任
状
が
必

要
で
す
。

■
手
数
料

・
閲
覧
30
分
に
つ
き
３
０
０
円

・
写
し
１
枚
に
つ
き
３
０
０
円

　
（
縦
覧
期
間
中
は
無
料
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
☎（
32
）８
８
９
２

土
地
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
自

己
と
他
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額

を
比
較
し
、
適
正
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

■
縦
覧
場
所　
税
務
課
窓
口　

■
期
間

　

４
月
２
日
㈪
～
５
月
31
日
㈭

（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
〜
午
後
５
時
15
分

■
対
象
者

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者

■
必
要
な
も
の

　
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

　
（
納
税
通
知
書
、
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
等
）

　
代
理
人
の
方
は
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
の
他
に
、
委
任
状
（
名

寄
帳
の
取
得
と
明
記
さ
れ
て
い
る

も
の
）
が
必
要
で
す
。

■
手
数
料　
無
料

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
自
己
の
資
産
の
価
格
、
課
税
標

準
額
、
評
価
方
法
等
を
確
認
す
る

た
め
の
制
度
で
す
。
ま
た
、
借
地

人
・
借
家
人
等
も
、
借
り
て
い
る

土
地
・
家
屋
の
確
認
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
閲
覧
場
所　
税
務
課
窓
口

■
期
間　
通
年

　

宇
都
宮
市
西
川
田
本
町
１
─

２

─
37

　
☎
０
５
０（
３
８
１
６
）３
１
０
７

ご
存
知
で
す
か
？
固
定
資

産
の
縦
覧
・
閲
覧
制
度

　
毎
年
、
納
税
通
知
書
を
発
送
す

る
前
に
、
納
税
者
の
方
に
課
税
台

帳
を
お
見
せ
す
る
期
間
を
設
け
て

い
ま
す
。
４
月
２
日
㈪
か
ら
、
土

地
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲

覧
が
始
ま
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

た
と
え
ば
こ
ん
な
方
・
・
・

・
自
分
の
固
定
資
産
税
額
が
い
く

ら
に
な
る
の
か
心
配
。

・
自
分
の
土
地
・
家
屋
と
他
の
方

の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
を
比
較

し
て
、
適
正
で
あ
る
か
確
認
し
た

い
。

・
土
地
や
家
を
借
り
て
い
る
が
、

そ
の
評
価
額
や
税
額
が
い
く
ら
に

な
っ
て
い
る
の
か
知
り
た
い
。

・
今
年
に
な
っ
て
か
ら
土
地
を
取

得
し
た
が
、
そ
の
土
地
が
ど
の
よ

う
な
評
価
を
さ
れ
て
い
る
の
か
知

り
た
い
。

軽
自
動
車
の
廃
車
の
手
続

き
は
３
月　
日
ま
で
に
！

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
時
点
の
所
有
者
に
課
税
に
な
り

ま
す
。
軽
自
動
車
（
原
動
機
付
自

転
車
、
農
耕
車
を
含
む
）
を
所
有

し
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
廃
車
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
（
軽
自
動
車
税
は
、
月
割
課
税

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　
各
種
軽
自
動
車
廃
車
手
続
き
場

所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

税
務
課
窓
口

・
原
動
機
付
自
転
車

　
（
１
２
５
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
）

・
小
型
特
殊
自
動
車

　
（
農
耕
車
等
）

関
東
運
輸
局
栃
木
運
輸
支
局

・二
輪（
側
車
付
の
も
の
を
含
む
）

・
二
輪
の
小
型
自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協
会
栃
木
事
務
所

・
三
輪

・
四
輪
（
乗
用
・
貨
物
、
自
家
用
・

営
業
用
）

・
ボ
ー
ト
ト
レ
ー
ラ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

・
税
務
課　
☎（
32
）８
８
９
２

・
関
東
運
輸
局
栃
木
運
輸
支
局

　
宇
都
宮
市
八
千
代
１
─
14
─
８

　
☎
０
５
０(

５
５
４
０)

２
０
１
９

・
軽
自
動
車
検
査
協
会
栃
木
事
務

所

30

広報しもつけ　2018.3
Shimotsuke37



イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

くらしの情報

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す

　
市
内
３
か
所
に
あ
る
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
、

必
要
な
事
項
の
調
査
・
協
議
を
行

い
ま
す
。

■
任
期　
３
年

■
報
酬　
日
額
３
，
０
０
０
円

■
応
募
資
格

・
市
在
住
の
介
護
保
険
被
保
険
者

・
市
で
設
置
す
る
他
の
審
議
会
等

の
委
員
で
な
い
方

・
平
日
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席

で
き
る
方

・
任
期
中
継
続
で
き
る
方

・
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
議
員

及
び
職
員
で
な
い
方

■
募
集
人
数
　
４
名

■
応
募
方
法

　
市
で
配
布
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で
も
結
構
で
す
。

　
な
お
、
応
募
用
紙
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

■
応
募
期
限

　
３
月
23
日
㈮
（
郵
送
に
よ
る
場

合
は
当
日
消
印
有
効
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
福
祉
課

　
☎（
32
）８
９
０
４

　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
と
ド
ッ
グ

ラ
ン
の
み
の
供
用
開
始
で
し
た
が
、

公
園
全
体
の
整
備
工
事
が
完
了
し
、

全
面
的
な
供
用
を
開
始
い
た
し
ま

す
。

　
そ
し
て
、
3
月
11
日
㈰
午
前
10

時
か
ら
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を

記
念
し
、
三
王
山
ふ
れ
あ
い
公
園

に
関
わ
ら
れ
た
関
係
者
を
招
待
し
、

セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
多
目
的
広
場
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
も
併
せ
て
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
公
園
は
、
平
成
25
年
か
ら

古
墳
と
自
然
を
活
か
し
、
体
験
型

の
公
園
と
し
て
整
備
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を
は
じ
め
、

ド
ッ
グ
ラ
ン
、
多
目
的
広
場
、
子

ど
も
遊
具
、
健
康
遊
具
、
ジ
ョ
ギ

ン
グ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

備
え
て
お
り
、
小
さ
な
お
子
様
か

ら
大
人
ま
で
、
幅
広
い
世
代
の
方

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
4
月
か
ら
は
市
民
の
皆

様
に
愛
さ
れ
る
公
園
を
目
指
し
、

管
理
運
営
を
㈱
道
の
駅
し
も
つ
け

に
委
託
し
、
道
の
駅
し
も
つ
け
や
、

ふ
れ
あ
い
館
と
連
携
し
た
事
業
を

4

三
王
山
ふ
れ
あ
い
公
園　
３
月
11
日
全
面
供
用
開
始

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
春
休
み
は
、
ぜ
ひ
「
三
王
山
ふ

れ
あ
い
公
園
」
に
来
て
、
見
て
、

遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
予
約
・

問
い
合
わ
せ
先

　
三
王
山
ふ
れ
あ
い
公
園
管
理
事

務
所

　
☎（
38
）７
１
５
０

■
問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
計
画
課

　
☎（
38
）８
９
０
９
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利
用
く
だ
さ
い
！

　
「
つ
い
、
う
っ
か
り
」
の
納
付

忘
れ
を
防
止
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

一
度
申
し
込
み
を
す
れ
ば
、
納
付

に
行
く
手
間
が
省
け
便
利
で
す
。

口
座
振
替
取
扱
金
融
機
関

　
足
利
銀
行
、
栃
木
銀
行
、
み
ず

ほ
銀
行
、
足
利
小
山
信
用
金
庫
、

宇
都
宮
農
業
協
同
組
合
、
小
山
農

業
協
同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、

三
井
住
友
銀
行
（
※
三
井
住
友
銀

行
は
保
険
料
除
く
）
の
本
・
支
店

※
市
内
の
支
店
に
は
、
申
込
用
紙

を
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
市
外
で
の
申
し
込
み
で
用
紙
が

必
要
な
方
は
、
郵
送
い
た
し
ま
す

の
で
税
務
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課

　
☎（
32
）８
８
９
３

３
月
は
県
内
一
斉
地
方
税

滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す

　
～
県
内
一
斉
に
滞
納
整
理
の
強

化
に
取
り
組
み
ま
す
！
～

　
平
成
29
年
度
の
市
税
、
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
今
年
度
の
市
税
に
つ
い
て
、
す

べ
て
の
納
期
限
（
普
通
徴
収
、
た

だ
し
随
時
分
除
く
）
が
過
ぎ
ま
し

た
。

　
納
期
限
を
一
定
期
間
過
ぎ
る
と
、

督
促
状
、
催
告
書
等
に
て
通
知
を

し
ま
す
。
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
納
付
が
遅
れ
る
と
、
督
促
手
数

料
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
た
り
、

差
押
等
の
滞
納
処
分
の
対
象
に

な
っ
た
り
し
ま
す
。

納
税
が
困
難
な
と
き
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
納

期
内
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、納
期
限
を
延
長
（
猶
予
）

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
納
税
者
の
財
産
が
災
害
や
盗
難

に
あ
っ
た
と
き

・
納
税
者
や
家
族
が
疾
病
、
負
傷

し
た
と
き

・
事
業
を
廃
止
、
休
止
し
た
と
き

・
事
業
に
よ
り
著
し
い
損
失
を
受

け
た
と
き

新
年
度
の
市
税
は
口
座
振
替
を
ご

浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
様
へ

　
浄
化
槽
が
正
し
く
機
能
す
る
た

め
に
、「
保
守
点
検
」「
清
掃
」「
法

定
検
査
」を
実
施
す
る
こ
と
が「
浄

化
槽
法
」
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

保
守
点
検

　
浄
化
槽
の
機
能
を
維
持
す
る
た

め
に
機
器
類
の
調
整
・
消
毒
薬
の

補
充
等
の
保
守
点
検
を
年
に
3
～

4
回
以
上
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
県
の
登
録
業
者
に
委
託

し
て
く
だ
さ
い
（
種
類
や
大
き
さ

に
よ
っ
て
回
数
は
異
な
り
ま
す
）。

清
掃

　
浄
化
槽
内
に
汚
泥
が
溜
ま
る
と

臭
い
や
水
質
悪
化
の
原
因
に
な
り

ま
す
の
で
、
汚
泥
の
引
き
抜
き
等

を
年
に
1
回
以
上
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
市
で
許
可
さ
れ
て

い
る
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

法
定
検
査

　

保
守
点
検
・
清
掃
と
は
別
に
、

指
定
検
査
機
関
に
よ
る
次
の
２
つ

の
検
査
を
必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。指
定
検
査
機
関
ま
た
は

保
守
点
検
業
者
に
委
託
し
て
く
だ

さ
い
。

①
使
用
開
始
後
3
～
8
か
月
以
内

に
受
け
る
水
質
検
査

②
年
に
1
回
の
定
期
検
査

※
市
で
は
、
レ
セ
プ
ト
点
検
の
際
、

交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
ケ
ガ
の
原

因
を
お
尋
ね
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
法
令
違
反
に
よ
る
事
故
（
飲
酒
、

無
免
許
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
）
な
ど
、

犯
罪
行
為
に
よ
る
ケ
ガ
や
病
気
の

場
合
は
、
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ

て
も
保
険
診
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

マ
ル
学
保
険
証
を
ご
存
知
で
す

か
？　

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
の
方

が
進
学
の
た
め
に
市
外
へ
転
出
さ

れ
る
場
合
、
学
生
用
の
被
保
険
者

証
を
交
付
し
ま
す
。

　
加
入
者
の
方
の
住
所
は
市
外
に

置
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
国
保

の
資
格
は
転
出
前
に
所
属
し
て
い

た
世
帯
の
加
入
者
と
し
て
取
り
扱

い
、
国
民
健
康
保
険
税
も
元
の
世

帯
で
の
課
税
と
な
り
ま
す
。
転
出

先
の
市
区
町
村
で
新
た
に
国
保
に

加
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
交
付
に
は
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課

　
☎（
32
）８
８
９
５

■
問
い
合
わ
せ
先

　
下
水
道
課　

　
☎（
32
）８
９
１
２

　
栃
木
県
浄
化
槽
協
会

　
☎
０
２
８（
６
３
３
）１
６
５
０

国
民
健
康
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い

　

交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
、

第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
ケ
ガ
や

病
気
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
を
使
っ

て
治
療
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

す
が
、
市
へ
の
「
第
三
者
の
行
為

に
よ
る
被
害
届
」
等
の
届
出
が
必

要
で
す
。
治
療
費
は
本
来
、
加
害

者
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
の
で
、

一
時
的
に
国
保
が
立
て
替
え
、
後

日
、
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
を
介
し
て
加
害
者
に
請
求

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
国
保

で
治
療
を
受
け
た
場
合
は
、
速
や

か
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
す
ぐ
に
届
出
が
で
き
な
い
と

き
は
、
取
り
急
ぎ
お
電
話
等
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
相
手
が
い
な
い
事
故
の
場
合
で

も
、
届
出
は
必
要
で
す
。

税
金
は
み
ん
な
の

生
活
を
支
え
る
費
用
で
す
。

必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
！
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■
登
記
完
了
区
域

　
薬
師
寺
Ⅲ
地
区

　
（
下
野
市
薬
師
寺
字
落
内
、
字

北
原
、
字
五
丁
目
、
字
薬
師
北
、

及
び
字
六
丁
目
の
全
域
）

■
登
記
完
了
年
月
日

　
平
成
29
年
12
月
27
日

■
総
筆
数

　
９
０
５
筆

■
総
面
積

　
0
．
６
１
㎢

■
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課

　
☎（
32
）８
９
０
８

地
籍
調
査
薬
師
寺
Ⅲ
地
区

の
法
務
局
登
記
が
完
了
し

ま
し
た

　
地
籍
調
査
事
業
に
お
い
て
、
か

ね
て
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
し
た

次
の
調
査
区
域
に
つ
い
て
法
務
局

登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
該
土
地
所
有
者
の
皆

様
に
は
、
そ
の
旨
を
通
知
し
ま
し

た
。

　
な
お
、
登
記
簿
や
公
図
は
、
宇

都
宮
地
方
法
務
局
小
山
出
張
所
で

入
手
で
き
ま
す
。

 
一
般
介
護
予
防
事
業
の
ご
案
内

　
い
つ
ま
で
も
自
立
し
て
、
豊
か

な
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
に
、
積

極
的
に
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！

ゲ
ー
ゴ
ル
セ
ラ
ピ
ー
教
室

　
ゲ
ー
ゴ
ル
セ
ラ
ピ
ー
と
は
、
認

知
症
の
改
善
を
目
的
に
開
発
さ
れ

た
も
の
で
５
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

一
体
的
に
組
み
合
わ
せ
て
行
い
ま

す
。
物
忘
れ
が
気
に
な
る
、
足
腰

が
弱
く
な
っ
て
き
た
な
ど
と
思
う

方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
で
、

身
の
回
り
の
こ
と
に
介
助
を
要
し

な
い
方

■
定
員　
20
名
程
度

■
場
所　
き
ら
ら
館　
研
修
室

■
日
時

　
４
月
９
日
㈪
～
７
月
30
日
㈪
の

毎
週
月
曜
日
（
７
月
16
日
㈪
を
除

く
）

　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

■
申
込
期
間

　
３
月
10
日
㈯
～
31
日
㈯

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
福
祉
課

　
☎（
32
）８
９
０
４

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
は
、
介
護

予
防
の
一
環
と
し
て
、
高
齢
者
の

通
い
の
場
が
充
実
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
お
住
い

の
管
轄
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
簡
単

な
聞
き
取
り
の
上
、
ご
自
身
の
状

態
に
あ
っ
た
サ
ロ
ン
を
ご
紹
介
し

ま
す
。な
お
、送
迎
が
必
要
な
方
は

お
申
し
込
み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※
介
護
保
険
等
で
通
所
系
サ
ー
ビ

ス
を
ご
利
用
の
方
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

※
各
サ
ロ
ン
に
お
い
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
高
齢
福
祉
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
「
陽
だ
ま
り
」

■
内
容

　
健
康
体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
音
楽
療
法
、
趣
味
活
動
な
ど

■
場
所　
仁
良
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

■
日
時

　
毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
定
員　
20
名
程
度

■
実
施　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
陽
だ
ま
り

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
「
ゆ
う
ゆ
う
」

■
内
容

　
健
康
体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
音
楽
療
法
、
趣
味
活
動
な
ど

■
場
所　
ゆ
う
ゆ
う
館

■
日
時

　
毎
週
水
曜
日
・
金
曜
日

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
定
員　
各
曜
日
25
名
ず
つ

■
実
施
機
関　
社
会
福
祉
協
議
会

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
「
サ
ン
ク
ス
」

■
内
容

　
理
学
療
法
士
等
が
機
能
訓
練
を

中
心
に
健
康
指
導
教
室
を
実
施
。

■
場
所

　
リ
ビ
ン
グ
サ
ン
ク
ス
石
橋

■
日
時

　
毎
週
日
曜
日

　
午
前
９
時
～
11
時

　
午
後
２
時
～
４
時

■
定
員　
各
時
間
15
名
ず
つ

■
実
施
機
関

　
リ
ビ
ン
グ
サ
ン
ク
ス
石
橋

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
い
し

ば
し　
☎（
51
）０
６
３
３

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
く

ぶ
ん
じ　
☎（
43
）１
２
２
９

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な

み
か
わ
ち　
☎（
48
）１
１
７
７
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②
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

③
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳

１
・
２
級
を
お
持
ち
の
方

■
利
用
期
間

　
４
月
１
日
㈰

　
　
～
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰

■
交
付
枚
数

　
１
か
月
に
つ
き
４
枚
（
申
請
日

が
属
す
る
月
か
ら
平
成
31
年
３
月

分
ま
で
）

※
１
年
間
分
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

紛
失
等
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

再
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
交
付
場
所　
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
所
（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

■
受
付
期
間
・
時
間

　
３
月
26
日
㈪
〜

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

　
ご
本
人
の
印
鑑
、
障
が
い
者
手

帳
（
代
理
申
請
の
場
合
、
代
理
人

の
印
鑑
が
必
要
で
す
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）１
２
３
６

（
44
）５
８
０
７

　
社
会
福
祉
課

☎（
32
）８
９
０
０

（
32
）８
６
０
１

ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

災
害
給
付
に
つ
い
て

　
学
校
の
管
理
下
に
お
け
る
病
気

や
け
が
で
受
診
し
た
場
合
、
独
立

行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ

ン
タ
ー
よ
り
医
療
費
が
支
給
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

振
興
セ
ン
タ
ー
災
害
給
付
が
受
給

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、

こ
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
者
証
を

使
用
せ
ず
、
医
療
機
関
窓
口
に
て

お
金
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。
ス

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
災

害
給
付
金
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
課

　
☎（
32
）８
９
０
２

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付

し
ま
す

　
通
院
等
で
通
常
の
交
通
機
関
を

利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
障
が
い

者
等
の
外
出
支
援
の
た
め
、
タ
ク

シ
ー
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

■
事
業
内
容　

　

タ
ク
シ
ー
乗
車
１
回
に
つ
き
、

利
用
券
１
枚（
基
本
料
金
相
当
額
）

の
助
成

■
対
象
者　

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
・
２
級

を
お
持
ち
の
方

　
県
外
の
医
療
機
関
等
を
受
診
す

る
場
合
は
、
医
療
機
関
等
の
窓
口

に
て
保
険
診
療
分
の
負
担
金
を
お

支
払
い
い
た
だ
き
、
診
療
月
の
翌

月
か
ら
1
年
以
内
に
、「
こ
ど
も

医
療
費
助
成
申
請
書
」
と
「
領
収

書
原
本
」
を
市
に
提
出
し
て
い
た

だ
く
と
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
課

　
☎（
32
）８
９
０
２

こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
の
流
れ
に

つ
い
て

　
県
内
の
医
療
機
関
等
を
受
診
す

る
場
合
、「
こ
ど
も
医
療
費
受
給

資
格
者
証
」
及
び
「
お
子
様
の
健

康
保
険
証
」
を
提
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
入

院
・
通
院
・
調
剤
に
か
か
る
保
険

診
療
分
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、

お
支
払
い
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

医
療
費
助
成
額
の
推
移
に

つ
い
て

　
市
で
は
、
栃
木
県
の
補
助
制
度

に
基
づ
き
各
種
医
療
費
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成

24
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
の
過
去

5
年
度
分
の
医
療
費
助
成
額
と
助

成
件
数
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
平
成
28
年
度
各
種
医
療
費
助
成

の
合
計
額
は
、
前
年
度
と
比
べ
て

４
．
９
％
増
の
3
億
３
，
３
７
８

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
助

成
総
件
数
は
、
前
年
度
と
比
べ
て

４
．
３
％
増
の
15
万
９
，
８
２
６

件
と
な
り
、
い
ず
れ
も
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
平
成
28
年
度
こ
ど

も
医
療
費
の
助
成
額
は
、
前
年
度

と
比
べ
て
７
．
６
％
増
の
2
億
４
，

０
４
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
7
月
受
診
分
よ
り
、
県

内
医
療
機
関
に
お
い
て
保
険
診
療

分
の
負
担
金
の
支
払
い
が
な
い

「
現
物
給
付
」
方
式
の
対
象
年
齢

を
、
中
学
生
ま
で
拡
大
し
た
こ
と

に
よ
り
、
こ
ど
も
医
療
費
の
助
成

額
が
増
加
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　　　　助成額単位：万円

年度
こども
医療費

妊産婦
医療費

重度心身
障がい者
医療費

ひとり親
家庭医療費

各種医療費
合計

助成総件数
（件）

H24 18,514 1,469 7,100 1,420 28,503 124,858

H25 17,346 1,482 7,528 1,659 28,015 121,644

H26 18,600 1,203 7,114 1,544 28,461 133,335

H27 22,341 1,164 7,023 1,300 31,828 153,200
H28 24,049 1,383 6,905 1,041 33,378 159,826

0
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10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

H24 H25 H26 H27 H28

ひとり親家庭
医療費
重度心身障がい
者医療費
妊産婦
医療費
こども
医療費

助成額（万円）

年度
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午
後
６
時
40
分~

７
時
40
分

※
４
月
12
日
ス
タ
ー
ト

■
受
講
料

①
②
２
，
２
５
０
円
（
３
回
実
施

月
）、
３
，
０
０
０
円
（
４
回
実

施
月
）

③
④
⑤
⑥
３
，
０
０
０
円
（
３
回

実
施
月
）、
４
，
０
０
０
円
（
４

回
実
施
月
）

※
③~

⑥
は
お
試
し
と
し
て
１
回

１
，
２
０
０
円
券
が
あ
り
ま
す
。

４
回
分
（
４
，
４
０
０
円
）
の
回

数
券
も
あ
り
ま
す
（
注
：
有
効
期

限
は
購
入
日
か
ら
２
か
月
）。

⑦
⑧
３
，
０
０
０
円
（
３
回
実
施

月
）、
４
，
０
０
０
円
（
４
回
実

施
月
）

※
定
員
に
達
し
次
第
受
付
終
了

■
受
付
開
始
日

　

３
月
22
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
れ
あ
い
館

　

☎（
47
）１
１
２
２

す
！
（
定
員
30
名
）

　

午
後
７
時
10
分~

８
時
10
分

※
４
月
６
日
ス
タ
ー
ト

⑤
木
曜
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
ア
ク
ア

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

　

水
中
だ
か
ら
膝･

腰
へ
の
負
担

を
軽
減
し
運
動
で
き
ま
す
。
分
か

り
や
す
い
解
説
付
き
で
運
動
効
果

を
実
感
！ （
定
員
30
名
）

午
前
11
時
30
分~

午
後
０
時
30
分

※
４
月
５
日
ス
タ
ー
ト

⑥
水
曜
ゆ
っ
た
り
水
泳
＆
体
操

　

水
泳
も
水
中
運
動
も
楽
し
め
る

欲
張
り
ク
ラ
ス
で
す
。
初
め
て
の

方
も
こ
こ
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
！
（
定
員
25
名
）

　

午
後
１
時
30
分~

２
時
30
分

※
４
月
４
日
ス
タ
ー
ト

⑦
木
曜
レ
デ
ィ
ー
ス
ス
イ
ミ
ン
グ

　

女
性
限
定
の
ク
ラ
ス
で
の
び
の

び
ス
イ
ミ
ン
グ
！
長
く･

き
れ
い

に
、
そ
し
て
楽
に
泳
げ
る
こ
と
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
！（
定
員
20
名
） 

　

午
後
１
時
30
分~

２
時
30
分

※
４
月
12
日
ス
タ
ー
ト

⑧
木
曜
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
イ
ミ
ン
グ

　

個
々
に
合
わ
せ
た
練
習
・
指
導

で
、
泳
ぎ
の
悩
み
解
決
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
！
（
定
員
20
名
）

○
土
曜
ク
ラ
ス
２　
（
定
員
40
名
）

午
前
11
時
40
分~

午
後
０
時
40
分

○
土
曜
ク
ラ
ス
３　
（
定
員
40
名
）

午
後
１
時~

２
時

※
４
月
14
日
ス
タ
ー
ト

②
幼
児
コ
ー
ス

　

大
好
評
の
幼
児
コ
ー
ス
で
す
。

お
子
様
の
プ
ー
ル
デ
ビ
ュ
ー
は
、

任
せ
て
安
心
な
ふ
れ
あ
い
館
で
！

幼
児
コ
ー
ス
の
対
象
は
年
中
（
４

歳
相
当
）
〜
年
長
の
お
子
様
と
な

り
ま
す
。

○
水
曜
コ
ー
ス
（
定
員
15
名
）

午
後
４
時
30
分~

５
時
15
分

※
４
月
11
日
ス
タ
ー
ト

○
金
曜
コ
ー
ス
（
定
員
15
名
）

午
後
４
時
30
分~

５
時
15
分

※
４
月
13
日
ス
タ
ー
ト

③
火
曜
た
の
し
く
元
気
に
な
る

ア
ク
ア

　

初
心
者
向
け
ア
ク
ア
！
音
楽
に

合
わ
せ
て
水
中
で
コ
ー
チ
と
同
じ

動
き
を
す
る
だ
け
の
簡
単
レ
ッ
ス

ン
で
す
！
（
定
員
30
名
）

午
前
11
時
15
分~

午
後
０
時
15
分

※
４
月
３
日
ス
タ
ー
ト

④
金
曜
ア
ク
ア
シ
ェ
イ
プ
60

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
ス
ト
レ
ッ
チ

･

筋
ト
レ･

有
酸
素
運
動
な
ど
す
べ

て
が
詰
ま
っ
た
満
足
レ
ッ
ス
ン
で

温
水
プ
ー
ル

４
月
か
ら
の
水
泳
教
室

　

大
好
評
に
つ
き
、
４
月
か
ら
水

曜
日
の
教
室
（
小
学
生
コ
ー
ス･

幼
児
コ
ー
ス
）
を
増
設
し
ま
す
！

　

よ
り
参
加
し
や
す
く
な
っ
た
、

ふ
れ
あ
い
館
の
水
泳
教
室
で
、
ぜ

ひ
、
お
子
様
の
丈
夫
な
身
体
作
り

を
！

■
コ
ー
ス
・
時
間
・
定
員

①
小
学
生
水
泳
教
室

　

ク
ラ
ス
を
レ
ベ
ル
ご
と
に
２
〜

３
つ
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
指
導

し
ま
す
の
で
初
め
て
の
お
子
様
で

も
安
心
で
す
。

○
火
曜
ク
ラ
ス
１　
（
定
員
40
名
）

　

午
後
５
時
30
分~

６
時
30
分

○
火
曜
ク
ラ
ス
２　
（
定
員
25
名
）

　

午
後
６
時
40
分~

７
時
40
分

※
４
月
10
日
ス
タ
ー
ト

○
水
曜
ク
ラ
ス
（
定
員
25
名
）

　

午
後
５
時
30
分~

６
時
30
分

※
４
月
11
日
ス
タ
ー
ト

○
木
曜
ク
ラ
ス　
（
定
員
40
名
）

　

午
後
５
時
30
分~

６
時
30
分

※
４
月
12
日
ス
タ
ー
ト

○
土
曜
ク
ラ
ス
１　
（
定
員
40
名
）

午
前
10
時
30
分~

11
時
30
分

温
水
プ
ー
ル･

お
風
呂
の

営
業
再
開
の
お
知
ら
せ

　

ボ
イ
ラ
ー
改
修
工
事
の
た
め
、

休
業
と
な
っ
て
い
ま
し
た
温
水

プ
ー
ル
と
お
風
呂
が
、
３
月
１
日
、

再
開
し
ま
す
。

※
工
事
の
進
行
状
況
に
よ
り
延
期

の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
し

た
が
、
新
し
く
な
っ
た
ボ
イ
ラ
ー

の
温
水
プ
ー
ル･

お
風
呂
を
ぜ
ひ

ま
た
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。ス
タ
ッ

フ
一
同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
「
ふ

れ
あ
い
館
」
の
最
新
情
報
が
見
ら

れ
ま
す
。 ふ

れ
あ
い
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
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職
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

　

下
野
市
障
が
い
者
相
談
支
援

　

セ
ン
タ
ー
移
転
の
お
知
ら
せ

　

障
が
い
を
お
も
ち
の
方
や
、
そ

の
ご
家
族
か
ら
の
相
談
な
ど
、
障

が
い
の
あ
る
方
の
生
活
を
支
援
す

る
「
下
野
市
障
が
い
者
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
」
は
４
月
か
ら
次
の
と

お
り
移
転
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
地
域
の
皆
様
の
相

談
窓
口
と
し
て
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
セ
ン
タ
ー
移
転
先

　

笹
原
26
（
市
役
所
社
会
福
祉
課

内
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎(

32)

８
９
０
０

　

(

32)

８
６
０
１

書
を
提
出
し
た
方

・
定
め
ら
れ
た
会
費
を
納
入
し
て

い
た
だ
け
る
方

※
入
会
説
明
会
は
毎
月
１
回
開
催

し
て
い
ま
す
（
開
催
日
は
広
報
し

も
つ
け
目
次
の
前
の
ペ
ー
ジ
に
あ

る
カ
レ
ン
ダ
ー
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
）。

お
仕
事
募
集
に
つ
い
て

　

公
共
的
、
公
益
的
な
団
体
で
す

の
で
、
収
益
を
目
的
に
し
て
い
ま

せ
ん
。
安
心
し
て
仕
事
を
お
任
せ

く
だ
さ
い
。

　

下
図
の
よ
う
な
仕
事
を
お
引
き

受
け
し
て
い
ま
す
が
、
安
全
に
配

慮
し
て
、
危
険
・
有
害
な
仕
事
は

お
請
け
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

■
ご
依
頼
方
法

　

電
話
等
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

希
望
に
よ
り
お
見
積
り
も
随
時
受

け
付
け
ま
す
。

　

仕
事
終
了
後
、
ご
請
求
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎(

47)

１
１
２
４

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

会
員
・
お
仕
事
募
集
の

　

お
知
ら
せ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
し
く
み

　

す
で
に
定
年
退
職
さ
れ
た
方
や
、

稼
業
を
後
継
者
に
譲
ら
れ
た
方
な

ど
、
何
か
の
仕
事
を
通
じ
て
社
会

に
貢
献
し
た
い
と
い
う
皆
様
が
会

員
と
な
り
、
自
分
に
あ
っ
た
仕
事

を
発
注
者
（
民
間
企
業
、
一
般
家

庭
、
公
共
団
体
等
）
か
ら
引
き
受

け
て
働
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

従
事
し
た
仕
事
に
応
じ
て
、
配

分
金
（
報
酬
）
を
支
払
う
シ
ス
テ

ム
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会
員
募
集
に
つ
い
て

　

あ
な
た
の
豊
か
な
知
識
と
経
験

を
、
社
会
の
た
め
に
、
誰
か
の
た

め
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
約
４
３
０
人
の
方
が
会

員
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
の
際
は
、
一
度
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
お
電
話
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
！

■
入
会
で
き
る
方

　

次
の
す
べ
て
の
項
目
に
該
当
す

る
方

・
市
内
に
在
住
の
60
歳
以
上
で
、

働
く
意
欲
の
あ
る
健
康
な
方

・
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
し
て

い
た
だ
け
る
方

・
入
会
説
明
を
受
け
、
入
会
申
込
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ベ
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わ
い
わ
い
く
ら
ぶ

　

平
成
29
年
度
に
活
動
を
開
始
し

た
サ
ロ
ン
で
す
。

　

体
操
を
メ
イ
ン
と
し
た
活
動
を

み
ん
な
で
楽
し
く
行
っ
て
お
り
ま

す
。

■
開
催
場
所

　

下
町
自
治
会
公
民
館

■
開
催
日
時

　

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
含
む
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
活
動
内
容

・
し
も
つ
け
元
気
は
つ
ら
つ
体
操

・
体
操
の
あ
と
に
折
紙
や
押
し
花
、

お
茶
会
、
ゲ
ー
ム
、
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
カ
ラ
オ
ケ
、
筋

ト
レ
、
卓
球
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
ひ
ま
わ
り

　

茶
話
会
、
歌
、
脳
ト
レ
ゲ
ー
ム

新
年
会
、
折
り
紙
な
ど
を
行
う
楽

し
い
サ
ロ
ン
で
す
。

■
開
催
場
所

　

上
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
開
催
日
時

　

第
一
火
曜
日

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
活
動
内
容

・
茶
話
会

・
歌
を
歌
い
な
が
ら
の
脳
ト
レ

ゲ
ー
ム

・
手
や
指
を
使
っ
た
軽
い
運
動
、

折
紙

・
新
年
会

　

地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を

　

紹
介
し
ま
す
！

地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
っ
て
ど
ん

な
と
こ
ろ
？

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
地
域
で
健

康
で
楽
し
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一

緒
に
仲
間
や
生
き
が
い
を
つ
く
る

交
流
の
場
で
す
。
地
域
住
民
同
士

が
つ
な
が
り
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ

て
、
お
互
い
に
支
え
あ
い
助
け
合

う
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
参
加
希

望
の
方
、
興
味
の
あ
る
方
は
高
齢

福
祉
課
ま
た
は
お
近
く
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
緒
に
活
動
し
て
く
だ

さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み

か
わ
ち　

☎(
48)

1
1
7
7

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
い
し
ば

し　

☎(

51)

0
6
3
3

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
く
ぶ

ん
じ　

☎(

43)

１
２
２
９　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎(

32)

８
９
０
４

　

ゆ
う
ゆ
う
館
の

　

管
理
者
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
㈰
か
ら
ゆ
う
ゆ
う
館

で
は
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運

営
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
指
定
管
理

者
は
ゆ
う
ゆ
う
館
内
に
事
務
所
が

あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
で
す
。

　

施
設
の
利
用
内
容
等
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
、
利
用
者

の
皆
さ
ま
の
利
便
性
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
指
定
管
理
者

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎(

43)

１
２
３
６

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ゆ
う
ゆ
う
館

　

☎(

43)

１
２
３
１

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資

　

料
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

は
、
天
平
の
花
ま
つ
り
開
催
期
間

中
の
４
月
10
日
㈫
〜
30
日
㈪
の
期

間
は
、
休
ま
ず
に
開
館
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
展
を
開
催
し
ま
す

「
し
も
つ
け
考
古
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

―
収
蔵
庫
に
眠
る
名
品
た
ち
―
」

　

旧
町
時
代
か
ら
蓄
積
さ
れ
て
き

た
発
掘
調
査
の
成
果
か
ら
、
イ
チ

オ
シ
の
名
品
を
展
示
し
ま
す
。

■
開
催
期
間

　

４
月
10
日
㈫
〜
５
月
27
日
㈰

　

期
間
中
は
、
職
員
等
に
よ
る
ミ

ニ
ガ
イ
ド
や
歴
史
フ
ァ
ン
向
け
の

ガ
イ
ド
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

■
場
所

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

講
堂

■
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

☎(

44)

５
０
４
９
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募　
　

集

お
知
ら
せ

　
　
　
南
河
内
農
産
物
加
工
組

　
　
　
合
会
員
を
募
集
し
ま
す

　

南
河
内
農
産
物
加
工
組
合
で
は
、

市
内
農
産
物
を
利
用
し
た
加
工
品

の
商
品
開
発
・
製
造
・
販
売
を
行

い
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
活

動
を
通
し
て
住
み
よ
い
地
域
社
会

の
実
現
に
協
力
し
、
地
場
産
農
産

物
の
良
さ
を
幅
広
い
世
代
の
方
々

へ
伝
え
て
い
ま
す
。
加
工
品
づ
く

り
に
興
味
の
あ
る
方
や
地
産
地
消
、

食
育
推
進
に
興
味
の
あ
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

・
普
通
自
動
車
免
許
を
取
得
し
て

い
る
方

・
朝
早
く
出
勤
で
き
る
方

・
加
工
食
品
に
興
味
の
あ
る
方

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

午
前
10
時
ま
で
の
問
い
合
わ
せ

　

南
河
内
農
産
物
加
工
組
合　

　

☎(

48)

２
５
１
１　

　

午
前
10
時
以
降
の
問
い
合
わ
せ

　

農
政
課

　

☎(

32)

８
９
０
６

　

臨
時
保
育
士
等
の
募
集

■
応
募
資
格

　

保
育
士
資
格
、
保
健
師
資
格
、

看
護
師
（
准
看
護
師
）
資
格
の
い

ず
れ
か
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　
　

若
干
名

■
賃
金
等
（
時
給
）

　

保
育
士

①
フ
ル
タ
イ
ム
：
１
，
２
０
０
円

②
短
時
間
勤
務
：
１
，
１
０
０
円

　
　
　

保
健
師
：
１
，
２
０
０
円

　
　
　

看
護
師
（
准
看
護
師
）：

　
　
　
　
　
　
　

１
，
１
０
０
円

（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤
務

手
当
有
）
社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う
ち

①
フ
ル
タ
イ
ム
：
７
時
間
45
分(

休

憩
時
間
60
分)

②
短
時
間
勤
務
：
４
時
間
〜

※
週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有

■
勤
務
先　
　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

写
真
を
貼
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ

い
（
資
格
証
の
写
し
を
添
付
の
こ

と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
福
祉
課
☎(

32)

８
９
０
３

■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
と
資
格

証
の
写
し
を
添
付
し
、
市
民
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

書
類
審
査
後
、
面
接
日
等
を
ご

連
絡
し
ま
す
。

■
募
集
期
限　

３
月
16
日
㈮

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

☎(

32)

８
８
９
５

　

農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議

　

会
員
を
募
集
し
ま
す

　

農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議

会
で
は
、
年
に
５
回
ほ
ど
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
事
業
の
内
容
は

地
元
野
菜
を
使
用
し
た
料
理
講
習

会
や
お
菓
子
作
り
、
年
末
の
お
正

月
飾
り
用
に
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
等

で
か
ん
ぴ
ょ
う
汁
を
作
る
な
ど
年

間
を
通
し
て
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
方
は
電
話
に
て
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格

　

市
内
の
20
歳
以
上
の
女
性

■
会
費　

年
間
１
，０
０
０
円（
そ

の
他
事
業
費
は
内
容
に
応
じ
て
１
，

０
０
０
円
程
度
）

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

☎(

32)

８
９
０
６

　
「(

新)

入
門
基
礎
」
講
座
修
了

者
、「(

旧)

基
礎
」
講
座
修
了
者
、

相
応
の
経
験
者

■
定
員　

10
名(

事
前
面
接
あ
り
）

■
受
講
料　

実
費

■
会
場(

各
講
座
共
通)　

　

小
山
市
・
間
々
田
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
「
し
ら
さ
ぎ
館
」
他

■
申
込
期
日
（
各
講
座
共
通
）

　

３
月
20
日
㈫
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎(
32)

８
９
０
０

　

(
32)
８
６
０
１

　

国
民
健
康
保
険
診
療
報
酬
明
細
書

　

等
点
検
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

■
応
募
資
格　

医
療
事
務
２
級
以

上
の
有
資
格
者

■
募
集
人
数　

２
名

■
報
酬
等

　

月
額
１
７
０
，
５
０
０
円

　

社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜午

後
５
時
15
分

※
土
・
日
・
祝
日
休
み

■
勤
務
期
間　

４
月
１
日
㈰
〜
平

成
31
年
３
月
31
日
㈰(

１
年
更
新)

募
集

　

お
や
ま
地
区
手
話
通
訳
者
等

　

養
成
講
習
会

　

小
山
市
・
下
野
市
・
野
木
町
在

住
の
方
で
、
手
話
に
関
心
を
お
も

ち
の
方
等
を
対
象
と
し
た
手
話
通

訳
者
等
養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
「
入
門
基
礎
」
講
座
（
全
45
回
）

■
日
時

・
講
習(

45
回)

４
月
21
日
〜
平
成
31
年
３
月
２
日

の
土
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

・
講
義(

６
回)

講
習
と
同
日

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

■
対
象
者

　

初
め
て
手
話
を
学
び
手
話
を
段

階
的
に
学
び
た
い
方

■
定
員　

20
名(

申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選)

■
受
講
料

　

無
料(

テ
キ
ス
ト
代
別)

「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」
講
座
（
全

24
回
）

■
日
時

　

４
月
21
日
〜
12
月
８
日
の
土
曜

日　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
対
象
者

5
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相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

募　
　

集

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

■
選
考
に
つ
い
て

　

地
域
性
を
考
慮
し
、
市
内
全
域

か
ら
選
考
し
ま
す
。
選
考
結
果
は
、

４
月
中
旬
に
応
募
者
全
員
に
通
知

し
ま
す
。

■
そ
の
他　

委
員
構
成
は
全
部
で

18
名
で
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課

　

〒
３
２
９
│
０
４
９
２

　

笹
原
26
番
地

　

☎(

32)

８
８
９
５

　

(

32)

８
６
１
０

　

shim
in@

city.shim
ots

　

uke.lg.jp

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委

　

員
を
募
集
し
ま
す

■
内
容

　

国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
関
す

る
重
要
事
項
を
審
議
し
ま
す
。

■
任
期

　

３
年（
平
成
33
年
３
月
末
ま
で
）

■
会
議
開
催
回
数

　

年
４
回
程
度

■
報
酬

　

日
額
８
，
０
０
０
円

■
応
募
資
格

　

①
〜
③
を
満
た
す
方

①
市
内
居
住
で
20
歳
以
上
の
方

②
市
で
設
置
す
る
ほ
か
の
審
議
会

等
の
委
員
で
な
い
こ
と

③
平
日
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

■
募
集
人
数

　

全
６
名

・
被
保
険
者
代
表
５
名

　
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
）

・
薬
剤
師
１
名

　
（
有
資
格
者
・
要
履
歴
書
）

■
応
募
方
法

　

市
民
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
た
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
市

民
課
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ
ま
で
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た

は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、

応
募
用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
募
集
期
限　

３
月
23
日
㈮

・
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席
で
き

る
方

・
任
期
中
継
続
で
き
る
方

・
国
や
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、

職
員
で
な
い
こ
と

■
応
募
方
法

　

教
育
総
務
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
た
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
ま

た
は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な

お
、
応
募
用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
募
集
期
間

　

３
月
１
日
㈭
〜
22
日
㈭

　
（
た
だ
し
郵
送
に
よ
る
場
合
は

当
日
消
印
有
効
。
教
育
総
務
課
窓

口
受
付
は
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除

く
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
）

■
選
考
方
法

　

選
考
委
員
会
で
決
定
し
、
結
果

は
ご
本
人
あ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課

　

〒
３
２
９
│
０
４
９
２

　

笹
原
26
番
地

　

☎(

32)

８
９
１
７

　

(

32)

８
６
１
０

　

市
の
定
め
る
委
員
選
任
指
針
等

に
基
づ
き
書
類
審
査
を
行
い
、
選

考
結
果
を
応
募
者
全
員
に
通
知
し

ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
人
事
課

　

〒
３
２
９-

０
４
９
２

　

笹
原
26
番
地　
　

　

☎(

32)

８
８
８
８

　

(

32)

８
６
０
６

　

soum
ujinji@

city.shim
　

otsuke.lg.jp

　

教
育
委
員
会
点
検
評
価
の
外
部

　

評
価
委
員
を
募
集
し
ま
す

■
評
価
委
員
の
内
容

　

教
育
委
員
会
の
事
務
管
理
と
執

行
状
況
等
に
つ
い
て
、
点
検
評
価

を
実
施
し
意
見
書
の
提
出
を
い
た

だ
き
ま
す
。

■
任
期

　

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

■
会
議
開
催
回
数

　

年
２
回
程
度　

６
月
〜
７
月

■
報
酬　

日
額
６
，
０
０
０
円

■
公
募
人
数　

１
名

■
応
募
資
格

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
４
月
１

日
現
在
で
20
歳
以
上
の
方
（
学
生

を
除
く
）

・
市
で
設
置
す
る
他
の
審
議
会
等

の
委
員
で
な
い
こ
と

　

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

　

審
査
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

■
内
容

　

市
情
報
公
開
条
例
と
市
個
人
情

報
保
護
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
非

公
開
決
定
等
へ
の
審
査
請
求
へ
の

対
応
や
両
制
度
の
運
営
に
関
す
る

重
要
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
任
期

　

６
月
５
日
㈫
〜
平
成
33
年
６
月

４
日
㈮(

３
年)

■
会
議
開
催
回
数

　

年
２
〜
３
回
程
度
（
審
査
請
求

等
が
あ
っ
た
場
合
）

■
報
酬

　

日
額
６
，
０
０
０
円

■
応
募
資
格　

市
内
在
住
で
、
選

挙
権
を
有
す
る
方

■
募
集
人
数　

１
名

■
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
（
総
務
人
事
課
窓
口

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取

得
し
て
く
だ
さ
い
。）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
総
務
人
事
課

ま
で
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
用
紙
は
返
却
し
ま
せ

ん
。

■
募
集
期
間

　

３
月
５
日
㈪
〜
４
月
６
日
㈮

■
選
考
に
つ
い
て
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くらしの情報

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

就　
　

職

相　
　

談

募　
　

集

■
定
員　

４
名(

事
前
予
約
制)

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　

生
田
目
安
夫

　

☎(

52)

２
３
５
０

就
職

　

県
南
産
業
技
術
専
門
校

　

学
卒
者
向
け
職
業
訓
練
の
ご
案
内

■
訓
練
科
及
び
人
数

・
機
械
加
工
科
（
６
か
月
）
５
名

・
Ｎ
Ｃ
機
械
科
（
６
か
月
）
５
名

・
板
金
溶
接
科
（
６
か
月
）
５
名

・
電
気
設
備
科
（
１
年
）
４
名

　
（
い
ず
れ
の
科
も
４
月
入
校
）

■
対
象
者

　

平
成
30
年
３
月
に
高
等
学
校
を

卒
業
す
る
方

■
費
用　

受
講
料
無
料

　

テ
キ
ス
ト
代
等
自
己
負
担
あ
り

■
そ
の
他

・
３
月
９
日
㈮
ま
で
募
集
中

・
選
考
日
は
３
月
20
日
㈫

・
施
設
見
学
は
随
時
受
付

・
入
校
願
書
は
県
南
校
に
て
配
布

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
南
産
業
技
術
専
門
校
（
足
利

市
多
田
木
町
76
）

　

☎
０
２
８
４(

91)

０
８
０
３

相
談

　

司
法
書
士
・
行
政
書
士
無

　

料
相
談

司
法
書
士
相
談

　

不
動
産
登
記
、
商
業
・
法
人
登

記
、
多
重
債
務
、
１
４
０
万
円
を

超
え
な
い
民
事
裁
判
手
続
き
、
成

年
後
見
関
係
な
ど
。

■
日
時

　

３
月
14
日
㈬
、
４
月
11
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
相
談
時
間　

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
会
場

　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
定
員　

４
名(

事
前
予
約
制)

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　

本
多
絵
美　

☎(

37)

９
１
２
０

行
政
書
士
相
談
内
容

　

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
、
成
年
後
見
、
離
婚
等
に

つ
い
て
の
相
談
な
ど
。

■
日
時

　

３
月
22
日
㈭
、
４
月
26
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
相
談
時
間　

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
会
場

　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
受
講
料

　

無
料　

た
だ
し
、
教
材
費
（
テ

キ
ス
ト
・
資
料
代
６
，
０
０
０
円
）、

健
康
診
断
費
は
自
己
負
担

■
修
了
証
の
交
付

　

本
研
修
会
修
了
者
に
対
し
、
栃

木
県
介
護
員
養
成
研
修
実
施
要
綱

に
も
と
づ
き
栃
木
県
知
事
の
「
修

了
証
明
書
」と「
修
了
証
明
書
」（
携

帯
用
）
を
交
付
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人
栃
木
県
ひ
と
り

親
家
庭
福
祉
連
合
会

　

宇
都
宮
市
野
沢
町
４
│

１
パ
ル

テ
ィ
内

   

☎
０
２
８(

６
６
５)

７
８
０
１

７
８
０
６

  

０
２
８(

６
６
５)

７
８
０
２

　

tochbosi@
sea.ucatv.n

e.jp

■
場
所

・
座
学　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
栃
木
市
今
泉
町
２
│

１
│

40
）

・
実
技　

佐
野
日
本
大
学
短
期
大

学
（
佐
野
市
高
荻
町
１
２
９
７
）

・
実
習　

居
住
地
近
隣
の
施
設

■
定
員　

35
名
程
度

共
通
事
項

■
研
修
内
容

　

１
３
０
時
間
（
講
義
・
演
習
１

１
８
時
間
、
実
習
12
時
間
）

　

全
科
目
終
了
後
に
１
時
間
程
度

の
修
了
評
価
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
期
間
・
申
込
方
法

　

３
月
13
日
㈫
〜
４
月
10
日
㈫

　

書
類
・
面
接
に
よ
り
選
考
し
ま

す
。

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込

み
い
た
だ
く
か
、
パ
ル
テ
ィ
１
Ｆ

事
務
局
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
面
接
日　

４
月
21
日
㈯

■
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
時
の
記
載
事
項

①
氏
名

②
母
子
・
父
子
・
寡
婦
の
別

③
住
所
・
連
絡
先
電
話
番
号
（
自

宅
・
携
帯
の
番
号
）

④
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
携
帯
・
パ

ソ
コ
ン
）

⑤
面
接
時
の
託
児
希
望
の
有
無
と

お
子
さ
ん
の
性
別
・
年
齢

※
①
②
③
⑤
に
つ
い
て
は
、
必
ず

ご
記
載
く
だ
さ
い
。

　

介
護
員
養
成
研
修
（
介
護
職
員

　

初
任
者
研
修
過
程
）
に
つ
い
て

　

栃
木
県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
連

合
会
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
や
父

子
家
庭
の
父
、
寡
婦
を
対
象
に
、

自
立
支
援
を
行
い
、
就
業
の
促
進

を
図
る
た
め
、
平
成
30
年
度　

介

護
員
養
成
研
修
（
介
護
職
員
初
任

者
研
修
過
程
）
を
実
施
し
ま
す
。

■
受
講
資
格

　

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の

父
、
寡
婦
の
方
で
、
地
域
で
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
方
、
ま
た

は
従
事
し
よ
う
と
す
る
方
で
、
全

課
程
修
了
で
き
る
方

県
央
（
宇
都
宮
）
会
場

■
期
間

　

５
月
13
日
㈰
〜
12
月
９
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場
所

・
座
学　

パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
宇
都
宮
市

野
沢
町
４
│

１
）

・
実
技　

Ｔ
Ｂ
Ｃ
福
祉
教
育
セ
ン

タ
ー
（
宇
都
宮
市
南
大
通
り
２
│

１
│

２　

７
Ｆ
）

・
実
習　

居
住
地
近
隣
の
施
設

■
定
員　

35
名
程
度

県
南
（
栃
木
）
会
場

■
期
間

　

５
月
20
日
㈰
〜
12
月
16
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
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下
野
ブ
ラ
ン
ド

天
平
の
花
ま
つ
り

　

昭
和
54
年
に
始
ま
る
天
平
の
花

ま
つ
り
は
、
今
年
で
39
回
目
と
な

る
お
祭
り
で
す
。

　

会
場
と
な
る
天
平
の
丘
公
園
は
、

国
分
寺
跡
や
重
要
文
化
財
が
出
土

し
た
甲
塚
古
墳
が
あ
る
歴
史
の
深

い
地
で
あ
り
、
約
４
７
０
本
以
上

の
桜
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

3
月
末
か
ら
は
、
日
本
三
大
桜

の
淡
墨
桜
を
は
じ
め
、
滝
桜
、
石

割
桜
、
山
高
神
代
桜
、
ウ
コ
ン
桜

な
ど
た
く
さ
ん
の
種
類
の
桜
が

次
々
と
咲
き
ま
す
。
４
月
中
旬
か

ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
か
け

て
、
メ
イ
ン
と
な
る
八
重
桜
が
園

内
を
彩
り
ま
す
。

　

花
広
場
で
は
、
市
内
の
商
店
に

よ
る
出
店
や
ス
テ
ー
ジ
で
の
イ
ベ

ン
ト
が
期
間
を
通
し
て
開
催
さ
れ
、

グ
ル
メ
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

で
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
公
園
内
の
民
俗
資
料
館

「
夜
明
け
前
」
が
古
民
家
カ
フ
ェ

と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
４

月
上
旬
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
の

で
、
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

輝
き
た
い
女
性
を
応
援
し
ま
す

　
　

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

　

前
号
ま
で
の
コ
ラ
ム
で
、

各
所
の
「
女
性
を
応
援
す
る

様
々
な
取
組
」
を
お
知
ら
せ

し
て
き
ま
し
た
が
、
み
な
さ

ん
一
人
ひ
と
り
に
も
で
き
る

応
援
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

多
様
性
を
認
め
合
う
こ
と
で

す
。

　

女
性
は
子
ど
も
を
産
ん
で

育
児
と
仕
事
を
両
立
す
る
べ

き
、
男
性
は
残
業
を
し
て
で

も
働
く
べ
き
、
等
の
思
い
込

み
の
「
べ
き
」
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
は

十
人
十
色
で
す
。

　

性
別
に
関
わ
ら
ず
誰
も
が

自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
よ

う
に
、
企
業
や
行
政
は
今
ま

で
紹
介
し
て
き
た
イ
ク
ボ
ス

等
の
取
組
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
将
来
自
分

は　

ど
う
な
り
た
い
か
、
ど

う
あ
り
た
い
か
を
考
え
、
一

歩
踏
み
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
を
み
ん
な
で「
い
い
ね
」

「
一
緒
に
頑
張
ろ
う
」
と
応

援
で
き
る
社
会
に
な
る
と
素

敵
で
す
ね
。

行
政
機
関
を
装
っ
た
架
空
請
求

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！   

　

国
な
ど
の
機
関
を
装
っ

た
架
空
請
求
の
ハ
ガ
キ
が

増
え
て
い
ま
す
。「
未
納
料

金
の
訴
訟
最
終
告
知
」
等
と

書
か
れ
た
ハ
ガ
キ
が
自
宅
に

届
き
、
文
面
に
「
訴
訟
を
起

こ
す
」「
差
し
押
さ
え
」
な
ど

と
法
律
用
語
を
使
っ
て
不
安

を
あ
お
り
、
ハ
ガ
キ
の
連
絡

先
に
電
話
を
か
け
さ
せ
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　

連
絡
を
す
る
と
お
金
を
要

求
さ
れ
た
り
、
電
話
番
号
等

の
個
人
情
報
を
知
ら
れ
て
し

ま
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ハ
ガ

キ
が
届
い
て
も
、
決
し
て
連

絡
は
と
ら
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
不
安

な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
悩
ま

ず
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎(

44)

４
８
８
３

　

市
役
所
２
階 

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

※
来
所
で
の
相
談
の
場
合
は
、
事

前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

☎
０
２
８(

６
２
５)

２
２
２
７

まずは相談
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「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

け
や
き
ネ
ッ
ト　

市
内
小
中
学
校
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

http

：//w
w
w
.school.shim

otsuke.ed.jp/index.htm
l

March
心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

■刃物研ぎ　午前９時～午後２時

■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～

■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎（47）1124

　人権、児童母子、行政など、日常生
活でのあらゆる相談に応じています。

■時間　午後１時30分～３時30分
　　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後１時～４時30分

■問い合わせ先
　商工観光課☎（32）8907

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎（43）1236

（　　　　 ）

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館休館日 きらら館は
トレーニング室

メール配信サービス下野インフォメーション

↑携帯電話用
ＱＲコード

番号・医療機関名・所在地

■夜間休日急患診療所

■休日急患歯科診療所

救急告示医療機関当番（一次急患）

■とちぎ子ども救急電話相談　☎＃8000
携帯電話とプッシュ回線以外は、☎028（600）0099
月～土曜日：18時～翌朝８時　日曜日・祝休日：24時間（８時～翌朝８時）
■とちぎ救急医療電話相談（大人の救急電話相談）☎＃7111
携帯電話とプッシュ回線以外は、☎028（623）3344 毎日 18時～ 22時
急な病気やけがに関する家庭での対処方法や救急医療の受診の目安などを看護師がアドバイスします。

一次救急医療機関情報

◉平日・日曜日　17:00～翌日9:00
◉土曜日・祝日の前日（　　　 の部分）17:00～翌日17:00
カレンダー内番号が当番医療機関です。事前に電話で確認してください。

やよい

簡単登録で気象情報（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情報
などをメール配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎（32）8886

①小金井中央病院下野市小金井2-4-3
　☎（44）7000
②石橋総合病院 下野市下古山1-15-4
　☎（53）1134　※休日・夜間は小児科対応不可。
③小山整形外科内科小山市雨ケ谷753
　☎（31）1331
④杉村病院　小山市城山町2-7-18
　☎（25）5533
⑤光南病院　小山市乙女795
　☎（45）7711
⑥野木病院　野木町友沼5320－2
　☎0280（57）1011

平日・土曜日　19時～22時
日曜、祝日、振替、年末年始

（12月31～１月３日）
10時～12時、13時～17時、
18時～21時
診療科目：内科、小児科
事前に電話で確認してくださ
い。
☎0285（39）8880

日曜、祝日、振替、年末年始
（12月31～１月３日）
10時～12時、13時～16時
☎0285（39）8881
所在地：小山市神鳥谷2251-7
（小山市健康医療介護総合
支援センター内）

シルバー人材センター
（薬師寺1949）
小金井駅東口

13日㈫

20日㈫

シルバー人材センター
（薬師寺1949）22日㈭

天平の丘

花広場

天平の丘

花広場

社団法人下野市シルバー人材センター

小山北ロータリークラブ

なし

なし

３ 

月

４ 

月

会場：ゆうゆう館

会場：石橋公民館

会場：南河内図書館２階

一般相談・総合相談
３月６日・13日・20日

（いずれも火曜日）
児童母子相談　３月27日㈫
法律相談 ３月８日㈭

一般相談・総合相談
３月２日・９日・16日

（いずれも金曜日）
児童母子相談　３月23日㈮

国
分
寺
会
場

石
橋
会
場

南
河
内
会
場

弥生
３月

納税ごよみ

国民年金保険料 2月分

おもちゃの図書館
ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎（43）1236

日時
場所

10㈯・24㈯
南河内児童館

■納期限　４月２日㈪ 一般相談・総合相談
３月５日・12日・19日

（いずれも月曜日）
児童母子相談　３月26日㈪

ふれあい館 ☎（47）1126
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

ゆうゆう館 ☎（43）1231
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

きらら館 ☎（52）3711
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3
④⑥ ①⑤ ②⑥

4 5 6 7 8 9 10
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
11 12 13 14 15 16 17
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
18 19 20 21 22 23 24
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
25 26 27 28 29 30 31
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
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下野市公式
ツイッター

市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke
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１
９
５
２
年
３
月
29
日
に
北
海
道
に
あ
る
阿

寒
湖
の
マ
リ
モ
が
国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
が
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
目
に
す
る
丸
い
マ

リ
モ
は
、
実
は
複
数
の
細
い
糸
状
の
マ
リ
モ
が

集
ま
っ
て
で
き
た
マ
リ
モ
の
集
合
体
で
、
日
本

で
は
阿
寒
湖
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

珍
し
い
も
の
だ
そ
う
で
す
。
通
常
、
マ
リ
モ
は

糸
状
で
生
息
し
て
い
て
、
丸
く
な
る
こ
と
は
な

い
の
で
す
が
、
阿
寒
湖
の
マ
リ
モ
の
場
合
、
個

体
が
複
数
集
ま
っ
て
球
体
を
形
成
し
、
丸
く
な

る
の
で
す
。

　

ま
た
、
阿
寒
湖
の
マ
リ
モ
は
、
湖
の
北
側
に

あ
る
常
に
強
い
風
が
吹
く
地
域
に
生
息
し
て

い
ま
す
。
こ
の
風
に
よ
り
、
マ
リ
モ
は
常
に
波

に
揺
ら
れ
、
そ
の
場
で
ク
ル
ク
ル
と
回
り
続
け

ま
す
。
風
が
強
す
ぎ
る
と
マ
リ
モ
は
岸
に
打
ち

上
げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
弱
す
ぎ
る
と
波

が
湖
底
に
届
か
ず
マ
リ
モ
は
回
転
で
き
ま
せ

ん
。
丸
い
マ
リ
モ
は
、
こ
の
絶
妙
な
風
の
強
さ

に
よ
っ
て
、
全
体
に
光
を
浴
び
て
光
合
成
を
行

い
、
腐
る
こ
と
な
く
大
き
く
丸
く
成
長
で
き
る

の
で
す
。

　

現
在
、
マ
リ
モ
の
生
息
地
へ
の
立
ち
入
り
は

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
阿
寒
湖
の
マ
リ
モ
を
見
ら

れ
る
の
は
展
示
施
設
の
水
槽
だ
け
で
す
が
、
昨

年
の
11
月
に
、
阿
寒
湖
の
マ
リ
モ
を
生
息
地
を

見
学
で
き
る
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
る
と
い
う

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
約
半
世
紀
ぶ
り
に
生
息

地
で
マ
リ
モ
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
参
加
さ
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

今月の何の日

３
月
29
日

マ
リ
モ
の
日

環境トピッ
クス

今月
表紙
の

49Pのまちがいさがしの答え　2月10日にゆうゆう館、国分寺運動公
園、蔓巻公園の3か所で下野市総合防災
訓練が実施されました。
　この訓練は、大規模な地震発生時にお
ける火災を想定し、石橋消防署などの関
係機関が相互に連携を図り災害への対応
を確認しました。
　また、県の消防防災ヘリコプターによ
る空中消火を実施したほか、消防団や婦
人防火クラブ、日赤奉仕団など約500名
が参加し、訓練に取り組みました。
　防災訓練をとおして、基礎知識を得、
機材の確認し、個々の役割を理解するこ
とができました。
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国際交流

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

［
 広
報
し
も
つ
け
 ］

■
発
行
／
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平
成
30年

3月
号

■人口と世帯（２月１日現在）
　　人口／60,314人（ー9）、 男性／29,954人（＋29）、 女性／30,360人（ー３８）、 世帯数／23,727世帯（＋17）

●
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
卒
業
の
前
に
・
・
・

　

新
年
が
明
け
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に

２
か
月
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
本

の
学
校
で
は
も
う
す
ぐ
卒
業
式
や
修
了

式
を
迎
え
、
春
休
み
が
始
ま
り
ま
す
ね
。

　

ド
イ
ツ
の
学
校
で
は
日
本
と
違
い
８

〜
９
月
に
年
度
が
切
り
替
わ
り
ま
す
。

７
月
に
は
１
年
間
の
授
業
が
す
べ
て
終

了
し
、
新
年
度
が
始
ま
る
ま
で
長
い
夏

休
み
を
過
ご
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
最
終
学

年
の
生
徒
だ
け
は
特
別
で
す
。
ギ
ム
ナ

ジ
ウ
ム
と
は
、
大
学
へ
の
進
学
を
希
望

す
る
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
通
う

８
年
制
の
学
校
で
、
日
本
の
中
高
一
貫

校
に
あ
た
り
ま
す
。
４
月
下
旬
に
ア
ビ

ド
ゥ
ー
ア
と
い
う
試
験
が
あ
る
た
め
、

３
月
に
授
業
が
終
了
し
て
し
ま
う
の
で

す
。

　

ア
ビ
ド
ゥ
ー
ア
と
は
、
大
学
に
進
学

す
る
た
め
の
全
国
統
一
試
験
で
、
こ
の

点
数
に
よ
っ
て
入
学
で
き
る
大
学
が
決

ま
る
の
で
、
と
て
も
大
切
で
す
。

　

３
月
に
授
業
が
終
了
す
る
お
か
げ
で
、

最
終
学
年
の
生
徒
は
試
験
に
向
け
て

し
っ
か
り
準
備
が
で
き
る
と
い
う
わ
け

で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
最
終

学
年
の
生
徒
は
、
授
業
が
終
わ
る
最
後

の
週
に
思
い
出
作
り
と
し
て
、
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
で
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
す
る
伝

統
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
毎
日
異
な
る
テ
ー
マ
を
決

め
て
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
で
仮
装
を
し
て

き
ま
す
。
月
曜
日
は
「
海
賊
」、
火
曜

日
は
「
１
９
７
０
年
代
」、
水
曜
日
は

「
緑
」
と
い
っ
た
具
合
で
す
。
先
生
も

仮
装
し
て
く
る
の
で
、
教
室
は
大
変
お

も
し
ろ
い
光
景
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
授
業
最
終
日
に
小
さ
な
い
た

ず
ら
を
す
る
伝
統
も
あ
り
ま
す
。

　

私
の
と
き
は
、
学
校
の
入
り
口
の
前

に
段
ボ
ー
ル
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱

を
積
み
上
げ
、
誰
も
校
舎
に
入
れ
な
い

よ
う
に
し
た
り
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
を
風
船
で
い
っ
ぱ
い
に
し
た
り
し
ま

し
た
。

　

教
室
で
は
、
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
を
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
の
よ
う
に
積
み
上
げ
、
先
生

を
び
っ
く
り
さ
せ
た
り
も
し
ま
し
た
。

　

先
生
は
怒
ら
ず
、
こ
の
い
た
ず
ら
を

一
緒
に
楽
し
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
の
み
ん
な
は
、
今
で
も
こ
の

日
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
笑
顔
を
浮
か

べ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

日
本
で
は
卒
業
す
る
前
に
、
ク
ラ
ス

で
何
か
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
す
る
伝
統

は
あ
り
ま
す
か
？
今
度
イ
ベ
ン
ト
等
で

お
会
い
し
た
と
き
に
教
え
て
く
れ
る
と

嬉
し
い
で
す
。

イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
作
り

国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト 

　

イ
ー
ス
タ
ー
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

の
復
活
を
祝
う
キ
リ
ス
ト
教
最
大
の
お

祭
り
で
す
。
今
年
は
４
月
１
日
が
イ
ー

ス
タ
ー
の
日
に
あ
た
り
ま
す
。

　

イ
ー
ス
タ
ー
の
日
に
は
、
卵
の
殻
に

色
を
塗
っ
た
り
模
様
を
描
い
た
り
し
て
、

イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
を
作
る
習
慣
が
あ

り
ま
す
。

　

下
野
薬
師
寺
跡
史
跡
ま
つ
り
の
会
場

で
、
国
際
交
流
員
の
マ
シ
ア
ス
さ
ん
が

イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
の
作
り
方
を
皆
さ

ん
に
伝
授
し
ま
す
！
み
ん
な
で
一
緒
に

作
り
ま
し
ょ
う
！

■
日
時

　

３
月
４
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

※
卵
１
０
０
個
が
な
く
な
り
次
第
終
了

と
な
り
ま
す
。

■
場
所

　

下
野
薬
師
寺
歴
史
館

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み

　

不
要
。

　

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
民
協
働
推
進
課
内
）　

　

☎（
32
）８
８
８
７


